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序

昭和60年に発足いたしました鹿児島大学埋蔵文化財調査室の活動も、各学

部の御理解御協力により順調な歩みを続け、ここに『鹿児島大学埋蔵文化財

調査室年報Ⅶ』を発行する運びとなりました。

ここには、平成3年2月より12月までに行った本調査1件、試掘調査2

件、立合調査8件の調査結果を載せています。大学全体として埋蔵文化財に

ついての認識が高まり、小規模の工事に伴う立合調査まで確実に行われるよ

うになったことは喜ばしい限りです。特に本年度は、理学部南西島弧地震火

山観測所の建設予定地である教育学部寺山実習地の試掘も行われており、調

査地域は更に拡大しております。吉野台地は、鹿児島県の縄文遺跡の学術的

調査が最初に行われた地域でもありますから、寺山地域の埋蔵文化財につい

ては、試掘調査のみで結論を出すことなく、観測所の建築に当たっては十分

注意して調査することが大学の責務であると考えられます。

郡元・下荒田地区キャンパス将来計画案も公表され、その決定も最終段階

を迎えようとしています。何れの案に決定したとしましても、「遺跡の上に

建つ大学」の再開発には、埋蔵文化財の調査を欠くことはできません。ま

た、長期的展望に立てば、発掘した遺物などの保管が今の状態でいいはずは

なく、大学内の遺物・遺跡を有効に研究・教育に利用するためにも、研究の

ための人と場所について本格的に考える時期にもきているのではないかと′思

われます。各学部の、更に一層の御理解と御協力を御願いする次第です。

最後に、鹿児島大学埋蔵文化財調査室の発足以来、調査室主任として御尽

力頂いてまいりました松永幸男氏が、l月末をもって転出されました。長い

間のご苦労に感謝すると共に、新任地での御活躍を祈ります。

平成4年3月

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会

委員長安藤保
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1.本年報は鹿児島大学構内において鹿児島大学埋蔵文化財調査室が平成3年2月1日から平成3

年12月31日までに行った調査活動の成果をまとめたものである。調査報告は平成2年度分（平成

3年2～3月）を第1部、平成3年度分（平成3年4月～12月）を第Ⅱ部とする。

2．昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として、鹿児島大学構内におけるこれからの

埋蔵文化財調査に便であるように鹿児島大学構内座標を郡元団地と宇宿団地とに設定した。

その設置基準は以下のようである。

(1)郡元団地では、国土座標第2座標系(X=-158.200,Y=-42.400)を基点として一辺50

mの方形地区割りを行った（図版1参照)。

（2）宇宿団地では、国土座標第2座標系(X=-161.600,Y=-44.400)を基点として一辺50

mの方形地区割りを行った。

3．本年報において報告を行った調査地点については、立合調査地点を除き、図版lにその位置を

示している。

4．本年報の執筆は第1部については松永幸男が、第Ⅱ部については第1章を松永が、第2章を有

馬孝一が、第3章を松永・有馬が担当している。また、付編については、Iを中村直子が、Ⅱを

松永・中村・黒木綾子・有馬孝一が執筆した。

5．本年報掲載の遺構・遺物の実測・製図・写真撮影は中村・有馬・松永・黒木綾子が行った。

6．付編I・Ⅱはそれぞれ平成2年度に埋蔵文化財調査室が行った教育学部附属小学校プール上屋

建設工事に先立つ発掘調査、及び工学部情報工学科校舎建設に先立って実施した発掘調査の報告

で、『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅵ』に掲載の調査報告概要の欠を補うものである。

7．本書の編集は室長上村俊雄の指導を受けて、鹿児島大学埋蔵文化財調査室が行った。
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・鹿児島大学郡元団地S・T－6．7区における発掘調査
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⑦No.3トレンチH6(西から)cNo.3トレンチSD2(北から）
図版10郡元団地S・T－6．7区発掘調査(3)………･…………………．．…………………

①No.4トレンチ遺構（西から)cNo.4トレンチSD3(北から）

③No.4トレンチH4(西から)(4)No.5トレンチ完掘状況

⑤No.6トレンチV層上面（北から)cNo.7トレンチV層上面（西から）

⑦No.7トレンチHI7(西から)cNo.7トレンチH17埋土

図版11郡元団地S・T－6．7区発掘調査(4)……………･………･…………………･…

①No.9トレンチ遺構（西から)cNo.10トレンチ遺構（西から）

③No.llトレンチ遺構（東から)cNo.llトレンチ遺構（南から）

⑤No.12トレンチ遺構（東から)cNo.12トレンチSD5(東から）

⑦No.12トレンチH8・H9(東から)cNo.12トレンチH8・H9(北から）

図版12郡元団地S・T－6．7区発掘調査(5)……………………………………………

①Nal3トレンチ（南から)cNo.13トレンチH10(東から）

③Nal3トレンチH12(西から)(DNal3トレンチHll(北から）

⑤Nal4トレンチ遺構（南から)cNo.14トレンチ遺構（北から）

⑦No.14トレンチH13(西から)cNo.14トレンチH13(東から）

図版13郡元団地S・T－6．7区発掘調査(6)…………･………………………･………．

①No.15トレンチ遺構（東から)cNo.15トレンチH14(南から）

③No.15トレンチH15(西から)cNo.15トレンチH15埋土

⑤Nal5トレンチSD6(東から)cNo.15トレンチSD6埋土

⑦'No.15トレンチピット（北から)cNo.16トレンチ遺構（東から）

図版14郡元団地S・T－6．7区発掘調査（7）．…………･…………………･……………

①'No.16トレンチH15(東から)cNo.16トレンチSD7(東から）

③No.16トレンチSK2(西から)cNo.16トレンチH16

⑤Nal7トレンチ遺構（東から)cNal7トレンチSK3(北から）

cNo.17トレンチSK3(西から)cNo.17トレンチSK3埋土

120

121

122

123

124

125

126



7区発掘調査（8）図版15郡元団地S・T－6．7区発掘調査

出土遺物(1)

図版16郡元団地S・T－6．7区発掘調査

出十漬物（2）

図版17郡元団地S・T－6．7区発掘調査

出士遺物（3）

図版18郡元団地S・T－6．7区発掘調査

出十遺物（4）

図版19郡元団地S・T－6．7区発掘調査
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図版21郡元団地S・T－6．7区発掘調査

出土遺物（7）
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図版22郡元団地H-11．12区発掘調査(1)
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図版25郡元団地H-11．12区発掘調査(4)

①河2－3全景（南から）

③河2－3中央部（西から）

⑤河2－3中央部（東から）

⑦河3-1(南東から）

図版26郡元団地H-11．12区発掘調査(5)
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⑦河3－2完掘状況（北西から）

図版27郡元団地H－11．12区発掘調査(6)

出土遺物(1)

図版28郡元団地H-11．12区発掘調査(7)

出土遺物（2）

図版29郡元団地H-11・12区発掘調査(8)

出十演物（3）

図版30郡元団地H-11．12区発掘調査(9)

出土遺物（4）

図版31郡元団地H-11．12区発掘調査(10)

出士遺物（5）

図版32郡元団地H-11．12区発掘調査(11)

出土遺物（6）

図版33郡元団地H-11．12区発掘調査(12)

出土遺物（7）

⑧河3－2完掘状況（北から）
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第2章鹿児島大学郡元団地B－8．9区（課外活動施設建設予

定地）における試掘調査

第3章平成2年度（平成3年2～3月）立合調査報告



〃

第1章平成2年度（平成3年2～3月）調査の概要

平成3年2～3月には、下記のように、本調査1件、試掘調査1件、立合調査4件を実施した。

なお、このうち工学部情報工学科校舎建設予定地において実施した本調査は、平成2年12月6日か

ら開始したもので、この報告については、付編Ⅱとして、本年報に掲載している。

・本調査

①工学部情報工学科校舎建設予定地における発掘調査（平成2年12月6日～平成3年3月19日、郡

元団地H-11．12区）

・試掘調査

①課外活動施設（厩舎）建設予定地における試掘調査（平成3年3月20～28日、郡元団地B－8・

9区）

・立合調査

①唐湊学生寮公共下水道接続工事（平成3年2月18～22日・3月5．6．8．13．15日）

②郡元地区市水（飲料）配管工事（平成3年3月13．14．18～20-26日、郡元団地各地点）

③教養部構内環境整備工事（平成3年3月20.25.28日、郡元団地1．J－4．6区）

④教養部外灯取設工事（平成3年3月22日、郡元団地1－4区）

工学部情報工学科校舎建設地は郡元団地の西側ほぼ中央北寄りに位置するが、本地点からは成川

式土器の包含層、及び自然河川痕が検出された。自然河川からは縄文時代以降の遺物が大量に出土

している。これらの出土遺物の内、弥生時代以前の資料は、その摩耗が著しいことや、当該期の遺

物包含層が周辺に検出されていないことなどから考えて、より西方の、郡元団地外の高所からの流

れ込みであろうと推測された｡また､自然河川の流路についても､他地点検出の自然河川痘1)との
対応関係を検討することによって、これが時期によって流路を変えながらも、ほぼ東西方向に流れ

ることを知ることができた。

試掘調査が実施された厩舎建設予定地は郡元団地の北端部にあたり、この付近ではこれまでにも

農学部温室改築予定地、あるいはRI共同施設増築予定地などにおいて、試掘調査が行われてい

32↓これらの調査においては､いずれも厚い二次堆積土の下から中近世の遺構.遺物が検出され
ているが、今回の試掘調査においても1.5mほどの二次堆積土の下からビット列や土壌が検出され

た。また、二次堆積土中には、瓦片やガラス瓶、陶器等をはじめとする現代の遺物が多数含まれて

いたが、これらに混じって、ごくわずかではあるが、輸入陶磁器片、成川式土器片等が採集されて
いる。

立合調査においては、今回、唐湊学生寮において初めて調査を実施した。調査の結果、造成の際

の削平を免れたプライマリーな層中から、縄文時代後期の指宿式土器が検出され、本地点に該期の

良好な包含層が存在することが知られたのである。また、造成時の盛土中からは、弥生土器・成川

式土器・内黒土師器等も採集されており、本地域一帯については、かなり長期にわたって営まれた
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複合遺跡である可能性も考えられよう。

郡元団地内で行われた立合調査のうち、②・④は、掘削深度が浅いことや、可能な限り既掘部を

利用して工事が進められたため、埋蔵文化財への影響はほとんど無かった。しかし、教養部におい

て実施された③については､これまでの調査成菓31こ同じく、地表下60cm以下の部分に成川式土器
を多量に含む遺物包含層が存在することが再確認された。遺物の分布密度は極めて密であり、今後

も本地域の開発にあたっては、埋蔵文化財に対する配慮が必要である。

註

(1)松永幸男「昭和60年度（昭和61年2～3月）鹿児島大学構内における立合調査」『鹿児島大学埋蔵文化

財調査室年報Ⅱ』鹿児島大学埋蔵文化財調査室1987年

松永幸男「鹿児島大学郡元団地G・H－9・10区（電子計算機室増築地）における発掘調査報告」『鹿

児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅲ』鹿児島大学埋蔵文化財調査室1988年

池畑耕一「鹿児島大学電子計算機室新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（昭和58年度鹿児島県教育

委員会調査)」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅵ』鹿児島大学埋蔵文化財調査室1991年

(2)本田道輝『鹿児島大学郡元団地内遺跡(B～D・9，10地点）－鹿児島大学農学部温室改築及び実験温

室、網室等新設に伴う試掘調査報告書一』鹿児島大学農学部・鹿児島大学法文学部考古学研究室1987年

坪根伸也「鹿児島大学郡元団地B－8区における試掘調査」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅱ』鹿

児島大学埋蔵文化財調査室1987年

(3)鹿児島県教育委員会r埋蔵文化財発掘調査事業報告釘田遺跡』1975年

松永幸男「昭和60年度立合調査結果」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報I』鹿児島大学埋蔵文化財調

査室1986年

松永幸男「鹿児島大学郡元団地1．J－4区における試掘調査」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報

Ⅱ』鹿児島大学埋蔵文化財調査室1987年

松永幸男・砂田光紀「昭和63年度（平成元年2～3月）鹿児島大学櫛内における立合調査報告」『鹿児

島大学埋蔵文化財調査室年報V』鹿児島大学埋蔵文化財調査室1990年

－4－



第2章鹿児島大学郡元団地B－8．9区（課外活動施設

建設予定地）における試掘調査

1．調査に至る経過及び調査体制

鹿児島大学では老朽化した現厩舎の建て替えを計画し、その建設地として農学部北側の実習地北

端部が予定された。本地点から動物飼育棟の間に広がる実習地の間においては、昭和58年及び60年

に試掘調査が行われており、その結果、中近世の遺物が出土し、同時期の水田杜の存在も推定され

てい*"

このため鹿児島大学埋蔵文化財調査室では、本建設予定地において試掘調査を行い、埋蔵文化財

包蔵の有無を確認することとなった。本試掘調査は平成3年3月20日から28日にかけて、下記の体

制で行われた。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長上村俊雄

調杏#日当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長上村俊雄

室員松永幸男・中村直子・栗林文夫・黒木綾子

発掘調査作業員

石谷サチコ・岩戸エミコ・名越ヒデコ・野下ヨブコ・盛満アイコ

2．調査の経過

試掘トレンチは、建物の配置に沿って、第

1図のように、2m×4mのトレンチを3カ

所設定した。掘り下げにあたっては、建築の

際の掘削が闘い屋を支える支柱のみであるこ

とを考慮し、支柱設置に必要な深さである

1.5mまで掘り下げることとした。

調査の結果、No.1．3トレンチともに深さ

1.5mほどまで現代の遺物を含む撹乱層ない

し二次堆積土であることが知られた。ただ、

Na2トレンチにおいては、これらの層の下に

暗褐色粘質シルト層が認められ、この上面で

数基のピット及び土塘を検出した。No.1．3

トレンチについては完掘状況の写真撮影後、

またNa2トレンチについては土層図柿びに遺

構平面図の作成後に埋め戻しを行い、作業を

終了した。
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第2図Nolトレンチ層位断面図(1/40)

3．層序（第2図）

Na2トレンチの層序を以下に示す。

l層：耕作土

2層：濁灰色シルトと濁褐色シルトの混土（コンクリート塊、瓦片、合成樹脂製品等を含む）

3層：淡濁褐色砂質シルト層（軽石、コンクリート塊等を含む）

4層：暗褐色粘質シルト層

4．遺構（第3図）

Na2トレンチ4屑上面においてピットが6基(P1～P6)、土塘(SK1)が1基検出されて

いるoSKI及びP1．4．5．6の埋土は、茶褐色を基調とし、これに灰色土や4層土がブロッ

ク状に混じる土で、人為的に一時に埋め戻された可能性も考えられる。P2は2層土を、P3は灰

褐色砂を埋土とする。

SKIは長径78cin、深さ38cmを測る二段に掘り込まれた土塘で、深さ30cmほどのところにテラス

状の部分が形成されている。p1は径18cm、深さ4cmほどの、またP6は径16cm、深さ5cmほど

の、現状ではごく浅い皿状を呈する窪みである。P3・P5は斜めに掘り込まれたピットである

－6－
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第3図Nolトレンチ検出ピット(1/40)

が、その傾斜方向は一致しない。P3は径29cm、深さ25cm、またP5は径17cm、深さ6cm程を測

る。P2は上面径29cm、底径13cm、深さ25cmを測る、断面逆台形状を呈するピットで、上部を撹乱

砿によって削平されている。P4は径32cmを測り、北側を一段深く掘り込んだピットで、南側で深

さ14cm、北側で深さ4cmを測る。

これら土壌やピット群の相互の関係については、P2～4がほぼ等間隔で一列に並ぶのが注意を

引くが、これらについてはその埋土が異なり、相互に関連を持つものであるのかということについ

ては検討を要する。他のピット群については、土塘も含めて、規則的な配置等は看取されない。

5．遺物(第4．5．6図）

第4図に示した遺物は撹乱層及び’～2層出土遺物であるが、層序の項で述べたように、これら

の層はコンクリート塊が出土する等、現代の二次的な移動を受けた層と考えられるcこのためここ

ではこれらの出土遺物を一括し、ほぼ時代順に説明を行うこととする。

l～4は成川式の蜜ないし鉢の底部片で、いずれも脚を伴っているo2の脚部は接合面で底部本

体から剥離している。これら底部の形態には下方にやや突出するものと、平坦なものとがみられ

る。5は内黒土師器の碗底部片で、高台を欠く。6は青磁稜花皿口縁部片である。口縁部内面には

－7－
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第4図出土土器（1／3）

三本の平行沈線文を巡らせるが、判然としない。紬にはあまり光沢がなく、また磁胎も気泡を若干

含む。7．8は青磁碗口縁部片で、7は外面に蓮弁文を、8は内面に草花文を、それぞれ片切彫り

によって描いている。9は青磁皿で、光沢のある若干青みがかった淡緑白色を呈する紬が、畳付部

を除く内外全面にかかる。紬の厚さは、高台見込み部を除き概して厚い。10は磁器染め付け碗の底

－8－



部片である。胴部外面

下部に一条の、高台側

面に二条の圏線が巡

る。高台内側は若干突

出する。11は口縁部が

外方へ強く外反する播

鉢口縁部片で、内面に

鱒鍵
1

圧フー
はスリ目がほぼ3mm間

隔で刻まれる。内外面

ともに褐色の袖が薄く

かかる。12は盤形を呈 ‘J1
する素焼きの土器で、

底面に高台や脚などは

付かないようである。

内外面ともヨコナデに

よって平滑に仕上げら

れているが、底面は削

りの痕を軽くナデ調整

一

１
０
Ｉ

、

、

’
０
０
０

によって消しているの 第5図出土土製品（2／3）

みで、ユビオサエの痕

も明瞭に残る。13は口緑部を三分の一ほど欠く陶器皿である。内面には全面に紬がかかり、見込み

部には重ね焼きの痕が認められる。外面には口縁部付近にわずかに紬がかかる。底面には回転糸切

り痕も見られるo14は外面に暗褐色の袖がかかる翌で、胴上部に二条の突帯を持つ。下方の突帯に

は大振りの斜位の刻みが施されている。

第5図には、土製人形を示す。1．2ともに型作りである。lは、左脇に魚を挟み込んだ恵比寿

天で、頚部及び右手を欠く。細部まで比較的良く表現されているものの、前後からの型の合わせ目

が若干左右にずれており、側面に不整合な部分がみられる。底面にみられる方形孔は焼成前に施さ

れたもので、徐々に細くなりながら頚部へと貫通する。焼成時の破裂を防ぐための穿孔であろう。

2は、胴部右半身前部に当たると思われる破片で、裏面は二面貼り合わせが剥げたような状態に

なっている。復元後の体部中央に相当すると考えられる部分は溝状にくぼんでいる。

第6図1．2は、軽石加工品である。lは、径約16cm、厚さ28cmのドーナツ状加工品で、中心部

には径3.6cmの孔が穿たれている。器面は全面にわたり削りによって整形されている。鶴丸城二之

丸跡に類例が知られるが、本例の方が若干薄手である。2は片面に中央部を中心として凹部を作り

出した軽石製品で、凹部内面は凹凸が激しく、快り取ったような痕がみられる。1．2ともに、時

期・用途等不明である。
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第6図出土軽石製品（1／5）

6．まとめ

今回の試掘調査地点は、農学部北側の実習地北端部にあたり、昭和58年．60年にはこの南に隣接

する地点を鹿児島大学法文学部考古学研究室が調査している。

調査の結果、本地点においては1.5m以上の厚い二次堆積層が拡がるものの、これ以下にはピッ

ト・土塘等の遺構が存在することを確認した。隣接地での法文学部考古学研究室の調査とほぼ同様

な所見を得ることができたといえよう。

厩舎の建設予定対象地の西半部については二次堆積土層が1.5mを越えるものの、東半部につい

ては掘削が遺構検出面に及ぶこととなるため､改めて本調査を実施することが必要であると判断さ

れ割2：

註

(1)鹿児島大学農学部・鹿児島大学法文学部考古学研究室『鹿児島大学郡元団地内遺跡(B～D・9,10地

点）－鹿児島大学農学部温室改築及び実験温室、網室等新設に伴う試掘調査報告書一』1987年

(2)その後、試掘調査結果をもとに、掘削が遺構検出面に達しないように、設計の変更がなされた。

本年報第Ⅱ部第3章参照。

－10－



第3章平成2年度（平成3年2～3月）立合調査報告

平成3年2月から3月においては、下記の工事に伴い立合調査を実施した。

①唐湊学生寮公共下水道接続工事（平成3年2月18～22日・3月5．6．8．13．15日）

②郡元地区市水（飲料）配管工事（郡元団地各地点、平成3年3月13．14．18～20.26日）

③教養部構内環境整備工事（郡元団地1．J－4．6区、平成3年3月20．25-28日）

④教養部外灯取設工事（平成3年3月22日）

④においては埋蔵文化財への影響はみられなかったが、①～③においては多数の遺物の出土がみ

られた。以下、①～③の立合調査結果について、順に報告を行う。

唐湊学生寮公共下水道接続工事（第7．8図）

本立合調査は、唐湊学生寮における埋蔵文化財関係の初の調査であった。工事によって第7図の

太線部が幅1m、深さ2mにわたり掘削されることとなったが、工事に先立ち、図中の2<)地点にお

いて既設配管の位置を確認するために試掘が行われた。そこで、埋蔵文化財調査室ではこの機会を

利用し、各地点について本工事時に

おける立合調査の必要の有無につい

て検討することとした。

以下、説明の便宜上、上記の29地

点をA～Eの5地区に分けて記述を

進める。

A地区：女子寮西側に設定された①

～⑧をA地区とする。この

うち①～④は女子寮建物際

の既掘部であったが、⑥．

⑦において縄文時代後期指

宿式土器が出土した。

B地区：女子寮南側に位置する自転

車小屋周縁部の⑨～⑮をB

地区とする。北側の⑨・⑩

は表土直下にシラスが認め

られたつまた、⑪．⑭にお

いては表土直下に「薩摩」

火山灰層が検出された。⑪

I

第7図唐湊学生寮立合調査地点位置図(1/1,600)
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においては、この「薩摩」火山灰層上面が南東方向に傾斜していることが観察され、本地

点東半部には暗褐色粗砂混じりシルト層がのる。⑫は⑪から南へ10mほどの所であるが、

本地点においては厚さ約35cmの表土下に上から順に濁褐色砂混じりシルト（層厚約60cm)、

粗砂を多量に含んだ濁灰色砂質シルト（層厚約25cm)、砂質シルトを混じえた暗灰色粗砂

層（層厚約20cm)、灰白色シルトが堆積しており、これらがプライマリーな層であるなら

ば、⑪。⑭地点から南へ「薩摩」火山灰層がかなり急激に傾斜していることが予想され

る。なお、「薩摩」火山灰層直上の暗褐色粗砂混じりシルト層からは縄文時代早期の遺物

の出土も予想されたが、立合調査時に検出することはできなかった。

C地区：⑯地点をC地区とする。⑯においては、幅0.6m、長さ1.6mの範囲を深さ1.2m程掘り下

げた。本地点においては20cm程の客土下に厚さ20～25cm程の上辺下辺の境界が不明瞭な粗

砂層を挟んで、アカホヤの二次堆積土と思われる層が堆穣している。粗砂層下のアカホヤ

ニ次堆積土は上方のこれより色調が若干濁っており、また、これら上下のアカホヤニ次堆

積層及び粗砂層には黄色パミスや炭小粒が含まれている。なお、本地点においては、遺物

の出土は見られなかった。

D地区：グランド南辺中央部から水産学部周縁部に位置する⑰～⑳をD地区とする。水産学部寮周

縁部の⑲～⑳は土質がかなり硬質であり、また配管が掘削時に破損し浸水したため、0．8

m程の掘り下げにとどまり土層観察も十分には行えなかった。⑰・⑱は⑲I～⑳との間に3

m程の比高差をもって下方に位置する。⑰は土層観察前に埋め戻されたため、土層等の観

察を行うことができなかった。⑱については、表土直下に「薩摩」火山灰が認められた

が、この「薩摩」火山灰はかなり他の土を混じえて色調が濁っており、二次的な堆積と考

えられた。これと同質の「薩摩」火山灰は⑰。⑱南側斜面においても観察されている。

E地区：学生寄宿舎A棟北側の⑳～⑳をE地区とする。これらはそれぞれ現地表下約1.5mまで掘

り下げが行われた。⑳を除き、掘削部はすべて造成時の盛土中であった。⑳においては盛

土中から中世の土師器杯底部片が出土している。⑳においては、65cm程の盛土の下に、上

から順に濁灰色砂混じりシルト（層厚約20cm)、褐色砂混じりシルトが堆積するが、後者

には上層の土が混じっており、二次的に移動した可能性も考えられる。

以上の結果から、A地区においては縄文時代後期の良好な包含層が存在することが確認されたの

で、本工事実施に伴い、本地区については改めて立合調査を行うこととした。以下、A地区での立

合調査時の所見を述べ、次いで出土遺物について報告する。

A地区の調査は市道から女子寮への進入路である坂道の傾斜よりも若干緩やかな傾斜をなしてお

り、また、⑦地点以南の現地表面は水平をなす。このため、A地区においては⑦地点付近が最も削

平の程度が少ない。⑦地点付近においては、地表下2.2m程掘り下げが行われ、約1mの客土（以

下①層）の下に、わずかに粘質を帯びる濁灰色シルト層（層厚約30cm、以下②層)、濁黄灰褐色シ

ルト層（層厚約20cm、以下③層）、黄色軽石を含む濁褐色粘質シルト（以下④層）が堆積する。こ

の④層以下には、⑧地点付近の所見から、濁青褐色粗砂混じりシルト（以下⑤層)、「薩摩」火山灰

－12－
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第8図立合調査時出土遺物（1）（1／3）

層（以下⑥層）がつづくことが知られる。これら6層の内、③層には指宿式土器が包含されている

ことが壁面清掃時に確認されている。この③層は第7図⑥、⑧地点付近まで残存している。⑤層は
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⑪地点においても認められているが、A地区においては⑧地点以南には連続しない。この地点以南

の「薩摩」火山灰層上面がほぼ水平なラインであることを考えると、ある時期にこの付近において

人為的に平坦面が形成された可能性も考えられる。

以上の立合調査結果から考えて、今後唐湊学生寮における開発計画については、埋蔵文化財包含

層の存在が確認された女子寮付近はもちろん、盛土が覆い旧地形が改変されていないと考えられる

男子学生寮付近も含めて、埋蔵文化財に対する配慮が必要である。

本立合調査時に出土した遺物を第8図に示す。l～6は、3を除き縄文時代後期前葉に位置づけ

られる土器である。1．2．4は、やや幅広の沈線によって二平行沈線文が描かれているが、2の

沈線間には斜位の二枚貝腹縁刺突列が施されている。4は土器片の周縁部を打ち欠いてほぼ円形に

整形しており、いわゆる「土製メンコ」にあたる資料である。なお、周縁部は、打ち欠いたままで

ある。5．6は、指宿式土器である。二平行沈線によって、平行四辺形状の区画を横位に展開させ

る。両者とも同じ様な文様構成を示すが、別個体である。3はかなり径が大きい平底であるが、内

外両面ともに全面に、やや幅広のケンマが丁寧に施されている。立ち上がり部は、底面から胴部外

面にかけて丸みを帯びている。7は弥生時代中期前半の蜜口緑部片で、口縁端部は内外両方向に拡

張されている。8．9は成川式士器翌口縁部片で、8の口縁端部が先すぼまりの形状をとるのに対

し、9は口縁端部に平坦面を形成する。10は内黒土師器と考えられる碗の底部片で、11は土師器杯

部底部片である。11の底面は、へラ切り離し痕を軽いナデ調整で整えている。

郡元地区市水（飲料）配管工事（図版1)

本工事は郡元団地北半部各地点において実施されたが、工事計画の段階で掘削部は可能な限り掘

削部に重なるよう計画がなされた。また、工事に先立つスポット掘りの結果、さらに埋蔵文化財へ

の新たな影響が及ばないよう計画が変更された。この結果、図版lのA～D地点において立合調査

を実施することとしたが、このうちC・D地点については既掘部ないし盛土内に掘削がおさまっ

た。

A地点については深さ80～90cmの掘り下げがなされ、40cm程の盛土の下に、灰色砂質シルト層

（層厚約40cm、上部は小粒軽石を含み、下部にはマンガンを含む)、鉄分の浸透が見られる灰白色

シルト質砂層（層厚10～15cm)、及びマンガンを含む灰色砂質シルト層の堆積が観察されたが、遺

物の出土はなかった。

B地点は道路横断部にあたり、幅50cm、長さ4mの範囲が深さ80cmまで掘り下げられた。掘削部

のうち、東側2.6m程は配管のためその中央部幅30cm程を残して既に掘削を受けており、残る西側

1.4m程の範囲で土層観察を行った。本地点においては厚さ14cm程のアスファルト舗装を含む表土

(①層）の下に濁灰褐色砂質シルト層（層厚6cm、②層)、鉄分を含む明褐色砂質シルト（層厚6

cm、③層)、マンガンを含む灰色砂混じり砂質シルト層（層厚28cm、④層)、明褐色砂混じり砂質シ

ルト層（層厚6～14(知、⑤層)、灰色砂混じり砂質シルト層（層厚17cm，④層とほぼ同日である

が、④層よりもマンガンの浸透が強くやや粘質を帯びる、⑥層)、淡褐色細砂層（⑦層）が堆積す

る。⑥層からは成川式土器が出土している。本層は、土質・色調から考えて情報工学科校舎建設地

－14－



傘の③層に対応するものと思われる。

教養部構内環境整備工事に伴う立合

調査（第9・II)図）

本工事によって教養部文科研究棟

及び講義棟一帯で、アスファルト舗

装工事、側溝敷設工事、及び植栽が

行われることになった。このうち後

二者については、埋蔵文化財包含層

への影響が懸念された。側溝敷設部

GFEDCB

’
蕊案

●スポッ}､柵り実施地点

■立合閥在英施地点

一且､ー一．～'一、＝…へ!~ﾊ』ｰｰ'宮第9図教養部環境整備工事に伴う立合調査地点位置図
への影響が懸念された。側溝敷設部 （1／2,250）

については、工事対象部分の土層堆積状況が把握できるよう、第9図に示す位置においてスポット

掘りを行った。この結果、地表下60cm以下に成川式土器を多量に含む遺物包含層が存在することが
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確認された。このため掘削がこれ以下に及ぶマンホール設置部分（第9図A)、及び植栽部分にお

いて、工事実施時に立合調査を行った。

A～G一帯においては、表土（層厚約30～60cm、以下①層)、明褐色砂混じりシルト層（層厚約

15cm、以下②層)、灰褐色砂混じりシルト層（層厚約10cm、以下③層)、暗灰褐色砂混じりシルト層

(以下④層）が上から順に堆積し、古墳時代成川式土器を多数包含する④層は現地表下50～60cm以

下に存在する。④層はl～2cm大の軽石を含んでおり、土器片は小片が多いが、上縁部においては

部分的に敷き詰められたように集中して存在している。このような出土状況は、昭和61年3月に教

養部講義棟東側で実施した試掘調査の際に検出した成川式土器包含層のあり方とほぼ同様である。

なお、④層からの遺物の出土量は、東方の地点ほど多く、西へ行くに従い若干少なくなるようであ
る。

昭和50年の鹿児島県教育委員会の調査成果から、教養部構内には古墳時代成川式期の集落が広が

ることが知られている。本地点は、西接する理学部構内と共に鹿児島大学構内遺跡の古墳時代の中

心をなす地域であり、また、学史的にみても、それまで決定的な資料を欠いていた須恵器と成川式

土器との共伴関係を明確に示した遺跡でもある。このような観点からも本地域の開発にあたっては

一層の埋蔵文化財への配慮が求められるであろう。

第10図に立合調査の際に採集された遺物を図示しているが、これらはすべて④層中から出土して

いるo1～7には成川式土器の喪(1～5)・壷(6．7)を示す。1．2は喪の口縁部片で、若

干外傾する口縁部下方にいわゆる「絡縄突帯」がめぐる。1は突帯両端の会合部付近にあたり、一

端が上方にはねあがる。3～5は翌の胴部下端から底部にかけての破片で、4．5は脚部を欠いて

いる。3については、本来、脚が伴うかどうか不明である。6．7は壷の底部片で、やや径の大き

い平底を呈するようである。8は大喪の胴部片と思われる須恵器小片で、外面に平行叩き目、内面

に同心円の当て具痕が認められる。外面には、叩きを施した後、さらにかなり丁寧なナデ調整が行

われている。9は、手ごろな自然石をそのまま用いたと考えられる叩き石である。長軸方向の上下

両端、及び側面の一部に密な鼓打痕が認められる。
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第1章平成3年度（平成3年4～12月）調査の概要

平成3年4月から12月にかけては、下記のように、試掘調査1件を実施した他、以下の工事に伴

う立合調査を実施している。

・試掘調査

①教育学部寺山実習地内における試掘調査（平成3年9月2～17日、鹿児島市吉野町10857-1)

・立合調査

①教養部外灯取設電気工事（平成3年4月3．15日、郡元団地1－4区及びK－4．5区）

②工学部情報工学科校舎新営空気調和設備その他工事（平成3年8月5．6．9日、郡元団地H一

11区）

③工学部情報工学科校舎建設に伴う建柱工事（平成3年8月8日、郡元団地G-ll．12区）

④法文学部等電気幹線改修工事（平成3年12月2．3日、郡元団地1－9．10区及びH－8区）

⑤課外活動施設（厩舎）新営その他工事（平成3年12月4～6．9日、郡元団地B－8．9区）

教育学部寺山実習地における試掘調査は、理学部南西島弧地震火山観測所の建設予定地として、

本地点が候補にあげられたのに伴い実施されたものである。寺山実習地は、その南北において、そ

れぞれ新牧遺跡、金木崎遺跡という周知の埋蔵文化財包蔵地に接しており、この実習地内にも埋蔵

文化財包蔵地が広がる可能性は極めて高いと考えられた。今回の調査地点は、実習地中央東側の錦

江湾を望む東斜面に位置する。調査においては、現地表下3.5mほどのレベルにある薩摩火山灰層

上面まで掘り下げたが、遺構・遺物は検出されなかった。小規模な発掘調査であり、薩摩火山灰層

下については調査が不可能であったこと、及び今回の調査地点がかなりの傾斜面であったことを考

えると、寺山実習地内での埋蔵文化財包蔵の有無については今後も慎重な検討が必要であろう。

立合調査は、郡元団地の各地点で実施された。上記の調査の内、①．③・④は部分的に若干プラ

イマリーな層を掘削することとなったものの、埋蔵文化財への影響はほとんど無かった。ただ、①

においては、地表下約1.2mで成川式土器包含層の上部に達しており、改めて教養部地域において

は良好な埋蔵文化財包含層が広がることを認識させられることとなった。

②は平成2年度に埋蔵文化財発掘調査を実施した工学部情報工学科校舎建設地の東に接する部分

での工事であり、埋蔵文化財包含層に影響が及ぶことは必至と考えられた。本工事においては、先

の調査結果から予想されたように、自然河川の埋土、及びこの自然河川の南側に広がる遺物包含層

を掘削することとなった。

⑤は平成3年3月の試掘調査の結果をもとに実施したもので、掘削部はプライマリーな遺物包含

層に達しないものの、上層の二次堆積土中に古墳時代から近世にかけての遺物が含まれていること

から、行ったものである。調査の結果、量的には少なかったものの、古墳時代成川式土器をはじめ

とする遺物が採集された。
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第2章鹿児島大学教育学部寺山実習地内における
試掘調査報告

1.調査に至る経過

鹿児島大学では、理学部南西島弧地震火山観測所の建設を予定している。建設予定地は教育学部

寺山自然教育研究施設実習地内（鹿児島市吉野町10857-1)に所在し、北側に弥生～古墳時代の

埋蔵文化財包蔵地である金木崎遺跡、南側に同じく新牧遺跡が存在する。当調査地点付近はほとん

ど開発が行われておらず埋蔵文化財包蔵の可能性があった。そのため埋蔵文化財調査室では本建設

予定地において発掘調査を実施し、その有無を確認する事となった。

2．調査組織

本試掘調査は下記の体制で平成3年9月2日から9月17日まで行った。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長上村俊雄

調杏相当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室員松永幸男、中村直子、黒木綾子、有馬孝一

作業員石谷サチ子、坂口ミエ子、名越ヒデ子、福永花江、盛満アイ子

3．調査の経過

今回の調査においては、北東一南西方向に長軸をとる2×4mのトレンチと同じく北東一南西方

向に長軸をとる2×3mのトレンチ、東西方向に長軸をとる2×3mのトレンチを設定し南から順

にNo.1トレンチ、No.2トレンチ、Na3トレンチと称した（第11図)c

トレンチの掘り下げはNal、No.3、No.2トレンチの順で行われ、Nalトレンチは約1.2m掘り下

げた後南側半分を地表下約2mまで深堀したoNo.3トレンチは地表下約1.3mのところで調査期間

の関係上掘り下げをやめた。No.2トレンチは地表下約1.7m掘り下げた後北側半分を地表下約3.2m

まで深堀りし「サツマ」火山灰層の上面を検出した時点で調査を終了した。調査の結果No.1トレン

チは6層、No.2トレンチは9層、No.3トレンチは4層に分層できた。しかし遺構や遺物は検出され

なかった。

4．層序（第12図）

I～Ⅲ層は各トレンチに共通した土層の堆積状態を示し、Ⅳ層以下に一部異なる部分を示した。

分層した内、Ⅲ層についてはサツマ火山灰層の二次堆積ではないかという意見とB.P､4,900年の

桜島起源の火山灰ではないかという二つの意見をご教示頂いた。以下、2トレンチの説明をするこ

とにする。

I層表土黒褐色

Ⅱ層暗黄褐色シルト質砂層。（上部）黄色パミスを少し含む。
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※ローマ数字は基本土層に一致。

※※土層図右側の数値は標高を示す。
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第12図土層断面図（1／60）
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Ⅲ層黄褐色粗砂層。黄色パミス(1～2センチ大）を多く含む。

Ⅳa層明茶褐色砂質シルト層（アカホヤ2次堆積？)。黄色パミス少し含む。

Ⅳb層明茶褐色砂質シルト層（アカホヤ)。黄色パミス少し含む。

V層褐色シルト層。黄色軽石を含む(1～2センチ大)。

Ⅵ層濁褐色シルト層。黄色の軽石を含む(1cm大)。

Ⅶ層暗濁褐色シルト層。黄色の軽石粒を多数含む。

Ⅷ層サツマ火山灰層（ベースサージのような硬い層）をブロック状に含む黒褐色シルト層。軽石

粒(1cm大）を若干含む。

Ⅸ層サツマ火山灰層。非常に硬くしまっている。

5．まとめ

今回、試掘調査を実施した地点は弥生～古墳時代の遺跡である金木崎遺跡と新牧遺跡の中間地点

に位置し、埋蔵文化財の包蔵が予想された。しかし今回の調査では遺構、遺物ともに検出されな

かった。なお層序のところで問題となったⅢ層がB.P､4,900年の桜島起源の火山灰であるなら

ば、この層を鍵に今後この付近の発掘調査で遺構、遺物の時期確定がより確実に行われるようにな

ることが期待される。
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第3章平成3年度（平成3年4～12月）立合調査報告

平成3年4月から12月にかけては、下記の工事に伴う立合調査を実施している。

①教養部外灯取設電気工事（平成3年4月3．15日、郡元団地1－4区及びK－4．5区）

②工学部情報工学科校舎新営空気調和設備その他工事（平成3年8月5．6．9日、郡元団地H－

11区）

③工学部情報工学科校舎建設に伴う建柱工事（平成3年8月8日、郡元団地G-ll-12区）

④法文学部等電気等幹線改修工事（平成3年12月2．3日、郡元団地1－9．10区及びH－8区）

⑤課外活動施設（厩舎）新営その他工事（平成3年12月4～6．9日、郡元団地B－8．9区）

教養部外灯取設電気工事（第13図）

工事は、教養部講義室北東、法文学部講義研究室北西、及び教養部理科実験研究室中央北側で実

施された。マンホール部分で120cm、配管部で60cmほどの掘削が行われた。これらの工事に際して

は、遺物の出土はほとんどみられなかったものの、前二工事地点においては、プライマリーな層に

掘削が及んだ。以下に、その土層観察結果を示す（説明にあたっては、土層観察地点を便宜的に、

A・B1・B2地点と呼称し、その位置を第13図に示している)o

A地点

I層：客土（層厚75cm)

Ⅱ層：灰色シルト質砂層（層厚10cm)

Ⅲ層：黄灰色シルト質砂層（鉄分浸透、層厚10cm)

Ⅳ層：灰色シルト質砂層（マンガン含む、層厚16cm)

V層：暗灰褐色シルト層（成川式土器包含層）

B地点

I層：客土（層厚60cm)

Ⅱ層：灰色シルト層（層厚15cm)

Ⅲ層：黄褐色シルト質砂層（層厚5cm)

Ⅳ層：黒褐色砂質シルト層

C地点

I層：客土（層厚20cm)

Ⅱ層：灰褐色シルト質砂層（軽石を含む、鉄分浸

,－§,乳密噌

星［
第13図教養部外灯取設電気工事に伴う

透、層厚15cm)
立合鯛査地点位置図（1／3,000）

Ⅲ層：灰色シルト質砂層（軽石含む、層厚25cm)
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工学部情報工学科校舎新営空気調和設備その他工事に伴う立合調査（第14．15図）

本工事では工学部情報工学科校舎建設予定地東側において、下水管、マンホール及びガス管埋設

のための掘削が行われた。今回の工事地点は平成2年度に発掘調査が行われた部分に隣接してお

り、前調査で確認された古墳時代～中．近世の遺物包含層への影響が考えられた。掘削は幅70～150

cm、長さ39m、深さ約150cmにわたって行われた。以下第14図に示す任意の4地点で行った土層観

察の結果を記す。

①地点

I層：アスファルト、バラス（層厚10cm)

Ⅱ層：褐色砂質シルト層（層厚13cm)

Ⅲ層：軽石粒と砂を含む灰色砂混じりシルト層（層厚11cm)

Ⅳ層：軽石磯を含む明褐色細砂

層（層厚17cm)

V層：砂を多量に含む灰色砂混

じりシルト層（層厚25cm)

Ⅵ層：シルト混じり淡褐色細砂

層（層厚14cm)

Ⅶ層：暗褐色砂混じり粘質土層

（層厚16cm)

Ⅷ層：褐色細砂層（層厚40cm)

Ⅸ層：淡濁黄白色粘土層（層厚

10cm)

X層：濁暗灰色シルト層（底面

まで）

②地点

I層：表土（層厚40cm)

Ⅱ層：濁灰褐色砂混じりシルト

層（層厚15cm)

Ⅲ層：黄色砂層

③地点

I層：表土

Ⅱ層：濁灰褐色砂混じりシルト

層

Ⅲ層：黄色砂層

Ⅳ層：淡灰白色細砂層

④地点

I層：表土（層厚50cm)

針|：

①lU

占
pccq

一 ”
第14図工学部情報工学科校舎新営空気調和設備

その他工事に伴う立合調査地点位置図(1／2,000）
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第15図立合調査時出土遺物（1）（1／3）
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Ⅱ層：灰褐色砂質シルト層（層厚10cm)

Ⅲ層：黄色シルト質砂層（底面まで）

②地点、③地点、④地点のⅢ層は本調査（付編Ⅱ、参照）で確認された河2の埋土に相当すると考

えられる。

遺物は①地点V層から成川式小片2点、④地点Ⅳ層から増形土器片ほか2点が出土しており、排

土中から翌脚部片、その他数点を採集している。そのうち辛うじて図化が可能であった4点につい

て報告を行う。lは③地点Ⅳ層から出土し2～4は排土中からの採集である。第⑮図lは増形土器

底部片で内面をナデ調整している。また内面肩部には接合痕も認められる。2は成川式土器の喪口

縁部片で幅6～7mmの突帯を一条巡らす、なお突帯にはへう状工具による刻みを施し、胴部にも刻

み痕が及んでいる。3，4は成川式土器の翌の底部及び脚部片である。3の内面、外面には横方向

のナデ調整が認められるo4の脚部内面は横方向のナデ調整、底部付近外面には縦方向の刷毛目調

整が認められる、また底部と脚部の接合部付近には若干のユビオサエ痕が残る。

工学部情報工学科校舎建設に伴う建柱工事(第15図）

第15図A～Dの4地点において、電柱建柱のための掘削が行われた。掘削坑の径は40～60cmほど

で、このため下部の土層観察は困難であった。A～D地点の掘削深度は、順に、1m、1.3m、1.2.

m、0.5mであり、これらにおいて観察された土層は、次のようである。なお、遺物の出土はみら

れなかった。

I層：客土（層厚60cm)

Ⅱ層：茶褐色シルト質砂層（瓦片を含む、層厚40cm以上）

Ⅲ層：灰色砂混じりシルト質砂層（部分的に明褐色味をおび、鉄分の浸透がみられる）

Ⅳ層：灰色砂混じりシルト質砂層（部分的に暗褐色味をおび、マンガンを含む）

法文学部等樋気幹線改修工事（第16図）

工事は、電子電気工学科南側、及び中央食堂南側で実施された。以下、これらの工事地点を、便

宜的に、順にA地点、B地点と呼称する。

A地点：工学部電子電気工学科

校舎と、サークル棟とのほぼ中間

を東西にのびるアスファルト道路

の北側に添うような形で掘削が行

われた。西端部は、南北にのびる

アスファルト道路中央部に及ぶ。

アスファルト道路以外の工事部分

は盛土で行われており、アスファ

ルト道路面より30cmほど高い。掘

削深度はアスファルト道路部分で

掴＆
口函 中央食堂

述築学科

劃
第16図法文学部等電気幹線改修工事に伴う

立合飼査地点位置図（1／2,400）
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1.2m、東端マンホール部分で1.4m、両地点間で70cmを測る。プライマリーな土層は、東端マン

ホールの中央部でごくわずかに残存していたのみであった。土層観察結果は、以下のようである。

I層：客土（層厚75cm)

Ⅱ層：淡明褐色砂質シルト層（層厚15cra)

Ⅲ層：淡灰白褐色砂混じりシルト層（層厚10cm)

Ⅳ層：灰褐色砂混じりシルト層（成川式土器小片2点採集、層厚40cm)

V層：淡褐色粗砂層

B地点：中央食堂南側のマンホールと理学部2号館北側の共同溝とを南北に結ぶように約18mに

わたり、深さ60cmほどの掘り下げられた。本地点においては、深さ60cmほどで旧側溝が検出されて

おり、これより上の部分は、すべてシラス等の盛土であった。

課外活動施設（厩舎）新営その他工事(第17-18図）

本地点は、平成3年3月に実施した試掘調査によって、地表下1.5m以下にプライマリーな層が

存在することが確認されている地点である。厩舎の建設にあたっては、支柱基礎部分設備に伴う掘

削が現地表下1メートルほどにおさまるよう設計がなされたが、上方の二次堆積土中からも、成川

式土器・輸入陶磁器・中近世陶器などが採集されていたため、今回、工事に伴い立合調査を行うこ

工事地点

ピニールハウス

一

Ⅲ

坐

ととなった。

掘削工事は、第17図の支柱基礎設置部分16ケ所

とこれらの間を縦横に結ぶ基礎梁設置部分、及び

堆肥舎設置部分について行われた。掘削工事は重

機を用いて行われたため、これらがすべて二次堆

積土であることを考え、重機が掘りだした排土中

から遺物を採集するという形で立合調査を行っ

た。この結果、排土中から少量ではあったもの

の、成川式土器をはじめとする遺物を採集するこ

とができた。なお、今回の掘削部は、すべて二次

堆積土内におさまっていた。J庄硬ユニlﾉ訓一可つごまつLb17こo 第17図課外活動施設（厩舎）新営その他工事

出土遺物（第18図）に伴う立合鯛査地点位置図(1/2,400)

lから4は、成川式の喪の破片であるo1は、胴部片で、断面略三角形の絡縄突帯を一条貼付す

る。口縁部を欠くために傾きは不明である。2から4は、脚部片である。2は、脚裾方向へ向かっ

て緩やかに外湾する脚である。また脚部内面には板状工具痕を認めることができるo3は、脚裾方

向へ向かって直線的にやや外開きする脚で、また胴部は上方へ向かって直線的に外開きする。脚部

内面付け根付近にはユビオサエ痕と板状工具痕が認められる。4は、脚裾方向へ向かって直線的に

外開きする脚で、外底面は平坦面を形成する。5は、高杯の脚上部片である。外面には赤色顔料が

少量残存している。6は、須恵器の大喪の胴部片で、口縁部を欠くために傾きは不明であり、内面
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第18図立合調査時出土遺物（2）（1／3）

に同心円状の当て具痕が、また外面には格子状のタタキ痕が認められる。7は、摺鉢の底部から胴

部にかけての破片である。底部は、少々上げ底状を呈している。また内面、外面の両面には不透明

の暗茶褐色紬がかかっている。8は、略円形を呈する軽石製品である。オモテ面には、横位に、Oil!

約8nunの沈線が一条施されている。ウラ面は欠損しているため、本来の状態は不明で、長さ5.25

cm、幅i4.5(;m、厚さ1.2(:ni、重さ8.59を呈する。9は、青銅製の'煙管の吸い口である。両側が少し

欠損し長さ5.9cm、幅,1.Ocm、厚さ0.Slumを呈する。10は、薬芙で、胴部径20n加、首部径13mm、長さ9

9mm、厚さ0.5mmを呈し、底面の中央部には打痕が認められる。形状からみて「12.7mm重機関銃」で

使用されたものであろうと思われぢ2$

註

薬英の説明にあたっては、下記文献を参考にした。

鹿児島県教育委員会「一般国道220号鹿屋バイパス建設に伴う発掘調査報告書（Ⅲ）中ノ原遺跡（Ⅱ)，中

原山野遺跡．西原掩体壕跡(第五分冊)j1990年鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書52
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鹿児島大学構内遺跡調査要項

・鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則

（設置）

第1条本学に、鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会（以下「委員会」という｡）を置く。

（審議）

第2条委員会は、本学の施設計画を円滑に行なうため埋蔵文化財に関する次の事項を審議する。

(1)基本計画の策定に関すること。

（2）調査結果に基づく対策に関すること。

（組織）

第3条委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

(1)学長

（2）各学部長、教養部長、附属図書館長、医学部附属病院長及び歯学部附属病院長

（3）事務局長

（4）学生部長

（委員長）

第4条委員会に委員長を置き、学長をもって充てる。

2委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

（議事）

第5条委員会は、委員の3分の2以上の出席をもって成立し、議事は出席委員の3分の2以上を

もって決する。

（委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、意見を聴くことが出来る。

（調査委員会）

第7条委員会は、本学の埋蔵文化財の調査を行なうため、埋蔵文化財調査委員会（以下「調査委

員会」という｡）を置く。

第8条調査委員会は次の事項を審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）第13条に規定する調査室の室長等の選任に関すること。

（3）第13条に規定する調査室の予算に関すること。

（4）その他埋蔵文化財及び第13条に規定する調査室の業務に関すること。

第9条調査委員会は、次に掲げる委員をもって組織し、学長が任命する。

(1)各学部及び教養部の教授、助教授、講師の中から選任された者各1名

（2）第15条2項に規定する調査室長

－29－



2前項第1号の委員の任期は2年とし、委員に欠員を生じた場合の補欠委員の任期は、前任者

の残任期間とする。

第10条調査委員会に委員長を置き、前項第1項第1号の委員の中から互選により選出する。

2委員長は委員会を招集し、その議長となる。

第11条調査委員会は、委員の過半数の出席をもって成立し、議事は、出席委員の過半数をもって

決する。

第12条調査委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、意見を聴くことができる。

（調査室）

第13条調査委員会に、本学の埋蔵文化財の調査に関する業務を行なうための埋蔵文化財調査室

（以下「調査室」というo)を置く。

第14条調査室は、次の業務を行なう。

（1）調査実施計画の立案

（2）発掘調査、分布調査及び確認調査

（3）調査報告書の作成

（4）その他必要な事項

第15条調査室に、室長、主任及びその他必要な職員を置く。

2室長は、本学の考古学に関する教官の中から委員会が推薦し、学長が任命する。

3室長は、調査委員会の定める方針に基づき調査室の業務を掌理する。

4室長の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

5主任は、調査室の職員の中から、特に埋蔵文化財に関する専門知識を有する者を調査委員会

が推薦し、学長が任命する。

6主任は、室長の命を受けて調査室の業務を処理する。

7職員は、調査室の業務に従事する。

（その他）

第16条埋蔵文化財に関する事務は、事務局施設部において行なう。

付則

lこの規則は、昭和60年4月18日から施行する｡

2この規則の施行後最初に任命される委員及び室長の任期は、第9条第2項及び第15条第4項の

規定にかかわらず、昭和62年3月31日までとする。

3鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会規則（昭和51年1月22日制定）は、廃止する。

・鹿児島大学埋蔵文化財対策委員会委員（平成3年4月1日現在）

委員長井形昭弘（鹿児島大学学長）

委員中村雅麿（法文学部長）浅地明（教育学部長）

早坂祥三（理学部長）福田健夫（医学部長）
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宮内徳之（工学部長）

平田八郎（水産学部長）

河原田瀧次郎（連合農学研究科長）

税所俊郎（附属図書館長）

自見忠（歯学部附属病院長）

仙波輝彦（歯学部長）

植木健至（農学部長）

田川日出夫（教養部長）

大山勝（医学部附属病院長）

辰村吉康（学生部長）

伊藤才一郎（事務局長）

・鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会委員（平成3年4月1日現在）

委員長安藤保（教育学部教授）

委員原口泉（法文学部助教授）立野洋人（理学部助教授）

秋山伸一（医学部教授）小椋正（歯学部教授）

徳腐育夫（工学部教授）西中川駿（農学部助教授）

尾上義夫（水産学部教授）新田栄治（教養部助教授）

上村俊雄（調査室長併任法文学部教授）

･鹿児島大学埋蔵文化財調査室（平成3年4月1日現在）

室長（併）

主任（併）

（併）

法文学部教授

法文学部助手

法文学部助手

技術補佐員

技術補佐員

上村

松永

中村

有馬

黒木

雄
男
子
一
子

俊
幸
直
孝
綾
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購入・受贈図書目録(1991年2月1日～1991年12月3旧）

購入図書
日韓交渉の考古学弥生時代篇

小田富士男・韓嫡三編六興出版

寄贈図書
単行本

釧路湿原とワイズユース＝日本初のラムサール条約登

録湿地釧路市立博物館

柳之御所跡姿を現した居館跡

（財）岩手県文化財振興事業団埋蔵文化財センター

鰯動する若狭の大者たち－前方後円墳の時代一

福井県立若狭歴史民族資料館

昔，むかしの上総一記念展図録一

（財）君津郡市文化財センター

設立10年記念誌10年のあゆみ

（財）君津郡市文化財センター

栃木県文化振興事業団10年のあゆみ

（財）栃木県文化振興事業団

図録大阪城跡の調査1（財）大阪文化財センター

藤の木古墳と古代の河内文化財講座記録集3

（財）八尾市文化財調査研究会

遺跡ガイド1安満遺跡高槻市教育委員会

遺跡ガイド2今城塚古墳高槻市教育委員会

遺跡ガイド3阿武山古墳高槻市教育委員会

遺跡ガイド4高槻城跡高槻市教育委員会

枚方の鋳物師（一）

枚方市教育委員会．（財）枚方市文化財研究調査会

考古学におけるパーソナルコンピューター利用の現状

第1回帝塚山考古学研究会

考古学におけるパーソナルコンピューター利用の現状

第2回帝塚山考古学研究所

考古学におけるパーソナルコンピューター利用の現状

第3回帝塚山考古学研究所

考古学におけるパーソナルコンピューター利用の現状

第4回帝塚山考古学研究所

横穴式石室を考える－近畿の横穴式石室とその系譜一

帝塚山考古学研究所

荒神谷遺跡の謎を解くブックレット①

島根県斐川町教育委員会

荒神谷遺跡の謎を解くブックレット②

島根県斐川町教育委員会

一甘木絞り‐企画展示資料集甘木歴史資料館

本渡市の文化財本渡市教育委員会

はるかなる長江一中国武漢文物展大分市歴史資料館

定期刊行物・雑誌

釧路市博物館館報Na325釧路市立博物館

釧路市博物館館報Na326釧路市立博物館

釧路市博物館館報Na327釧路市立博物館

釧路市博物館館報Na328釧路市立博物館

釧路市博物館館報Na329釧路市立博物館

釧路市博物館収蔵資料目録(XI)釧路市立博物館

釧路市博物館紀要第16輯釧路市立博物館

埋文あおもり第10号

青森県埋蔵文化財調査センター

金沢大学資料館だより第2号金沢大学資料館

君津郡市文化財センター年報Na9－平成2年度一

（財）君津郡市文化財センター

研究紀要V(財）君津郡市文化財センター

千葉県立房総風土記の丘だより第22号

千葉県立房総風土記の丘

年報10<平成2年度＞茨城県教育財団

歴史人類第19号筑波大学歴史・人類学系

埋蔵文化財センター年報第1号（平成3年度）

（財）栃木県文化財振興事業団埋蔵文化財センター

栃木県埋蔵文化財保護行政年報〔平成元年度〕

栃木県教育委員会

栃木県埋蔵文化財センター通信Nal

やまかいどう91夏号栃木県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財センター紀要21988

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財センター紀要31989

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財センター紀要61989

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財センター紀要71990

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財ニュースNa28

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財ニュースNa29

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財ニュースNa30

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財ニュースNa31

（財）長野県埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財ニュースNa32

（財）長野県埋蔵文化財センター

名古屋市博物館だより第78号名古屋市博物館

名古屋市博物館研究紀要第14巻名古屋市博物館
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名古屋市博物館だより第80号名古屋市博物館

名古屋市博物館だより第81号名古屋市博物館

名古屋市博物館だより第82号名古屋市博物館

名古屋市博物館だより第83号名古屋市博物館

文化財保謹センターだよりきずな創刊号

（財）岐阜県文化財保護センター

文化財保護センターだよりきずな第2号

（財）岐阜県文化財保謹センター

三重県埋文センター通信みえNa3

三重県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第130号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第131号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第132号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第133号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第134号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第135号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第136号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第137号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第138号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第139号

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀埋文ニュース第140号

滋賀県埋蔵文化財センター

大阪市文化財傭報葦火第30号

（財）大阪市文化財協会

大阪市文化財情報葦火第31号

（財）大阪市文化財協会

大阪市文化財僧報葦火第32号

（財）大阪市文化財協会

大阪市文化財悩報葦火第33号

（財）大阪市文化財協会

大阪市文化財傭報葦火第34号

（財）大阪市文化財協会

大阪文化財研究一創刊号一

（財）大阪文化財センター

東大阪市文化財協会ニュースVol､5.Na2

（財）東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会ニュースVol､5．Na3

（財）東大阪市文化財協会

枚方市文化財年報X(財）枚方市文化財研究調査会

ひらかた文化財だより第6号

（財）枚方市文化財研究調査会

ひらかた文化財だより第7号

（財）枚方市文化財研究調査会

ひらかた文化財だより第8号

（財）枚方市文化財研究調査会

ひらかた文化財だより第9号

（財）枚方市文化財研究調査会

京都府埋蔵文化財傭報第38号

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

京都府埋蔵文化財情報第39号

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

京都府埋蔵文化財悩報第40号

（財｝京都府埋蔵文化財調査研究センター

京都府埋蔵文化財悩報第41号

（財〉京都府埋蔵文化財調査研究センター

奈良市埋蔵文化財調査センター紀要1990

奈良市教育委員会

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第5号

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

蒜山研究所研究報告第16号

岡山理科大学蒜山研究所

広島県立歴史博物館ニュース第5号

広島県立歴史博物館

広島県立歴史博物館ニュース第8号

広島県立歴史博物館

年報平成元(1989)年度

広島県立歴史民俗資料館

山口大学埋蔵文化財資料だよりN'ul13

山口大学埋蔵文化財資料館

九州文化史研究所紀要第36号

九州大学文学部九州文化史研究施設比較考古学部門

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館ニュース(USM)

Na25大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館ニュース(USM)

No.26大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

宇佐風土記の丘歴史民俗資料館年報1990

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

大分市歴史資料館ニュースNa7大分市歴史資料館

大分市歴史資料館ニュースNa8大分市歴史資料館

大分市歴史資料館ニュースNa9・10大分市歴史資料館

大分市歴史資料館ニュースNail大分市歴史資料館

大分市歴史資料館ニュースNal2大分市歴史資料館

大分市歴史資料館年報1990大分市歴史資料館

南九州縄文通信Na4南九州縄文研究会

鹿児島大学南科研資料センター報告Ncl46

南方科学研究資料センター
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沖縄県立博物館紀要第17号

沖縄県立博物館年報No..24

沖縄県立博物館

沖縄県立博物館

調査報告書

調査年報3平成2年度

（財）北海道埋蔵文化財センター

堂ケ作山古墳I会津若松市教育委員会

東京大学本郷構内の遺跡医学部附属病院地点

東京大学医学部附属病院

東京大学本郷構内の遺跡山上会館・御殿下記念館地

点第1分冊山上会館地点の調査

東京大学庶務部庶務課広報室

東京大学本郷櫛内の遺跡山上会館・御殿下記念館地

点第2分冊御殿下記念地点の調査

東京大学庶務部庶務課広報室

東京大学本郷機内の遺跡山上会館・御殿下記念館地

点第3分冊考察福

東京大学庶務部庶務課広報室

東京大学本郷構内の遺跡法学部4号館・文学部3号

館建設地遺跡東京大学文学部

下鶴間甲一号遺跡下餌間甲一号遺跡調査団

神奈川県埋蔵文化財調査報告33神奈川県教育委員会

天然記念物総合診断報告書（第1報）

神奈川県教育委員会

南金原下遺跡神奈川県土木部津久井土木事務所

南口遺跡（財）君津郡市文化財センター

君津郡市文化財センター研究紀要Ⅳ

（財）君津郡市文化財センター

寒沢遺跡・向萩原遺跡・向山野遺跡

（財）君津郡市文化財センター

君津郡市文化財センター年報恥8－平成元年度一

（財）君津郡市文化財センター

末園崎遺跡（財）君津郡市文化財センター

植ノ台遺跡（財）君津郡市文化財センター：

株式会社セイシン産業

下谷古墳・下谷遺跡

（財）君津郡市文化財センター：山王不動産

天神台遺跡発掘調査報告書

（財）君津郡市文化財センター：石井み弥

宮花輪遺跡（財）君津郡市文化財センター：

千葉県木更津市土地改良事務所

請西遺跡群1－大山台29号墳・30号墳諏訪谷横穴墓

群一（財）君津郡市文化財センター：

木更津市請西第二区画整理組合

日本旧石器時代から縄文時代への推移に関する栂造的

研究千葉大学文学部考古学研究室麻生優

桜山古墳茨城県教育財団

石山神遺跡茨城県教育財団

五平遺跡・蔵田千軒遺跡・擢現古墳群

茨城県教育財団

柴崎遺跡Ⅱ区・中塚遺跡（上）茨城県教育財団

柴崎遺跡Ⅱ区・中塚遺跡（下）茨城県教育財団

神谷森遺跡茨城県教育財団

西郷遺跡・南丘遺跡・長峰遺跡・数光遺跡・宮塚遺跡

・右籾館跡・内路地台遺跡茨城県教育財団

二の宮貝塚・大日山古墳群・思川遺跡（上）

茨城県教育財団

この宮貝塚・大日山古墳群・思川遺跡（下）

茨城県教育財団

和尚塚古墳茨城県教育財団

咽田川波遺跡・姻田城跡茨城県教育財団

萱振遺跡発掘調査概要報告

（財）八尾市文化財調査研究会

八尾市文化財調査研究会年報平成元年度

（財）八尾市文化財調査研究会

東郷遺跡一第23次・第24次発掘調査報告一

（財）八尾市文化財調査研究会

平成2年度（財）八尾市文化財調査研究会事業報告

（財）八尾市文化財調査研究会

藤阪東遺跡発掘調査概要報告

（財）八尾市文化財調査研究会

鏡伝池遺跡発掘調査報告書

（財）枚方市文化財研究調査会

鴫上郡衛跡他関連遺跡発掘調査概要・15

高槻市教育委員会

新池遺跡高槻市立埋蔵文化財調査センター

高槻市文化財年報昭和63．平成元年度

高槻市立埋蔵文化財調査センター

雪野山古墳第3次調査現地説明会資料

八日市市教育委員会・雪野山古墳発掘調査団

京都市内遺跡試掘立合調査概報平成2年度

京都市文化観光局

平安京跡発掘調査概報平成2年度

京都市文化観光局

北野廃寺・北白川廃寺発掘調査概報平成2年度

京都市文化観光局

京都大学埋蔵文化財調査報告Ⅵ

京都大学埋蔵文化財研究センター

満久谷遺跡

河内城・満久谷遺跡調査会奈良大学・考古学研究室

奈良市埋蔵文化財調査概要報告書平成2年度

奈良市教育委員会

平城京東市跡推定地の調査Ⅸ第11次発掘調査概報

奈良市教育委員会

国道9号線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告番
D

Ⅷ建設省松江国道工寧事務所・島根県教育委員会
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草戸千軒町遺跡一第42．43次発掘調査概要一

広島県草戸千軒町遺跡調査研究所

広島大学統合移転地埋蔵文化財発掘調査年報Ⅸ

広島大学統合移転地埋蔵文化財発掘調査委員会

山口大学構内遺跡調査研究年報Ⅷ

山口大学埋蔵文化財資料館

山口大学構内遺跡調査研究年報Ⅸ

山口大学埋蔵文化財資料館

江口遺跡第1次調査愛媛大学法文学部考古学研究室

金川・中島田遺跡甘木市教育委員会

平塚大願寺遺跡甘木市教育委員会

春日地区遺跡群Ⅵ春日市教育委員会

戊遺跡三日月町教育委員会

枝去木山中遺跡唐津市教育委員会

唐ノ川高峰遺跡(I)唐津市教育委員会

唐ノ川西ノ吸遺跡唐津市教育委員会

唐津市内遺跡確認調査〔5）唐津市教育委員会

山田団六遺跡(I)唐津市教育委員会

菅牟田西川遺跡(I)唐津市教育委員会

千々賀古園遺跡唐津市教育委員会

竹木場前田遺跡(I)唐津市教育委員会

中津ニツ枝(I)唐津市教育委員会

唐津市内遺跡確認調査（6）唐津市教育委員会

湊松本遺跡(I)唐津市教育委員会

人吉市遺跡地図熊本県教育委員会

茂木根横穴群確認調査報告書本渡市教育委員会

久末京徳遺跡安岐町教育委員会

上原遺跡大分県大野郡千歳村教育委員会

高添台地の遺跡大分県大野郡千歳村教育委員会

おかこい山中津市教育委員会

相原廃寺Ⅲ中津市教育委員会

松山遺跡第二次発掘調査別府大学附属博物館

平成2年度遺跡発掘調査概報都城市教育委員会

史跡旧集成館「鋳物場跡」発掘調査報告書

（株）島津興業

中園遺跡姶良郡牧園町教育委員会

建昌城跡姶良町教育委員会

野中遺跡・松美堂遺跡伊佐郡菱刈町教育委員会

羽山遺跡・姪原遺跡横川町教育委員会

名主原遺跡・荷掛原遺跡肝属郡吾平町教育委員会

水流遺跡・横井坂遺跡肝属郡吾平町教育委員会

木落遺跡高源寺遺跡金峰町教育委員会

寺掘遺跡串木野市教育委員会

上屋久町歴史民俗資料館資料目録及び解説上

熊毛郡上屋久町教育委員会

上屋久町歴史民俗資料館資料目録及び解説下

熊毛郡上屋久町教育委員会

橘牟礼Ill遺跡発掘調査報告書指宿市教育委員会

鹿児島県の民家（離島編）鹿児島県教育委員会

民俗文化財映像記録保存事業シナリオ集

鹿児島県教育委員会

鹿児島市寺院跡鹿児島市教育委員会

道重遺跡曽於郡志布志町教育委員会

野大野A遺跡・上瀬田A遺跡南種子町教育委員会

川上（市来）貝塚日置郡市来町教育委員会

仮牧段遺跡日置郡東市来町教育委員会

具志川島遺跡群発掘調査概報伊是名村教育委員会

県立博物館総合調査報告書Ⅷ 沖縄県立博物館
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付 編

I.鹿児島大学郡元団地S・T－6．7区（教育学部附属小学校

プール上屋建設予定地）における発掘調査報告

Ⅱ、鹿児島大学郡元団地H-11．12区（工学部'情報工学科校舎建

設予定地）における発掘調査報告



鹿児島大学郡元団地S・T－6．7区（教育学部附

属小学校プール上屋建設予定地）における発掘調査

報告

I

l・調査に至る経過

鹿児島大学教育学部附属小学校では、プールに火山灰よけの上屋を設置することになった。この

工事にともない、上屋支柱の基礎部分として、18ヶ所掘削することとなった。これをうけて鹿児島

大学埋蔵文化財調査室では、平成2年8月6日～10日に建設予定地において試掘調査を実施した

が、この結果、古墳時代の遺物包含層と遺構の存在を確認した。このため、平成2年11月19日～平

成3年1月10日にかけて、プール上屋基礎部分を対象として、建設工事にともなう事前の埋蔵文化

財発掘調査を行うことにした。

呈一〃

亨呉婆 附属幼稚園

校舎

舎
一

門戸

二
峠

心校
舎

附属小学校

グラウンド
民有地

必
□
□ 体育館

050
－－－

、

民有地

第19図調査地点位置図（1／200）
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2．調査組織

本発掘調査は、以下の組織で行った。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査宝宰長上村俊雄

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長上村俊雄

室員松永幸男・中村直子・栗林文夫・黒木綾子

発掘調査作業員石谷サチ子・岩戸エミ子・岡崎カオル・坂口ミエ子・寺光ミツ子・名越ヒデ子

・野下ヨシエ・野下ヨブ子・福永花江・盛満アイ子

3．調査の経過

調査は平成2年11月19日から平成3年1月10日にかけて実施した。先述したように調査区は、上

屋の基礎部分のみ調査対象区とし、約3×3mの方形の区画を18ヶ所設定し、東側を南からNal-

9トレンチ、西側を同じく南からNalO～18トレンチとそれぞれ呼称した（第19図)◎本調査区は、

試掘によって古墳時代の遺物包含層とその包含層直下から遺構が確認されていたが、その直上まで

はプール建設時による撹乱と盛土であったため、まず重機による盛土の除去を行ない、その後遺物

包含層の掘り下げを行った。その結果、Ⅲa。Ⅲb・Ⅳ層から古墳時代を中心とした多量の遺物が

出土し、Ⅳ。V層卜面から住居や溝・ピットなどの遺構を検出した。ただし、北側ほど撹乱による

掘削を深く受けており遺物包含層を失っていた。調査は、地山であるV屑卜面までの掘り下げを行

い、終了した。

4．層序（第20～22図）

基本土層は、I～V層までを確認した。I。Ⅱ層はプール造成時による撹乱と考えられる。ま

た、遺構埋土など、Ⅲ層以下はかなり分層できたが、図中において観察所見を提示する。Ⅲa～Ⅳ

層より土器・須恵器・鉄器などの古墳時代を中心とする遺物が多量に出土し、その直下であるⅣ層

上面．V層卜面よりⅢ。Ⅳ層土およびそれに類似した埋土をもつ遺構が検出した。以下、基本土層

の説明を行う。

I層盛土。

Ⅱ層暗褐色シルト質砂。茶褐色土をブロック状に含む。

Ⅲa層黒褐色砂質シルト。粒子が細かく、硬い。小粒の軽石を含む。

Ⅲb層少し褐色味を帯びた黒色シルト質砂。小粒の軽石をふくむ。フカフカしている。

Ⅳ層茶褐色シルト。軽石を少し含む。

V層明黄褐色粗砂。

5．遺構と遺構出土の遺物

本調査区では住居杜、溝状遺構、土墳、ピット等の遺構を確認した（第23図）が、18ヶ所のトレ

ンチによる調査のため、全形を知り得るものはピット以外ではほとんどなかった。そのため、各卜
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第22図層位断面図(3)（1／60）

①：濁黒灰色砂混じりシルト（やや硬くしまっており，軽石磯を含む。断面観察においてかなり土器片が認められる。

②：濁黒灰色砂混じりシルト（①とほぼ同質であるが，硬くしまっていない。H2埋土）
③：濁黒灰色砂混じりシルト（”に比べ灰色味が強い。H5埋土）
④：③層土と大型軽石からなる混土（住居貼床土に相当するものか。H5埋土）
⑤：黒褐色砂混じりシルト（やや硬くしまっており，軽石喋を含む。H3埋土）
⑥：濁黒灰色砂混じりシルト（硬くしまっている。軽石小喋，炭粒を含む｡）
⑦：⑥層土と黄色軽石との混土(SD2埋土）
⑧：明灰褐色砂（硬くしまり，大きな軽石喋を非常に多く含む｡）
⑨：濁灰色砂混じりシルト（大きな軽石藻を含む｡）
⑩：Ⅲa層土とⅣ層土との混土(H6埋土）
⑪：暗褐色を基調とする砂質シルト（黒色のシルト土が混ざる，小粒の軽石を含む。SD3埋土）
⑫：暗褐色を基調とする砂質シルト（黒色のシルト土が混ざる。H7埋土）
⑬：黒褐色シルト質砂（小粒の軽石を含む。P114埋土）
⑭：暗褐色シルト質砂（軟らかい軽石を含む。SD5埋土）
⑮：黒褐色砂質シルト（硬く，軽石を含む。SD4埋土）
⑯：⑭と同質
⑰：黒褐色砂混じりシルト質砂（軽石を含む。H9埋土）
⑱：黒褐色粗砂混じりシルト質砂（小粒の軽石を多く含む。H8浬土）
⑲：濁黒灰色砂混じりシルト（軽石操を多く含む，下部には粗砂をレンズ状に含む，若干硬くしまる。Hll埋土）
⑳：⑲とほぼ同じだが，フカフカしている。(H12埋土）

⑳：黒色シルト質砂（軽石を含む。H13埋土）
⑳：暗黄褐色砂質土に21層土がブロック状に含む。
⑳：黒褐色シルト質砂（軽石を含む）
⑳：暗褐色砂質シルト（小粒の軽石を含む。SD6埋土）
⑳：黒褐色シルト（軽石を含む｡）
⑳：暗褐色砂質シルト（軽石を含む，Ⅳ層土をブロック状に含む｡）
⑳：黒色シルト（暗灰褐色，茶褐色をブロック状に含む。H15埋土）
⑳：⑳土，黄白色軽石，Ⅳ層土の混土
⑳：濁灰色シルトと濁褐色シルトとの混土（硬くしまってはいない。H16埋土）
⑳：黒褐色砂混じりシルト（フカフカしている，軽石磯を含む｡）
⑳：暗黒灰色シルト（フカフカしている，ごくわずかに黒褐色土混じり。SK2埋土）
⑫：黒灰褐色シルト（フカフカしている）
⑬：暗灰褐色シルト〈黒色シルト土をブロック状に含む，フカフカしている。SK3埋土）
⑭：暗褐色シルト（フカフカしている。SK3埋土）
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レンチ検出の遺構間の関係につ

いても不明な点を残すことと

なった。ここでは、トレンチご

とに遺構と出土遺物について説

明を加えることにする。なお、

ピットが多数検出しているが、

これについては表lにまとめて

記述した。出土遺物は図示でき

るもののみについて説明を加え

た。

Nalトレンチ（第24図）

NalトレンチではV層上面か

らピットを検出した(P1～P

4)。これらはトレンチ中央か

ら北東方向へ4基並んで位置し

ている。いずれも遺物は出土し

なかった。

叩
迎

BB’

6.4m¥|6.4m

雪
Ｃ D D’

=てニア
6.4m6.4m

0 ]11m

伽2トレンチ（第25～28図）

No.2トレンチではⅢb'層直下

の⑤層上面から5基の住居杜と

1条の溝が切り合って検出し

第24図No.1トレンチ実測図(1/40)

た。以下、遺構ごとに説明を加える。

HI(第25図）

No.2トレンチの東側に位置する。ロNo.2トレンチの東側に位置する。西側コーナーを挟んで南西壁と北西壁の一部を確認し、東側は

調査区外に広がっている。平面プランは方形を呈すると考えられる。検出面から床面までの深度は

約30cmである。埋土はⅢb層に類似した黒褐色の砂質シルト土である。上部は硬く、下部はフカフ

カしているoH2を切っている。

出土遺物（第28図1～3）

lは弥生時代中期後葉に位置づけられている山之口式の饗の口縁部である。やや上向きで、外面

には口縁部の接合線を残しており、口唇部はヨコナデによって窪んでいる。2は脚台部である。径

が小さく、低いため、鉢ではないかと考えられる。3は偏平な磨製石器である。表面には細かい擦

過痕が認められる。

H2(第25図）

Na2トレンチ南側に位置する。HIに切られ、H5を切っている。北側コーナーをSDIと接す
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る。平面プランは方形

を呈し、検出面から床

面までの深度は約30cm

を測る。床面に南西～

北東方向に並んだ3基

のピットをもつ(P5

~P7)。埋土はⅢa

。Ⅲb層に似た黒褐色

砂質シルトで硬くし

まった上部と硬くし

まっていない下部に分

かれる（層位断面図中

①。②)。トレンチ南

東隅に壷の底部付近の

破片が出土したが、出

土レベルは床面から約

20cm上である。他の遺

物も同様であった。

出十漬物（第28図4

。第27図）

4は喪の口縁部であ

る。直立し、絡縄突帯

を一条施している。第

27図1．2は鉄製の鋤

先である。1．2とも

巾、厚さとも類似して

いるため、同一個体で

あろうと考えられる。

中央部は欠損している

ものの、U字型で刃先

B

A

A A'
6.5m

6.0m

'FF'

訂二a5”6.5

[ 7F
6．0m

塁
一

6.5

司

第25図No.2トレンチ実測図(1)(1/40)

の巾と耳部の巾がほぼ等しい形態を呈する。内面にはV字状の溝を持つ。

H3(第26図）

No.2トレンチ北西隅に位置するoSD1に切られ、H5を切る。検出面から床面まで深さ10cmを

測る。埋土は黒褐色砂混じりシルト土で、やや硬くしまり、軽石磯を含む（層位断面図中⑤)。

H4(第26図）

南コーナーと壁の一部を検出し、東半分は調査区外に広がっている。SD1に切られている。検
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A'
D'‐

出面から床面までは約

10～15cmを測る。南壁

に接して、Pllがあ

る。これは、床面にほ

ぼ垂直に掘り込まれて

いる。埋土はⅢa層に

似た黒褐色砂質シルト

で、軽石を含んでい

る。上部は若干硬い

が、下部は砂混じりで

軟らかい。

H5(第26図）

No.2トレンチ西側で

検出した。H2とH3

に切られている。北壁

一部のみ検出し、他は

調査区外に広がってい

る。検出面から床面ま

で約20cmを測る。埋土

は黒褐色シルト質砂で

ある（層位断面図中③

．④)。

β
Ｊ
Ｂ
Ｃ

三一
￥

AA'

6.5mirSー__ﾉ

6.5m

0 1n
一

第26図No.2卜レンチ実測図(2)(1/40)

、 出土遺物（第28図5．6）

5．6は壷の口縁部である。5は

湾曲しながら外反し、口唇部上端は

つまみ出されたように突起状を呈す

る。丁寧な作りである。6は、直立

する短い口縁部をもち、肩部は張

る。調整は粗雑である。これらは5

を下にして、口縁部を下向きに重な

り合うように出土したが、床面から

は約20cm上のレベルで出土した。

||ド

少 05cm一

第27図No2トレンチ遺構出土遺物(1)(1/3)
は約20cm上のレベルで出土した。

SD1(第25図）

Na2トレンチ北側に検出した。H3・H4・H5を切り、H2の北側のコーナーと接する。幅50

cm、検出面から床面までの深さは約20～30cmを測る。床面はH2の肩部に向かって立ち上がり、両

者は切りあわないことから、同時期のものであると考えられそH2に接する部分と西壁側にテラ
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ス状の段をもつ。ただし床面のレベルと東側に隣接するH4の床面レベルがほぼ等しく、また、S

DlとH4の埋土が類似しているため、SD1の落ち込みラインはSD1に切られたH4の南壁と

西壁のラインである可能性もある。埋土は黒灰色砂混じりシルト質砂である。

ピット出土の遺物（第28図7）

壷の底部で、平底である。外面に丁寧なナデを施している。P8の埋土中より出土した。
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第28図恥2トレンチ遺構出土遺物(2)（1／3）

Na3トレンチ（第29．30図）

Na3トレンチはⅣ層上面から住居杜1基と、溝状遺構1条、ピット13基を出土している。以下、

遺構ごとに説明を加える。

H6(第29図）

Na3トレンチの西側に位置する。東コーナーをはさんで南壁と東壁の一部を検出し、西側は調査

区外に広がっている。東コーナーにはテラス状の段を有す。また、コーナーに接してSD2が南東

方向に延びている。検出面から床面までは深さ10～15cmを測り、床面検出のピットを3基確認し

た。埋土は、Ⅲa層土とⅣ層土の混土である（層位断面図中⑩)。

出十漬物（第30図1)

壷の頚部が出土している。口縁部端部と肩部以下は欠損している。
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第29図No.3トレンチ実測図(1/40)
SD2(第29図）

No.3トレンチ南側に位置する。H6の南壁に接して南東方向へ延びる。幅50cm、検出面からの深

さ約i20(:mを測る。SD2もSI)1と同様、H6と切りあわず、H6の南東壁に向かって立ち上がっ

ている。埋土は2つに分層できた。上層は黒灰色の砂混じりシルトで、硬くしまっている。炭粒を

含む。下層は黄灰色の軽石と上層土との混土である。

出土遺物（第30図2．3）

2は高杯の杯部である。内面ともハケ調整が認められる。また、赤色顔料が付着している。3

は、器種は不明だが脚部であろう。端部はめくれ上がるような形態を呈し、全体に粗雑な作りであ

る。

ピット出土遺物（第30図4）

P20の埋土中から出土した。高杯の杯部で、頚部に内面・外面ともに段をもち、そこから湾曲し

ながら外反する。口唇部はヨコナデによってくぼんでいる。

_ ^血1 1 2

4

1Ocm0

第30図No3トレンチ遺構出土遺物(1/3)
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Na4トレンチ（第31．32図）

No.4トレンチはNo.3トレンチと同じく、Ⅳ層上面から住居杜1基、溝状遺構1条、ピット13基を

検出している。以下、遺構ごとに説明を加える。

H7(第31図）

No.4トレンチ南西隅で検出した。東コーナーをはさんで、南東壁・北東壁が検出し、他は、調査

区外へ広がっている。検出面から床面まで、深さ30cmを測る。平面プランは方形を呈する。埋土は

暗褐色砂質シルトと黒褐色シルトの混土である。小粒の軽石を含む（層位断面図中⑫)。床面検出
， D'
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第31図 No.4トレンチ実測図(1/40)

のピットを2基確認している。東壁はSD3と平行である。

出土遺物（第32図）

lは喪の口縁部にも類似しているが、口縁部から突帯までの

長さも短く、つくりも小さいことから、鉢ではないかと考えら

れる。まっすぐ外へ開く形態を呈する。2は、喪の脚部であ

る。ハの宇状に開く形態を呈し、内面上部には接合線が認めら

れる。

SD3(第31図）

No.4トレンチの北西隅から南東隅へトレンチを対角線状に

走っているoH7の北東壁に平行に走っている。幅50cm、検出

5座一迄

、2
010cm
－

第32図No4トレンチ遺栂出土
遺物（1／3）

-50-



面から深さ10～15anを測

る。床面検出のピットを

2基確認している。埋土

はⅢa層土とⅣ層土の混

土である。

No.5トレンチ（第33図）

No.5トレンチではV層

上面からピットを2基検

出した。トレンチの東側

に近接して位置してい

る。V層直上まで撹乱を

受けたためかいずれも深

度は浅い。ピットから遺

BB'

云工6.4m
AA'

6.“ー

第33図

物は出土していない。

01"1

No.5トレンチ実測図(1/40)

No.6．7トレンチ（第34．35図）

No.6トレンチ・No.7トレンチにおいてV層上面より軽石層（層位断面図中⑧層）を埋土とする遺

構を検出した。No.6トレンチでは幅40cmの溝状を呈したSD8、その北側に楕円形を呈するSK4

"卿営亡芦
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第34図No.6トレンチ実測図(1/40)
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・SK5が確認で

きた。しかしこれ

らは検出ラインか

ら上部を後世の撹

乱によって失って

おり、ごく薄く⑧

層土である軽石が

残存しているのみ

で、平面形のライ

ンしか確認できな

かった。No.7トレ

ンチでは平面形が

ー‐．

燕恥一
＝

H17

ｃ

坪
・

〆
総
三
》
劃

硯

一

P43

臓呈
P43

鰐
4

A
A'カクラン鉱カクラン鉱カクラン鉱

熟読窯翼I〃議蕊
nnを測る。しかし、埋土の軽石の隙間にはV層土が混入しており、掘りNo.6トレンチ遺構図込まれ

ているV層と埋土との境界はあまりはっきりしない。以上のことから、これらは⑧層土が砂層であ

るV層上面の窪地に自然に堆積したものとも考えられるが、SD8の方向が他の溝状遺構と平行も

しくは垂直方向であること、また、HITも同様に方向がほぼ同じであること（第23図参照）から、
遺構として取り扱うことにした。なお、遺物は出土していない。

No.8トレンチ

No.8トレンチは、V層上面まで掘削がおよんでいたため、包含層が存在せずしかも、遺構も認め
られなかった。

No.9トレンチ（第MU図）

No.9トレンチでは土壌1基と13基のピットが出土している。検出面まで撹乱が及んでいたため、

いずれもV層上面から確認している。

SKI(第36図）

No.9トレンチの西側に位置する。撹乱塘に切られているため、東壁を一部残すのみで、また、調

査区外に広がっている。検出面から床面まで深さ約¥-.叩を測る。住居跡という可能性も考えられ
る。埋土は黒色シルト質砂である。

No.10トレンチ（第37図）

V層上面からピットが1基検出した。ピットからは遺物は出土していない。
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第36図No.9トレンチ実測図(1/40)

Nailトレンチ（第38図）

NailトレンチからはV層上面からピット

を7基検出した。ピットからは図示できる

遺物は出土しなかった。

-今カ
ク
ラ
ン
城

Nal2トレンチ（第39～44図）

No.12トレンチからは住居杜2基、溝状遺

構2条を検出した。以下、遺構ごとに説明

を加える。

H8(第40図）

H8はSD5・SD6に切られ、H9を

切っている。東壁の一部を検出し、あとは

調査区外へ広がっている。検出面から床面

まで深さ約30cmを測る。埋土はⅢb層に類

似しているが、小粒の軽石を多く含み、軟

/A
7

難

幻“
－

01m
－

第37図No.10トレンチ実測図(1/40)
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第38図No.11トレンチ実測図(1/40)

らかい（層位断面図中⑱)。

出土遺物（第42図l～3）

lは壷の底部である。平底だが器壁は厚く、特に底は厚く仕上げられているo2は高杯の口縁部

である。あまり内湾せず、直線的に立ち上がる形態を呈し、外面には赤色顔料を施している。外面

の調整は、ハケ調整のちミガキを加えたらしく、一部にハケ目が残存している。3は増の底部であ

る。底面に小さな突起をもつ。作りは粗雑である。

H9(第41図）

12トレンチで検出している。SD5・SD6・H8に切られている。北壁一部のみを検出し、検

出面から床面までの深さ30cmを測る。床面検出のピットを1基確認した。埋土はⅢb層に似た黒褐

色シルト質砂で砂混じりである（層位断面図中⑰)。ピットの北側からは喪形土器の上半部が横倒

しに出土した（第42図4）が床面から約10～20cm浮いたレベルである。

出土遺物（第42図4．5）

4は喪の上半部である。若干内湾する口縁部で、突帯を1条もつ。突帯はユビオサエが明瞭な絡

縄突帯である。5は石庖丁である。外湾型直刃形で、穿孔を2孔もつ。穿孔の周りには紐ズレが認

められる。

SD4(第39図）

Nal2トレンチの北側を東西にSD5と平行に横断しているoH13．H14を切っている。幅約40

cm、検出面から床面まで8cmを測る｡埋土は黒褐色砂質シルトである（層位断面図中⑮)。

出土遺物（第43図l～3）

lは喪の脚台部である。2は、壷の底部で平底を呈するo3は、高杯の脚裾部だが、器壁は薄

く、小形品であると考えられる。
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(1／40）第39図No.12トレンチ実測図(1)

SD5(第39図）

SD5と平行で、H13・H14を切っている。SD5と平行で、H13・H14を切っている。幅約50cm、検出面から床面まで22cmを測る。埋土は

暗褐色シルト質砂である（層位断面図中⑭)。

出土遺物（第43図4～11.第44図）

4．5は蜜である。4は口縁部で、くの字状に屈曲し、内面に明瞭な稜線をもつ。また、口唇部

はヨコナデによってくぼんでいる。5は脚台で、脚台内面の天井部は、体部内面に沿って迫り出し

ている。6．7は壷の底部で、いずれも平底である。8は鉢である。口唇部は丸く仕上げ、平底か

ら若干内湾しながら立ち上がる形態を呈し、底面は若干上げ底状を呈すると推定できる。9は、高

杯の脚部である。杯部との接合部分で欠損している。10．11は杯の底部で、どちらとも高台をも

つ。18図は偏平打製石斧である。くびれ部から半分を欠損している。

13トレンチ（第45～47図）

Nal3トレンチではV層上面から3基の住居杜と7基のピットを検出した。住居は互いに切り合っ

ている。以下、遺構ごとに説明を加える。
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第43図叱.12トレンチ遺構出土遺物(2)（1／3）

H10(第45図）

Nal3トレンチの南半分に位

置し、Hll・H12を切ってい

る。平面プランは方形で、東

コーナーをはさんで東壁と南

壁の一部を検出した。検出面

から床面までは深さ約20cmを

測る。また、床面を検出面と

するピットを3基確認してい

I

05cni
一

ー

第44図No.12トレンチ遺構出土遺物(1)(1/3)

る。埋土はⅢb層に似た砂混じりの黒褐色土で、小粒の軽石を含む。

出土遺物（第47図l～5）

lは鉢の口縁部である。口縁部下につぶれたような低い断面の刻み目突帯を1条施す。2は、喪

の突帯部である。突帯はいわゆる絡縄突帯で、ユビオサエの痕が明瞭である。3は、鉢の口縁部

で、直線的に外に開き、口縁部端部はユビオサエによって若干波状を呈する。4は、高杯の脚部で

ある。外面は赤色顔料を施し、筒部は縦方向の、裾部は横方向のミガキを行っている。5は、鼓打

器ではないかと考えられる石器である。横断面は四角形を呈する。下面には鼓打痕が、角には小さ

な剥離痕が顕著である。

－58－



C

華
幸

寺
一
一

E E'F F'

＝ず‘…5画一一

A'A

三、

OL－－一、6.0

第45図No.13トレンチ実測図U)(1/40)

Hll(第46図）

13トレンチ東側に位

置する。H10に切られ

ている。平面プランは

方形を呈し、南壁と西

壁の一部を検出し、あ

とは調査区外に広が

る。床面検出のピット

を1基確認している。

検出面から深さ15cmを

測る。埋土は黒灰色砂

混じりシルトで、軽石

磯を多く含む（層位断

面図中⑲)。

出土遺物（第47図6）

Hllからは図示でき

A'

｡

A'A

6.0 O 1m
J

第46図No.13トレンチ実測図12)(1/40)
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るものは砥石が出土している。三角形を呈し、断面は偏平で上面は若干くぼんでいる。

H12(第45図）

Nal3トレンチで西側に位置する。平面プラン方形を呈すると考えられるが、撹乱による掘削のた

め、東コーナーをはさんで北壁と東壁の一部を残すのみで西側は失われている。検出面からの深さ

は約10cmを測る。埋土は黒灰色砂混じりシルトで、Hllとよく似ているが、軽石磯が少ない（層位

断面図中⑳)。

ピット出土遺物（第47図7）

P73の埋土中より須恵器の胴部片が出土している。表面は格子目文状のタタキ痕が、内面には当

て具痕が明瞭である。胴部片のため器種は不明だが、大喪ではないかと推定できる。

NaUトレンチ（第48．49図）

Nal4トレンチからはV層上面から住居杜13基、ピット6基を検出している。

H13(第48図）

No.14トレンチ北東隅に位置する。西壁の一部を検出している。検出面から床面までの深さは24cm
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第48図No.14トレンチ実測図(1/40)

、

里
一

を測る。埋土は、黒色のシルト質砂である（層位断面図中

⑳)。

出土遺物（第49図）

饗の脚台部である。いわゆる充実した脚台である。ここ

では図示できるものがこの1点であった。第49図No.14トレンチ遺栂出土遺物

（1／3）
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第50図No.15トレンチ実測図(1/40)

Nal5．16トレンチ（第50～53図）

No.15．16トレンチではⅣ届卜而から住居杜3基、溝状遺構2条、土壌1基、ピット28基を検出し

た。ここではH15が両トレンチにまたがって検出したため、まとめて説明することにする。

H14(第50図）

Nal5トレンチ南側に位置する。北コーナーをはさんで一部の壁を検出し、あとは調査区外に広

がっている。一部は撹乱境によって掘削されている。コーナーに接してSD6がのびる。検出面か

ら床面までは約10cmを測る。

H15(第50-52図）

Nq15．16トレンチ両方にまたがって検出した。Nal5トレンチでは東壁の一部が、Nal6トレンチで

は北東壁が確認できた｡発掘調査時には別々 の住居として扱っていたがく調査区全体の遺構平面図

を作成した結果（第23図)、検出レベルや床面のレベルが大体一致することから、同一住居として

確認した。検出面から床面までは約20cmを測る。床面検出のピットを1基、壁検出のピットを3基

確認している。
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第51図No.15トレンチ遺構出土遺物

出土遺物（第51図1．2)

lは口縁部で、外面端部はヨコナデによって2条の沈線が認められる。2は、高杯の脚部であ

る。裾部は欠損しているが、屈曲して、外開きの形態を呈する。

H16(第52図）

おそらく住居杜の一部と考えられる落ち込みをNo.16トレンチ北東隅に確認したが、調査区内では

床面までは達しなかった。確認した検出ラインはHllとSD7に平行である。埋土は暗褐色と黒褐

色シルトの混土である（層位断面図中⑳)。

SD6(第50図）

Nal5トレンチの東側に位置し、H14の北東壁と接している。幅約50cm、深さ10～20cmを測る。床

面検出のピットを3基検出した。埋土は暗褐色砂質シルトで、4粒の軽石を含む（層位断面図中⑳)。

SD7(第52図）

H15とH16に平行に走る。幅約55cm、検出面から床面までの深さは45cmを測る。断面形は台形状

を呈する。調査区外においてもまつすぐに延びると想定すると、SD6と直交、またはSD3につ

ながり、H15を囲むことも考えられる。埋土は黒褐色砂混じりシルトで、フカフカしている。小粒

の軽石も含む（層位断面図中⑳)。

出土遺物（第53図）

lは深鉢の底部で、平底を呈する。外面は、底面が張り出している。2～7は要である。2は口

縁部で、頚部以下を欠損しているが、ゆるやかにL字状に屈曲するようである。口唇部はヨコナデ

のためくぼんでいる。3は体部下半で脚台内面天井部は少し張り出す形態を呈するo4は脚台部

で、湾曲しながら開き少し低めである。鉢の可能性もある。5．6は突帯部である。両者とも低く

つぶれたような突帯であるが、6は刻み目をもつハケの原体によるもののようである。7は高杯で

ある。杯部との接合部で欠損している。外面には赤色顔料を施し、縦方向のミガキ調整を施してい

る。8は土師器の高台である。低く踏んばるような形態を呈す。
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土壌

SK2(第52図）

Nal6トレンチの南に位置する。不定形の土墳で、西側は掘削されて不明である。深さは検出面か

ら約5cmを測る。埋土は黒灰色シルトで、少し黒褐色土が混じり、フカフカしている（層位断面図

中⑳)。

出土遺物（第53図9）

杯の底部である。非常に摩滅しているが、赤色顔料が外面にわずかに残存しているのが認められ

る。底部は高台状を呈する。

ピット出土の遺物（第51図3～5)

3は喪の口縁部である。口縁部は上向きで、口唇部はヨコナデのためくぼんでいる。P88から出

土した。4はP104埋土中から出土した翌の突帯である。刻みを施している。5は喪の脚台部付近

である。ハの字状に広がる脚部をもち、脚台部内面の天井部には一文字の突起が貼付しており、調

整は非常に荒い。P105埋土中より出土した。
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No.17トレンチはV層検出面直上まで掘削を受けていた。V層上面から土墳1基が確認できた。以

下、その説明を行う。

SK3(第54図）

平面プランは方形を呈すると考えられるが、断面は25cm程の段を1段有してさらに落ち込んでお

り、検出面から床面までの深さは約65cmを測る。下段の落ち込みの平面形は円形を呈すると考えら

れる。埋土は2層にわかれる。上層は暗灰褐色シルトにブロック状の黒色シルトを含んでおり、フ

カフカである。下層は暗褐色シルトで、これもフカフカである（層位断面図中34.35図)。

出土遺物（第55図）

1．2は饗の口縁部である。lは、少し上向きの口縁部で、内面屈曲部を上面と内面からユビオ

サエによって稜線を作り出している。端部はナデによって先端を平坦に仕上げている。2は、頚部

がくの字状に屈曲するもので口唇部はヨコナデによって凹んでいるo3は蜜の脚部である。脚台天

井部は体部内面に沿って迫り出している。4は壷である。最大径付近に1条の刻み目突帯を施す。

突帯は巡らした先端の接合部が認められる。刻み目はハケ目原体によるものである。5．6は高杯

である。5は口縁部で、端部は若干外反するo6は、脚部である。7は、増の胴部屈曲部である。

内・外面ともに明瞭な稜線をもつ。外面には赤色顔料を施している。
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第55図No.17トレンチ遺構出土遺物(1/3)

6．包含層出土遺物

I層出土の遺物（第56図）

lは壷の口縁部である。口唇部下に突帯を1条施し、2重口縁状を呈する。2は壷の胴部上部付

近の突帯部である。いわゆる幅広突帯で、へラ描きで格子目文を施す。3は長頚壷の肩部付近であ
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る。逆L字状に屈曲する形態を呈する。4．5は高杯の脚部である。4は八の字状に広がる形態を

呈する。5は筒部で脚裾部は欠損している。6．7は土師器の杯の底部付近である。両者とも低く

踏んばるような高台をもち、内面は赤色顔料が付着している。8は須恵器杯の底部である。これも

低い高台をもつ。9は陶器碗の底部である。高台は削りだしによって成形されている。染め付けで

ある。10は土師器の杯である。表面には回転ナデの調整により数段の凹凸がある。また、外面に墨

書が施されているが破片で欠損しているため、その意味は不明である。

二三＝
辰I ､鴬

9

0 10cm
■

Iー

第56図I層出土遺物（1／3）

Ⅱ層出土の遺物（第57図）

1は蜜の口緑部である。逆L字状を呈し、少し上向きである。内面には張り出しをもち、口唇部

はヨコナデによってくぼんでいる。粗雑なつくりである。2は蜜の脚台部である。3は壷の底部で

ある。平底を呈すると推定できる。4は高杯の脚部で、杯部との接合部分で欠損している。5．6

も高杯の脚部であろうと考えられる。6は色調、胎土とも他とは異なっている。ミニチュア品の可

能性があるo7～10は杯である。7．8は平底、9．10は高台をもつ。9は内黒土師器である。11

は土師器の蓋であるo12は器種は不明であるが、横方向の細沈線を，条、その下に縦方向の細沈線

を櫛描き状に施す。13～19は須恵器である。13は器種は不明だが、口縁部である。口縁部下に突帯

を1条施す。1iは器種は不明だが口縁部である。端部は垂直に屈曲している。15は高杯の脚端部で

あろう。先端が拡張している。16～18は杯の底部付近である。16は高台が欠損している。L9は壷の

肩部である。外面・内面ともに叩き痕が認められる。自然袖が付着しているo20は偏平の石器であ

り、石庖丁ではないかと考えられる。21は石斧である。中央部に鼓打痕が認められ、若干くぼんで

いる。下部には小さな剥離面がある。

－67－



一宗．

で三］

い仁土
、ニユ皇室〃

3

13

8

、＝一言＝
15

9

ノ
一
一
一
一
一
一
一
一

’ノ

10

17
l］

|̂(V
5

ノヘ‘

王二二二石Z

I
18

12

鶴 言r－－う幻
19

0
■

10cm

第57図Ⅱ層出土遺物（1／3）

Ⅲ層出土の遺物（第58．59図）

l～3はⅢa層、4～第59図4は3b層から出土したものである。lは口縁部である。器種は不

明だが、口唇部は拡張し、外反する口縁部である。2は須恵器杯の底部である。3は肩部に数条の

沈線を横方向に施しており、免田式土器の長頚壷の肩部ではないかと考えられる。4は表面が平滑

で、緩やかにくぼんでおり、砥石であると考えられる。5～7は喪である。5．6は笹貫式の口縁

部で突帯を1条施している。5は絡縄突帯である。7は脚台部である。8は壷の底部である。底面
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はわずかにふくらみ、凸レンズ状を呈する。9は増の底部である。外面はミガキを施している。平

底である。10～14は高杯である。11は杯部で段をもつ形態を呈する。10.12は外面に、13は外面・

内面ともに赤色顔料が付着している。15～17．19～21は須恵器である。15は器種は不明だが、杯の

底部付近ではないかと推定できる。16～17は杯の底部である。16．17は平底で、外面には回転ナデ

による凹凸が数段認められる。19．20は杯蓋である。19はかえりを持つ。20は端部を欠損している

が、同じくかえりを持つようである。21は杯の底部で、断面の丸い高台を付着している。22．23は

陶器であるo18は内黒土師器の底部である。高台部は欠損しているが、器種は杯であろうと考えら

れる。22は壷の口縁部である。頚部は内傾し、肩部が張る形態を呈する。内面には回転ナデによる

凹凸が顕著である。23は逆ハの字状に外へ開く形態を呈するが、器種は不明である。欠損のため不

明であるが、底部は高台をもつようである。第36図lは鉢である。平面形は隅丸方形を呈する。平

底で、底面には木の葉圧痕が認められる。口縁部はユビオサエによって波打っており、非常に粗雑

な作りである。2は把手の一部と考えられる。断面は楕円形を呈する。3は須恵器である。器種は

不明だが、口縁部直下に3条の三角突帯を施している。4は鉢の口縁部から胴部付近である。緩や

かに外反する形態を呈する。5は軽石製品である。用途は不明だが、表面に平坦な磨面が認められ

るo6は石鹸石条を呈する石器である。砥石であろう。7は偏平な磨製石器である。穿孔を1つ有

し、石庖丁ではないかと考えられる。

Ⅳ層出土の遺物（第59図8．9）

Ⅳ層からはごく少数の遺物が出土し、その中で図示できるもののみについて説明を加える。8は

蜜の口縁部で、上向きである。非常に摩滅している。9は壷の底部である。底面は少し上げ底状を

呈する。

7．．まとめ

本調査区では、住居杜・溝状遺構などの遺構と、古墳時代を中心とする遺物が出土した。遺構に

ついてはどの遺構も床面着の遺物はなく、約20cmほど床面から浮いた状態で出土し、埋土中の遺物

も破片がほとんどである。ただし、混入はあるが古墳時代の、土器様式名でいうと笹貫式の時期の

遺物が大半を占めるという点から、遺構の時期は古墳時代の新しい時期であろうと考えられる。ま

た、No.12トレンチの住居杜H9から石庖丁が出土した（第21図5)が、これも埋土中出土のもので

ある。本調査区での住居吐出土の遺物をみると、混入しているものもみられるため、笹貫式の土器

に伴うものなのかは不明である。ただし、鹿児島大学構内遺跡（郡元団地）においては、当該期の

住居杜からやはり石庖丁が出土してい*"これは､住居杜の貼床内からの出土であり､やはり時
期については確定できないが、今後類例を待って、検討する必要があるだろう。

遺構はⅣ層上面とV層上面検出のものがあり、前者が3．4．15．16トレンチ、後者が2．12．

13-14．17トレンチで検出した。前者は遺構が切り合うのに対し、後者は比較的切り合わないとい

う傾向がある。しかし、両者に明確な時期差は認められないようである。一方、溝状遺構と住居杜

はNo.13トレンチ以外では互いに切り合わず、溝状遺構が住居杜に平行かそれを巡るように配置して

いるのが特筆できる。しかし、今回の調査はトレンチによるものであったため、どの遺構も部分的
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な調査に終わり、各遺構の関係が十分に把握できなかった。そのため溝と住居杜の関係も不明な点

を残すこととなった。本調査区の周辺地域において当該期の遺構が教育学部附属中学校プール上屋

建設予定地における発掘調査などで確認されてい32%《､このような類例はなく、今後の調査でも
十分検討する必要があると考える。また、小規模な発掘調査にも関わらず住居杜などの遺構が多く

確認できた。これは、北側に位置する教養部・理学部一帯から本調査地点周辺まで広がる古墳時代

の集落杜の一部であると考えられ、周辺の当該期の多くの遺構の存在が推定できるものである。

註

(1)郡元団地1．J－9．10区（理学部1号館増築地）における発掘調査で6号住居杜の貼床土内から出土

している。「第Ⅳ章昭和60年度鹿児島大学構内遺跡発掘調査報告1．郡元団地1．J－9．10区

（理学部1号館増築地）の発掘調査報告」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報I昭和60年度』1986

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

(2)「第4章鹿児島大学郡元団地Q－9．10区における（附属中学校プール上屋建設に伴う）発掘調査報

告」『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Vj1990鹿児島大学埋蔵文化財調査室
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ピット一覧表表1
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NC トレンチ 遺栂 深さ(函） 埋土

別 9 23.0 黒褐色砂質 'ルト

55 9 170 凧褐色砂質 'ルト

56 9 490 瓜褐色砂質 'ルト

57 9 7 0 黒褐色砂質 'ルト

58 9 160 凧褐色砂質 'ルト

59 9 190 黒褐色砂質 'ルト

60 9 480 瓜褐色砂質 'ルト

61 9 7 0 黒褐色砂質 'ルト

62 9 38.0 照褐色砂質 'ルト

63 9 44.0 照褐色砂質 'ルト

64 0 410 瓜褐色砂混じりシルト

65 1 480 凧褐色砂混じりシルト

66 1 330 瓜色砂混I りシルト

67 1 250 照色砂混I りシルト

68 1 130 照色砂混1 りシルト

69 1 170 照色砂混1 りシルト

70 1 6 0 照色砂混1 りシルト

71 1 22.0 瓜色砂混I りシルト

72 2 H9 35.0 黒色砂混1 りシルト

73 3 8 5 黒色砂混1 りシルト

74 3 170 黒色砂混I りシルト

75 3 350 黒色砂混I りシルト

76 3 H10 370 黒色砂混I りｼﾙﾄ

77 3 H10 360 黒色砂混I りシルト

78 3 HlO 310 黒色砂混！ りシルト

79 3 H11 440 黒色砂混じりシルト

帥 4 240 黒褐色砂混I り 'ルト

81 4 9 0 黒褐色砂混1 り 'ルト

82 4 530 黒褐色砂混I り 'ルト

83 4 120 黒褐色砂混1 り 'ルト

別 4 100 黒褐色砂混I り 'ルト

85 4 120 凧褐色砂混じり 'ルト

髄 5 265 凧褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

87 5 240 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

88 5 160 瓜褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

89 5 430 瓜褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

帥 5 490 黒褐色 'ルト質砂にⅣ咽土混Iり

91 5 110 黒褐色 ,ルト質砂にⅣ層土混I り

92 5 120 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混1l）

93 5 410 凧褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

94 5 7 0 凧褐色 'ルト質砂にⅣ層土混1 り

95 5 3 0 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

96 5 7 0 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I l）

97 5 3 0 瓜褐色 ,ルト質砂にⅣ層土混I I）

98 5 120 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

99 5 6 0 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

00 5 30 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混Iり

01 5 300 照褐色 'ルト質砂にⅣ層土混I り

02 5 240 黒褐色 'ルト質砂にⅣ届士混1 り

03 5 130 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混1り

“ 5 130 黒褐色 'ルト質砂にⅣ層土混じり

05 5 H15 270 鳳色シルト．軽石の小粒混じり

06 5 SD6 5 0 照褐色 'ルト質砂

07 5 SD6 100 照褐色 'ルト質砂

08 5 SD6 6 0 瓜褐色 'ルト質砂

09 5 SD6 4 0 照褐色 'ルト質砂

10 6 270 凧褐色 'ルト

11 6
津
氏
Ｕ 0 凧褐色 'ルト

12 6 150 鼎褐色 'ルト

13 6 8 0 黒褐色 'ルト

NO トレンチ 避構 深さ(函） 埋土

1 1 22.5 黒色砂混じり砂質．シルト小粒の

軽石を含む

2 1 11.4 黒色砂混じり砂質．シルト小粒の

軽石を含む

3 1 17.9 黒色砂混じり砂質，シルト小粒の

軽石を含む

4 1 17.4 瓜色砂混じ})砂質，シルト小粒の

軽石を含む

5 2 H2 32.0 黒褐色砂混I り 'ルト

6 2 H2 280 黒褐色砂混I り 'ルト

7 2 H2 295 黒褐色砂混I り 'ルト

8 2 285 照褐色砂混I り 'ルト

9 2 140 照褐色砂混I り 'ルト

0
ワ
』 H5 230 黒褐色砂混I り 'ルト

1 2 H4 200 黒褐色砂混I り 'ルト

2 3 280 照褐色砂混じり 'ルト

3 3 50 黒色 'ルト質砂

4 3 4 0 黒色 'ルト質砂

5 3 140 黒色 'ルト質砂

6 3 180 暗褐色砂混じりシルト

7 3 260 黒色シルト

8 3 80 黒褐色シルト

9 3 100 黒褐色シルト

20 3 490 黒色シルト，軽石を含む

21 3 7 0 黒褐色シルト

22 3 60 黒色シルト

23 3 6 0 蹄褐色砂質シルト

24 3 H6 32.0 黒褐色砂混じl)シルトと褐色粘質

土との混土

25 3 H6 16.0 黒褐色砂混じりシルトと褐色粘質

土との混土

26 3 H6 25.0 黒褐色砂混じりシルトと褐色粘質

土との混土

27 4 8.0 黒色 'ルト質砂

29 4 140 黒色 'ルト質砂

30 4 60 黒色 'ルト質砂

31 4 80 黒色 'ルト質砂

32 4 5 0 黒色 'ルト質砂

32 4 釦 0 黒色 'ルト質砂

33 4 7 0 黒色 'ルト質砂

34 4 260 黒色 /ルト

35 4 H7 100 鳳色 'ルト

36 4 H7 200 黒色 'ルト

37 4 SD3 3 0 黒色 'ルト

銘 4 SD3 440 黒色 'ルト

39 4 SD3 370 黒色 'ルト

40 5 90 黒褐色砂混じりシルト質砂

41 5 130 黒褐色砂混じりシルト質砂

16 6 9 0 黒色 'ルト質砂

17 6 230 黒色 'ルト質砂

18 6 170 黒色 'ルト質砂

19 6 90 暗褐色砂混じりシルト質砂

32 6 9 0 照色シルト質砂

45 6 9 0 黒色砂混じりシルト質砂

42 7 300 照色砂質 'ルト

43 7 4 0 黒色砂質 'ルト

“ 7 160 黒色砂質 ,ルト

51 9 3 0 黒褐色砂質 'ルト

52 9 260 黒褐色砂質 'ルト

53 9 490 黒褐色砂質 'ルト



Ⅱ鹿児島大学郡元団地H-11．12区（工学部情報工学科

校舎建設予定地）における発掘調査報告

1．調査に至る経過

鹿児島大学工学部では平成元年4月に情報工学科を新設し、平成2年10月には同学科専攻性を学

部へと迎えている。これに伴い新校舎の建設が計画され、建設地として機械工学科実験研究棟北側

空閑地が選ばれた。

同予定地の東約100mに位置する情報処理センター、及び南に隣接する工学部機械工学科実験研

究棟は、その建設に伴う事前の発掘調査によって、それぞれ古墳時代以降を中心とする遺構・遺物

が検出されている。このため埋蔵文化財調査室では本予定地において埋蔵文化財包蔵の有無の確認

を目的とし、平成2年3月22日から同30日にかけて試掘調査を実施したが、この結果、中近世の土

師器.須恵器や陶磁器を埋土に含む河川痕の存在を確認することができだ1)

以上の調査結果から、新校舎の建設にあたっては、建設予定地において、事前に埋蔵文化財発掘

調査を行うこととなり、下記の体制で、平成2年12月6日から平成3年3月19日にかけて本調査を

実施した。

雷＝

建
築
学
科

第60図溺査地点位置図（1／600）
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調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室長上村俊雄

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長上村俊雄

室員松永幸男・中村直子・栗林文夫・黒木綾子

発掘調査作業員

安部松イツコ・石谷キヨコ・石谷サチコ・石谷トキエ・岩戸エミコ・請園アキエ・請園チリ・上

床クミコ・大平カナエ・大平ヤスコ・岡崎カオル・何艶・坂口ミエコ・寺光ミツコ・末吉フクエ・

末吉ミヤ・諏訪田フサエ・田中ヨシ・中原チヅコ・名越ヒデコ・西村チエコ・野下マリコ・野下ヨ

シエ・野下ヨプコ・林キヨコ・福永シノブ・福永ハナエ・牧島トモコ・増満ミエコ・松下ミチ・盛

満アイコ・横山アヤコ

2．調査の経過

調査にあたっては、まず試掘調査結果をもとに表土を重機によって除去し、その後、郡元団地の

構内座標に従ってグリッドを設定した。本調査区は構内座標の50m方区では、H-11区とH-12区

とに跨ることになり、このため5m方区は東西方向には、東から順に⑧．⑨．⑩。①。②。・・・

⑥区と呼称されることとなった。また、南北方向は北から順に、f・9．h.i区と呼称している

（第60図)。

掘り下げにあたっては、南北方向に二本、東西方向に一本、土層観察用ベルトを残すこととした

が、調査が進むにつれ自然河川の流路が東西方向に向きをとることが明かとなったため、同方向の

ベルトを除去することとした。また、調査区東端の幅4mほどの部分は南北方向に現在利用中の汚

水管やガス管等が密に敷設されており、以後の掘り下げを断念することとなった。

本調査区は、調査時には空閑地となっていたが、昭和55年ぐらいまでは、木造の実験室や実験工

場が8棟ほど建ち並んでいた地域である。表土を除去した直下には、これらの基礎であったと思わ

れる塊石を充填した土塘や柱穴、さらに建築材や瓦を含む大量の塵を埋めた穴が検出されている。

今回の調査では、以上の現代の所産である遺構の他に、遺物を多量に包含した自然河川痕を検出

している。表土を除去した時点で、既に一部では河川埋土と思われる粗砂が顔を覗かせていたが、

包含層の掘り下げが進むにつれ、西北西から東南東方向の流路と、西南西から東北東方向の流路と

が、前者が後者に重なる形で検出された。このため、前者を河l、後者を河2とした。

当初、河1については、その北岸が調査区外に存在するものと考え、河lの北側に既に露出して

いた河2の埋土まで連続的に掘り下げてしまい、このため土層の観察によって北岸を確定すること

となった。河2は、調査区中央部付近でその流れを変え、東半部においては、流路の方向を河lの

それとほぼ同じくする。土層の観察によると、河2には4期以上の流れを認めることができるが、

残念ながら、今回の調査時においては、このうちのⅣa層上面とV層上面とで確認した二期分につ

いてのみ確認し得ただけであった。Ⅳ層上面においては、さらに、h・i－④～⑥区において河3

とした南北に流れる自然河川痕が検出され、これについても新古二期の河川の存在を認めることが

できた。これらの河川痕はいずれも河底までかなり深く、大量の埋土の掘り下げ・排出に多大な時
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①淡濁褐色砂混じり砂質シルト層

②淡灰白褐色砂混じり粘質土刷

③灰白色～淡褐色の砂厨（上部は砂質シルトに近い）

④明白褐色細砂混じりシルト層（鉄分を含む）

⑤淡灰白褐色細砂瑠（上部に茶褐色のマンガンを含み．部分的に明褐色を呈する）

⑥灰白色砂混じり粘土（⑭層土をブロック状に含む）

⑦褐色砂層〈上部は細砂，中部は2～5国大の小石，下部は褐色砂に瓜色砂の薄層が

含まれる）

⑧灰白色の砂混じり粘質シルト層（⑭～⑰厨土がブロック状に含まれる）

⑨褐色租砂層（軽石顕を多数含む）

⑩淡灰白色砂刷（軽石磯を含む）

⑪褐色粗砂層（瓜色薄砂届を含む）

⑫淡褐～白色粗砂暦（5国大弱の小石も含む）

⑬淡褐～白色粗砂層（黒色の砂を部分的に含む）

⑭灰褐色粘土届（硬質）

⑮黄白色粘土咽（基本土層Ⅵ層に酷似する）

⑯黒灰色砂混じり砂質シルト層（軽石を含む）

⑰暗灰褐色粗砂層（小粒の軽石を含む）

⑱黒褐色粘質シルト層

⑲黒灰色粘土咽

①区 一斗← ②区

7m－

6m－

7m－

6m一一一一一

5m－

ト

I

④区 －1－

※土層図中のローマ数字は基本土層を示す。

※※土層図横の数値は海抜高である。

第61図調査区南壁土層図（1／60）
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⑳淡濁灰色砂混じり砂質シルト層
⑫濁灰色砂混じりシルト層

⑳灰色網砂層
⑳渋褐色～白色の粗砂咽（灰色の砂混じり砂質シルトをブロック状に含む）

⑮淡濁褐色砂層（1函前後の軽石粒をブロック状に含む）
⑳灰褐色砂混じりシルト層
⑰褐色砂層（粗砂と網砂からなり．郎分的に5～10画大の軽石願を含む）

⑬禍色網砂層
⑳渦褐色砂と灰色砂質シルトの混土

⑭渓褐色砂暦（黒色の1m大の小石を多欺含む。5－10画大の軽石観を含む）
⑳浜褐色砂層（鈍層よ')若干色が淡い。釦日と異なり．小石や軽石畷は含まない）
⑫淡褐色帽砂囲
綱型
⑭淡禍色砂圃（31層とほぼ同質であるが･若干色国力蹄い）
⑬渓褐色帽砂層（認層とほぼ同質であるが．色阿が白色味を帯びる）
⑬浜褐色砂切（径l～2口の瓜色石粒を含む）
⑰鰻褐色粗砂層（表面に瓜色の付箇物のある小石が薄い岡をなして入っている）
⑬模暗褐色～模褐色粗砂咽
⑬灰白色帽砂田
⑩淡濁灰色砂層（表面に瓜色の付勅物の囲められる軽石の縞粒をブロック状に含む）

①淡褐色粗砂田（軽石顕を含む）
②淡濁灰色砂田
③淡濁灰色粗砂刷（l函前後の軽石を含む）

④濁灰色砂刷
⑤白色～淡褐色粗砂刷（上部に2～3m大の軽石からなる暦をもつ）
⑥淡濁褐色粗砂岡
⑦湊褐色～白色粗砂岡
⑧5層に同じ
⑨淡灰色砂瑠
⑩7目とほぼ同質であるが，瓜色の白砂圏を含んでいる
⑪灰褐色網砂悶
⑫湊褐色～白色粗砂目
⑬湊灰色～白色の粗砂間
⑭淡灰色粗砂層
⑮11層とほぼ同質（色国が若干褐色味が強い）
⑯灰色～白色の粗砂目
⑰11層と同じ
⑱濁灰色の砂混じり砂質シルト層
⑲灰色砂混じり砂買シルト層
⑳明褐色粗砂層（下半郎は浜灰白色の2～3一大の軽石粒からなる）

堰 一ト
－7．0m一7.0m

－6．0m6.0m

ト h区

7.0m－

6.0m－

5.0m－

4.0m

※土層図中のローマ数字は基本土層を示す。

※※土層図横の数値は海抜高である。

第62図f～i－⑩区西壁土層図（1／60）

間を費やすこととなった。しかし、これらの埋土中には多数の遺物が包含されており、多くの貴重

な資料を得ることができた。
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⑪灰白色砂田（39層より砂粒が若干大きめ）
⑫淡褐色～白色の粗砂層（灰色の砂混じl)砂賀シルトをブロゾク状に含む）
⑬淡濁褐色粗砂層

⑭液褐色粗砂層（軽石磯を下部に含む）
⑮照色の1画弱の小石を含む淡褐色粗砂間（鯉石顕を含む）
⑮淡灰褐色砂層
⑰淡濁褐色～白色の粗砂咽（】～10m大の軽石碗を含む。照色の1－2国大の小石を
咽状に含む）

⑬淡濁褐色～白色粗砂層（凧色の薄砂層が入る）
⑲淡灰白色粗砂晒

⑳淡灰白褐色砂層
⑪淡白褐色粗砂咽

⑫液褐色粗砂層
⑬淡白褐色砂圏（10画大の軽石顕を含む。瓜色の薄砂田を含む）
⑭液灰白色一淡濁褐色粗砂（淡灰白色砂層を含む）
⑮明褐色糧砂層（0.5～l廻大の石粒を多歓含む。5～10K回大の蛭石犀も含む）
⑯褐色一電褐色粗砂咽（1，筋後の石粒を多数含む）
②淡明褐色砂層（瓜色薄砂暦を含む）
＄57因に瞳ぽ同じ（黒色簿砂瑠の入る方向が遍う）
⑬i鳶褐色～白色の租砂層（黒色の薄砂暦を含む）
⑳淡灰白色粗砂層
⑳褐色粗砂田（瓜色の薄砂層を歎枚含む）
⑫褐色粗砂層（瓜色の5自前後の小石を多散含む。淡灰褐色の帖質シルトのプロァク
を含む）

⑬褐色粗砂圏（下郎に軽石磯を含む。85岡と同質）
⑭褐色粗砂田（61層とほぼ同質。色飼が褐色味を帯びている）
⑮黒色のl函大の小石を多数含む褐色粗砂層（軽石砿を含む）
⑮淡褐色粗砂暦（瓜色と白色の薄砂喝を散枚含む）
⑰暗濁褐色～褐色粗砂田（瓜色の小石を多散含む）
⑬1噸大の褐色小粒軽石からなる層（おそらく鉄分が付籍したものか，軽石雛も含む）

鋤白色～淡陶色岨砂層（瓜色の薄砂層が数枚含まれる）

‘秘褐色の1〔Zｮ大の軽石層と白色粗砂層からなる互層（1－2m大の小石を部分的に含
む）

⑪1－2皿大の小石を多量に含む濁禍色粗砂層（2“大の軽石鴎を1個含む）
⑬白色粗砂咽（測色薄砂岡を含む。10”大の軽石磯を含む）
⑬白色～褐色の帆砂屈（5函大の軽石を含む）
⑭白色棚砂暦
⑮渦褐色～白色粗砂刷（1噸弱の小石を含む）
⑯白色粗砂珊（一部褐色を帝びる部分もある）
'か淡薄褐色砂層（lC喧lほどの軽石をブロック状に含む）
'齢褐色粗砂層（’四前後の石を薄い圃状に含む）
⑲閥色粗砂田（郁分的に灰色砂咽を含み，黒色砂も若干含む）
鋤’～20〔ﾛ胴般の偲石顕を多丑に含む粗砂圃（1画弱の小石も含み．郎分的に蛭石顕

で栂成呂れる）

‘鯉I褐色粗砂層（瓜色砂を層状に含む）

⑫l函弱の小石を多吐に含む粗砂層
愈】〔回前後の小石からなる層（粗砂をまじえる）
趣‘褐色粗砂層（部分的に’四弱の小石からなるところがある）

篤‘淡隅色～白色粗砂圏

禽淡褐色～淡灰白色砂喝(、b冠土をプロブクとして最下部に含み●軽石願も若干含む）
向褐色帆砂層
魯淡灰柵色砂層（下半部には暗灰色の帖質シルトの薄岡を数枚含む）
駒灰色砂圃

⑳白色粗砂層（瓜色砂をまじえる）
、I蹄灰色粘質シルト田（植物週秤帯を含む）
免略洞灰色～暗灰色砂層

⑱暗灰白色砂層

恥明掲色砂層

'⑬青灰色砂混じり帖質シルト層
⑯珊青灰色粘質シルト層（基本土層Ⅶ．Ⅷ層が落ち込んだもの）

g E><s f区

6.0m

5.0m

0 2m

包含層の掘り下げは、河川部分の掘り下げとほぼ平行し、その肩部分を破壊しない範囲で取りあ

えず進めた。遺物の出土はⅢ層の下部からⅣ層にかけて最も多くみられ、特にⅣ層は成川式土器の

単純な包含層とみなして良いと考えられる。

なお、調査期間中、宮崎大学農学部藤原宏史教授にプラント・オパール分析資料の採取をお願い

した。この資料の分析結果については、本章第6節に掲載している。
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3．基本土層

既述のように、本調査区においては、表土を除去すると、北側では自然河川の埋土である砂層が

露出した。このため、自然堆積層が残存する南半部において、基本土層の堆積を観察した。観察

は、i－⑩区南壁、及びf～i－⑩区西側に設けた土層観察用トレンチによって行った。この結

果、基本土層として12層を認めることとなったが、このうちのⅢa～Ⅳb層から主として遺物が出

土している。特に、Ⅳa．Ⅳb層は成川式土器を多数出土しており、その単純層と考えられる。ま

た、I層。Ⅲb層。Ⅳb層についてはプラント・オパール分析によって、水田杜である可能性が指

摘されている。

以下、基本土層を上から順に説明するが、自然河川の埋土に相当する層については、各層の説明

を土層図中に付記している（第61.62図)。

I層：客土

Ⅱa層：明褐色砂混じりシルト層（灰色シルトを混じえる｡）

Ⅱb層：灰色砂混じりシルト層（鉄分の浸透が見られ、部分的に暗褐色味を帯びる｡）

Ⅲa層：明茶褐色砂混じりシルト層（小粒の軽石を少量含む｡）

Ⅲb層：灰白色砂混じりシルト層（鉄分の浸透が見られ、部分的に褐色味を帯びる。また、径l

cm大ぐらいの軽石を多数含む。）

Ⅳa層：濁灰色砂質シルト層（硬くしまっており、鉄分の浸透が顕著である｡）

Ⅳb層：濁灰色砂質シルト層（硬くしまっており、Ⅳa層よりも褐色味が強い｡）

V層：暗灰色粘質土層

Ⅵ層：淡褐色砂層（粗砂や軽石小粒を含む細砂層である｡）

Ⅶ層：淡褐色粘十層

Ⅷ層：黒灰色砂質シルト層（粘質であるo)

Ⅸ層：淡濁灰白色細砂層

X層：粗砂層

4．遺構と遺構出土遺物

今回の調査においては、表土直下から鹿児島大学工学部の木造校舎の基礎をなしたであろうと考

えられる塊石を多数入れた土墳と、これに関連すると思われる南北方向に並ぶビット列、そして、

塵捨ての穴を検出した他は自然河川の痕を検出したのみであった。自然河川には大きく三つの流路

方向がみられ、検出順に1．2．3の番号を付している。このうち、河2については4期以上の、

河3については2期以上の変遷が想定される。以下、河1．2．3の順に説明を行う。

河1（第63図）

河lは、f－③区からi－⑨区へとほぼ直線的に伸びる自然河川で、検出面から川底までの深度

は約1.1mほどである。先述のように、河1埋土の掘り下げにあたっては、河lの北岸の位置を調

査区外に想定していたため、平面的に北岸を検出することはできなかった。埋土は全体的に灰褐色

味を帯びており、その下部にはほぼ同じレベルに同一個体の播鉢片が出土し、やはりこのレベル付
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近が川底であったことを示しているものと考えられる。なお、第4図中に破線で示している北岸の

ラインは、この川底部から北側川岸を検出していったもので、掘り下げがまだ及ばず、辛うじて残

存していた範囲にあたる。実際の検出面での幅は、f～i－⑩区西側の土層観察をもとに復元する

と、約6mと考えられる。

遺物の出土量は、河2などと比べるとかなり少ないが、中近世の土器・陶磁器を中心に、縄文晩

期～近世の遺物が出土している。この中でも、第5図3の播鉢は破片が河1の流路方向と同方向に

ほぼ同じレベルで検出されており、本河川の存続期の一端を示すものであろう。なお、第5図l～

7は外面が著しく磨耗している点など、河2埋土中検出のものと遺存状況が同じであり、調査の初

期の段階で、河2埋土相当部を河l埋土とみなして掘り下げていた際に取り上げた遺物である可能

性がある。

第64～66図に、河l出土遺物を示す。第64図lは、浅鉢の口縁部から肩部にかけての破片であ

る。口唇部は丸みをもち、その内面には圏線が巡らされている。頚部内面には貝殻条痕を施した

後、ユビオサエをしている。外面は全体的に摩滅している。2は、深鉢の口縁部片である。外面に

は、やや間隔をあけて二条の、断面三角形を呈する突帯が貼付される。このうち上方の突帯は口唇

部直下に位置する。全体に摩滅しているものの、器面にユビオサエの痕跡を認めることができる。

3は口唇部直下に小振りの刻み目を施した断面三角形の突帯を貼付した、蜜の口縁部片である。4

．5は、喪の脚台部片である。器面にはユビオサエの痕を観察できるものの、全体に摩滅が著し

い。6は、壷の底部片である。胎土には砂粒を多数含むほか、磯も少量含んでいる。内面は、摩滅

が激しいo7は、高杯の脚部で、杯部との接合部で欠損している。外面には赤色顔料が付着してい

る。また、ガラス質の砂粒が、多く付着している。8は、須恵器の壷の口縁部片で、全体に自然袖

がかかっており、一部風化しているところもみられるo9は、内黒土師器碗の高台部である。10-

11は青磁碗の口縁部で、緑色の透明紬が全体に均一にかかっている。10は外面口唇部直下に、一条

の圏線を巡らしており、11の体部外面には退化した蓮弁文が施されている。12～14は、青磁杯の口

縁部片である。口唇部に浅い切り込みをいれて輪花としている。13は、内面に一条の圏線を巡らせ

ている。15は青磁皿の口縁部片で、口縁先端部分は直立し、屈曲部以下は緩やかに湾曲する。全体

に均一な不透明袖がかかっている。16は青磁碗の胴部片である。外面には2本一単位の縦線が施さ

れ、内面には刻線文が描かれる。17は、青磁皿の高台に近い胴部片である。18は、青磁碗の高台部

である。見込み部は内外面ともに無紬で、畳付け部には紬がたまっている。内面には、一条の圏線

が巡る。19は羽釜の鍔に相当すると考えられる破片で、外面には煤らしきものが付着している。20

は、陶器碗の底部で、内面には重ね焼きの痕が四方に斑点状に残り、この部分については袖が剥げ

ている。畳付け部にも、無袖の部分がみられる。21は、青磁碗の高台部である。内面見込み部分外

周には、幅1.2cmの無袖部が輪状にみられる。22は、染め付け皿の底部で、外面口唇部直下、体部

下端、及び高台上部には、それぞれ圏線が一条巡る。内面見込み部には花弁文が描かれており、体

部への屈曲部には2本の圏線が描かれている。

第65図には、播鉢を図示している。lは、一単位7本以上の播目が間隔をおいて施されている。

なお、拓本左縁部は、隣接する播目の右縁部にあたる。内面が回転ナデによって平滑に仕上げられ
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ているのに対し、外面はユビオサエの痕跡がかなり明瞭に残っており、器面に若干の凹凸がみられ

る。外面は残存部の上半と下半とでは色調が異なり、上半部は明褐色を、下半部は灰褐色を呈す

る。2は、残存部分に播目を認めることができないが、その形状などからやはり播鉢であると考え

られる個体で、焼成がlに比べかなり良好な須恵質の土器である。内外面ともに、回転ナデ調整に

よって仕上げられており、内面はその断面形が波状を呈する。1．2ともに口縁立ち上がり部の下

端が、突帯状に若干外方に突出する。3は、河lの川底と思われるレベルから出土した播鉢で、ほ

ぼ完全に復元できた。破片は流路方向に平行するように、ほぼ直線的に散布して出土している。水

平に短く張り出す口縁部には、注ぎ口が一ヶ所設けられており、口縁部から若干下った位置に、稜

線が鈍い断面三角形突帯を一条巡らせる。内面には一単位4本の播目が放射状に密に施されてい

る。これらの播目には、これを施す際に生じた粘土の細かな盛り上がりが摺りとられずにそのまま

残っており、この播鉢がほとんど使用されなかったことを示すものと考えられる。紬は、底部外面

も含めて、内外両面に施されているが、注ぎ口部分を除く口縁上面部分はふきとられている。

第66図l～4には、河l出土の石器を示す。lは、手ごろの大きさの大型の剥片をそのまま鼓打

器として用いたもので、図で中央部に向いた側縁部に、打撃痕がみられる。このような石器は本

キャンパスの他の調査例から考えて、おそらく成川式土器期に属するものであろう。2は、鋭利な

側縁部をそのまま用いたスクレーパーで、図の下縁部には使用の際に生じたと思われる小剥離がみ

られる。3は、不整形の偏平な素材の両端に快りを設ける。79gを計り、錘として用いられたと考

えられるが、素材が多数の鉱物を凝固させたような観のある特異なもので、近現代の所産である可
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能性もある。4は、卵形の平面形を呈する自然石をそのまま利用したものと思われる凹石で、片面

のほぼ中央部にごく浅い凹部が形成されている。

河2（第67図）

調査区北半部を東西に流れる自然河川の痕である。調査区中央付近で流れる方向を変えており、当

初、方向を若干異にする2本の河川が重複して存在するものと考えた。しかし、平面的に境界をな

すラインを検出できなかったこと、及び北壁土層の観察においても、河川の切り合い関係を確認で

きなかったため、同一河川と判断された。

河2は土層観察用トレンチの観察から、4期以上の変遷があったものと考えられる。検出順に、

便宜的に、河2－1、河2－2、河2－3，河2－4とする。

河2－1は表土直下に埋土である砂層が接していたもので、埋土の大部分が粗砂であり、59層に

細分された。本埋土中からは、成川式土器が多数出土している他、縄文土器・弥生土器も多数出土

している。しかしながら、成川式土器以外は破片の大きさも比較的小さく、著しく磨滅しているこ

とから考えて、上流から流されてきた可能性が強い。弥生時代以前の包含層が本郡元キャンパスに

おいては確認されていないことを考え合わせると、西方の唐湊周辺に本来の該期の遺物包含層が存

在したと考えられる。一方、成川式土器については形態をよくとどめているものが多く、おそら

く、本調査区で第Ⅲ。Ⅳ層とした遺物包含層に由来するものであろう。2m以上に及ぶ粗砂の厚い

堆積は、かなり大規模な水流が当地点を流れたことを推測させ、これによって包含層が削り取られ

たものと思われる。

河2－2は、河2－1と同様、粗砂を埋土とする。この埋土の直上にはⅢb層が堆積しており、

河2－1との間に時期差を想定し得る。

河2－3はⅣa層上面で検出されたもので、現存部で灰色を基調とする細砂層を埋土としてい

る。埋土の質も河2－1．2とは異なり、また、この層中からの遺物出土量もこれらと比べかなり少

ない。

河2－4は、V層上面に現存肩部があり、その埋土は砂層と粘質土層とが互層をなす。これにつ

いても遺物の出土は少ない。埋土中、⑳層としたものには、植物遺存体が多量に含まれていた。

河3（第67図）

少なくとも、2期にわたる変遷を考えることができる。検出順に河3－1、河3－2とする。

河3－1は、Ⅳ層上面で検出されたもので、その埋土はシルトに近い細砂を基調とする。若干の

凹凸はあるものの、河底は逆台形状を呈しており、河底から岸部への移行部はかなり明瞭な角部を

なす。検出面から河底までの現存深度は、かなり浅い。

河3－2と想定した部分は、河底の不整合なラインなどから考えると、さらに数期に分かれる可

能性もある。埋土は第⑪図中で⑥。⑧層とした粘質の層と、⑦～⑬層といった粗砂を主体とした部

分からなる。河3－2の横断面形も河3－1と類似しており、河底はほぼ平坦である。また、現存

肩部から河底までの深度も浅い。

第68図に河3出土遺物を図示する。l～3は縄文土器の小片である。lは特に小さく摩耗を激し

く受けているものの、外面には単沈線及び刺突列からなる文様がみられるo2は若干肥厚させた口

－87－



（
１
－

（
０

ｱｦ7可~『－ー－

、
5

11

、
4 6

〆

一
〈。

二弐
11

◎
ニフ
ー~

fノノ』

、雪、品 Ｉ3

12

群 614

¥ １
１
雲

皇
一

篭塞 K，

9＝

18

10cm0
一一一一マヨ‐ローローー‐--,

第68図河3出土遺物(1/3)

－88－



縁部小片で、外面には端部を刺突によって止めた横走沈線文が施されている。縄文時代後期の市来

式土器であろうか。3はかなり外開きする体部に続く底部片で、内面には接合線がみられる。l～

3はいずれも摩耗が激しく、調整痕などについては不明である。4～6は、弥生土器喪口縁部片で

ある。4は、口縁端外面、及びその下方に断面三角形の突帯を付すもので、突帯上には小振りの刻

み目が施される。若干内傾する口縁部である。5は、口縁部が断面「．」字状に張り出す翌で、そ

の上下両面にはユビオサエ痕が比較的明瞭に残る。6は口縁部が内外両方向に拡張される喪の口縁

部片で、口縁部上面中央部は若干なめらかにくぼむ。摩耗が特に著しいが、口縁部上面にユビオサ

エが施されていることは観察される。7～11には、成川式土器翌を示す。7は、緩やかにカーブを

描きながら外反する口縁部片で、下方には断面カマボコ状のやや低い突帯を付す。突帯上には斜位

の刻み目を施している。内外面ともにユビオサエの後、ナデを行っているが、口縁端部付近はヨコ

ナデによって仕上げられている。8～11は脚を付す饗の底部片である。ただし、8は体部の開き具

合が他の個体と比べてやや大きく、鉢である可能性も考えられる。8～10は全て脚部を欠損する。

いずれも内外面ともにユビオサエの後、ナデ調整を施す。10については、この他、内面に板状の調

整具痕を認めることができる。11は、底部に緩やかに外開きする脚を付ける。内外面とも比較的丁

寧なナデ調整が施されており、体部内面にはユビオサエ痕も明瞭に残る。12．13は壷の底部で、12

は平底を、13は丸底を呈する。12は底面の調整は内外面ともに雑であるが、胴部外面はナデ調整に

より、やや丁寧に仕上げられている。13も内外面ともナデ調整によって仕上げているが、内面には

粘土紐の形状を残すような、波状の凹凸が断面に観察される。14は、なだらかなカーブを描いて短

く外反する、鉢の口縁部片である。口縁部の直下が、ごくわずかに外方へ張り出し、これ以下、胴

部から底部にかけてゆるやかにすぼまるようである。15．16は、鉢の底部である。ともに脚部をも

つが、これは喪の脚に比べるとかなりきゃしゃな感じのするものである。15の脚内側には、補強の

ためと思われる粘土の付加がみられる。17は、高杯杯部小片で、底面から立ち上がり部への屈曲部

にあたる。外面には丹が塗られており、横方向のケンマ痕もみられる。18は高杯脚部片で、裾が緩

やかなカーブを描いて広がる。外面には横方向のケンマが丁寧に施され、丹が塗られる。内面は、

ナデによって仕上げられている。19は、i甘の胴部で、算盤玉状の形態を呈する◎口縁以下がほぼ完

全に残存しているものの、内外面とも著しく摩耗しており、器面調整などについては不明である。

河l～河3の時間的な関係について述べるならば、基本土層との関係、及び堆積順をもとに古い

方から順に、河2－4．河3－2→河2－3．河3－1→河2－2→河2－1→河1，となる。河

2－4と河3－2，河2－3と河3－1のそれぞれの先後関係については、調査区南・西・北壁の

観察において切り合い関係を確認できなかったことから、それぞれ同時に存在していたものと考え

るのが妥当であろう。従って、南から北流してきた河3が、東西に伸びる河2と本調査区内で合流

し、東へと流れていったことが考えられる。

5．包含層出土遺物

本調査区では、I層、Ⅲ層、Ⅳ層から遺物を出土した。ここでは包含層ごとに遺物の説明を加え
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第69図I層出土遺物（1／3）

ることにする。

I層出土遺物（第69図）

第69図にはI層出土の遺物を図示した。

1．2は浅鉢の口縁部である。口唇部を丸く肥厚する形態を呈し、いずれも非常に摩滅してい

るo3～5は喪の脚台付近である。3はいわゆる「充実した」脚台である。4は脚台内面はゆるや

かに立ち上がる低い脚台である。非常に摩滅している。5は、脚台内面の天井部が平坦で、脚端部

は外へ反り返っている。体部への立ち上がり部に稜線をもつ。6．7は鉢の口縁部である。6はゆ

るやかに外反する形態を呈し、屈曲部にゆるい稜線をもつo7は口縁部が外反するが、S字状に屈

曲し、端部も短いo8は翌の口縁部である。口唇部はヨコナデによってくぼみ、内面屈曲部に明瞭

な稜線をもつ。

9は、白磁碗の口縁部で、磁胎の口縁端部は水平だが、紬のため丸みを帯びている。内面には圏

線が一条と、その下に櫛目文が施されている。10は青磁皿の口縁部であるoL字状に屈曲する口縁
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第70図Ⅲ層出土遺物(1)(1/3)

部形態を呈し、外面には片彫りの連弁文が施されている。

11は滑石製の石鍋の口縁部である。口縁部は若干内湾し、突帯端部は欠損している。外面にはス
スが付着している。

12は陶器の深鉢である。口縁部は断面三角形状に肥厚し、口縁部上面は紬をかき取っている。
Ⅲ層出土遺物（第70図）

lは深鉢の口縁部である。外面には、凹線文が施されている。非常に摩滅している。2～4．7

は蜜の脚台付近である。2は、脚部を欠損しているが、2．4．7は脚台内面天井部が平坦な形態

を呈す。4は、脚台内面にハケ状の工具痕が認められるo3は脚台内面の空洞部がドーム状を呈す

る。5．6は鉢の底部である。5は、低く、ハの字状にふんばるような脚部をもつ。6は若干上げ

底気味の平底である。なお、4も胴部のバランスに比べて脚部が低いため、鉢の可能性もある◎8

は鉢の口縁部である。口縁部はくの字状に屈曲する。9は壷の胴部突帯である。いわゆる「幅広突
帯」である。3条を一組とする鋸歯文が施されている。
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第71図Ⅲ層出土遺物(2)（1／3）

10は須恵器α腿の胴部である。外面には風化しているが、自然紬が残存している。11は壷の底部

である。小さな平底である。

第71図には石器を示すo1は砥石である。半欠品であるが、残存部から考えて全形は中細りの直

方体状を呈するものと考えられる。残存部において5面を観察することができるが、下端面を含め

全面を砥面として利用していたことがわかる。このうち4側面と下端面には、溝状の凹部が二条ず

つ認められる。また、下端面の敵打痕から考えて本砥石は砥石として利用された後、敵打器として

再利用されたことがわかるo2は石斧である。表裏に剥離痕が認められる。両刃を成すと思われる

が、表面の摩滅が激しく判然としない。刃部は使用のために欠損している。

Ⅳ層出土遺物

第72図l～第73図5は翌である。1．2は口縁部で、ゆるやかに外反する形態を呈する。屈曲部

付近に一条の突帯を施す。1は、断面三角形の突帯だが、若干ユビオサエの痕が残っている。2は

刻みをハケ原体で施しているo3～5は胴部である。3．4の脚部は接合部で欠損している。6～
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第73図5は翌の脚台付近である。6．7は脚端部が欠損している。7は、脚台内面天井部は、つぼ

状に張り出している。8は、天井部が平坦部である。9～第73図3は脚台内面天井部は平坦だが、

脚部との接合部付近にヨコナデを施しているため、少し張り出す。4．5は他の脚台部に比べて径

が小さく、器壁も薄い。5は、ふんばるように開く脚をもつ。6は鉢の底部と思われる。底面は少

し上げ底気味である。7は壷の底部である。平底で、厚い底部から屈曲して体部へ立ち上がる。8

．9は高杯の脚部である。8は脚部外面がエンタシス状に膨らみ、内面天井部はこぶ状に張り出し

た形態を呈する。10～14は増である。10は平底で、胴部は算盤珠状を呈し、頚部は緩やかに屈曲す

る。11．12は胴部屈曲部外面に段をもつ。両者とも丸底である。13．14は胴部の屈曲部で、どちら

も内面の屈曲部に接合線が認められる。15は磨製石器で、下部に刃部が認められるが、それは鈍

く、厚い。

6．プラント・オパール分析結果

本遺跡の調査にあたり、宮崎大学農学部藤原宏志教授にプラント・オパール分析資料の採取、及

びその分析を依頼した。その結果、第74図並びに表2．3に示したような分析結果を御報告いただ

いた。なお、この分析結果については、併せて以下のようなコメントをいただいている。

分析結果に関するコメント

(1)1層、3b層および4b層にイネ(Oryzasativa)生産総量のピークが認められる。これ

らの土層はその生産総量から見て、それぞれイネの生産面であったと推定される。

(2)3a層、3b層および4a層はヨシ(Phragmitescomuniss)のピークを形成してお

り、これらの土層の堆積環境が比較的湿潤だったことを示している。

4b層で水田が開かれたとすると、潅概施設（水路など）の敷設による周辺環境変化の結果と

表2．鹿児島大学構内遺跡郡元団地H-11．12区におけるプラント・オパール定量分析結果

層名イネイネ籾キビ族キビ族種実ヨシタケ亜科ウシクサ族

(0.sati.)(nceg.)(Pani.)(Pani.seed)(Phrag.)(B釘I1b.)(Andoro.)

8．789

4．984

2．225

8．288

4.287

12.115

3．890

0．000

0．000

0．000

0．000

0.000

１
２
ａ
ｂ
ａ
ｂ
５
６
７
８
９
ｍ

３
３
４
４

3.079

1.746

0.780

2.904

1.502

4.244

1.363

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

12.157

9.191

18.469

15.286

0.000

10.773

29.597

0.000

14.137

5．779

0．000

0.000

5．520

4．174

8．387

6．941

0．000

4.892

13.440

0．000

6．420

2．624

0.000

0．000

0.000

0.000

5.246

6.512

4.042

0.000

0.000

0.000

0.000

1.094

0.000

0.000

0.239

0.090

0.182

0.601

0.560

1.413

0.529

0.079

0.000

0.227

0.000

0.000

3.707

2.102

1.408

1.165

1.808

3.285

5.743

0.204

2.515

1.958

0.500

0.000
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表3．プラント・オパール分析による生産量推定結果

GB数/g植物名PO/GBPO数/g仮比重PO数/cc地上部乾重
(t/lOa.cm)

層名深き

(cm)

層厚

(cm)

種実璽種実生産縫吐

(t/lOa.cm)(t/10a)

族
キ

、
ネ
ピ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス

12／145
4

0

2

12

1043307595 25456

8485

0

4243

25456

1．174 29893

9964

0

4982

29893

8.789

4.000

0.000

0.239

3.707

3.079

5.520

132.397

237.371

族
キ

管
不
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス

9／178

4’

0

1

9

24315301267 15233

6770

0

1693

15233

1．113 16951

7534

0

1883

16951

“
㈹
㈹
卯
舵

９
０
０
０
１

４
４
０
０
２

1．746

4．174

26.189

62.605

族
キ

ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
ー
キ
ヨ
タ
ス

2／81

4

2

1

3

3a5816299551 7396

14793

7396

3698

11095

1.023 7569

15139

7569

3785

11354

2.225

4.000

5.246

0.182

1.408

0．780

8．387

12.474

134.120

族
キ

・
不
ピ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス

７９／９
４
３
４
３

28157

12514

9386

12514

9386

1.001 28190

12529

9397

12529

9397

8.288

4.000

6.512

0.601

1.165

2.904

6.941

3b7425303466 72.590

173.528

族
キ

ネ
ピ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス

5/124
0

2

4

5

12244

0

4898

9795

12244

1.191 14583

0

5833

11666

14583

4.287

0.000

4.042

0.560

1.808

1．502

0．000

21.028

0.㈹0

4a9914303648

イネ

キビ族

ヨシ

タケ

ススキ

14/117

3

0

10

9

4bll38301056 36024

7719

0

25731

23158

1.144 41208

8830

0

29434

26491

12.115

3．0”

0．0叩

1.413

3．285

4．244

4．892

33.955

39.136

族
キ

、
不
ビ
シ
ケ
ス

イ
．
キ
ヨ
タ
ス

6/136
11

0

5

21

13330

24438

0

11108

46654

0.993 13232

24260

0

11027

46314

3.890

11.000

0．000

0．529

5．743

1.363

13.440

24.533

241.916

512118302141

0/164
0

0

1

1

族
キ

ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス

613921300000 0

0

0

1829

1829

0.901 O

O

O

l647

1647

皿
皿
岬
恥
皿

０
０
０
０
０

■
●
●
●
●

0．000

0．000

0．000

0.叩

族
キ

ネ
ピ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス

１９／０
４
０
０
７

0

11588

0

0

20279

皿
皿
皿
皿
悲

０
４
０
０
２

●
●
ゆ
●
、

0.000

6.420

0.000

38.518

0

13338

0

0

23341

0.86971606303436

イネ

キピ族

ヨシ

タケ

ススキ

0/182
3

1

3

10

0.000

3.噸

1．094

0．227

1．958

0.000

2.624

0．0㈹

26.242

0

4936

1645

4936

16454

0.960 0

4737

1579

4737

15789

816610299461

0／132

0

0

0

2

族
キ

、
ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス

0．888 咽
咽
咽
咽
弛

０
０
０
０
０

の
●
の
ゆ
●

0.000

0.000

0.000

0.0叩
０
０
０
０
３４５４

０
０
０
０
３３０４

917623299820

族
キ

ネ
ピ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス

別２／０
０
０
０
０

㈹
㈹
㈹
㈹
㈹

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

0.000

0.000

０
０
０
０
０

1.381 ０
０
０
０
０

10199…303648
●●e●●●

●●●●●●
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第74図プラント・オパール資料分析結果

グラフの見方について

1．layres：採取地点の土屑模式図,()内の数字は土層番号，左すみの小数字は表層からの深さをc､で表したもの。
2.0.sati:Oryzasativa.栽培稲の地上部乾物Ⅲ。
rice.g：Oryzasalivaの穎果（籾）乾物並。
Phrag．：Pllragmilescomnunis・ヨシの地上部乾物亜。
Bamb．'Bambsnceae.タケ亜科の地上部乾物亜。

各植物体垂はそれぞれの植物により異なる珪酸体密度係数と土壌中から検出きれた各植物に由来するプラント・オパー
ル密度をもとに算出きれたものである。

3．土中模式図の右側に栽培植物，同左側に野・雑草を示している。単位t／lOa・ctnはその土層の厚き1cm,面祇lOa
(1.000㎡）に包含きれるプラント・オパールの数から推定した各植物の乾物量をt(トン.1×10'kg)で表したもの
である。例えば，その土騒が10cmの厚みであると，グラフで示された他に10を乗じた量の植物体がその土層の堆積期間中
に生産きれたことになる。生産堂が年mi生産謎ではないことに注意きれたい。

4．水田杜力蝿職きれている土府ではo.sati.の値がピークを形成するj淵合が多い。土廟の堆欄状況により一概にいえない水
田並の層位はこのピークと一致するのが通である。

5．Phrag.(ヨシ),Bamb.(タケ）の乾物避変遷はその地点における土壊水分状況の時代的変遷を知るうえに役立つ。ヨシ
は比較的水分の多い湿った環境に生育し，タケ（ササ）は比較的乾燥した環境下で繁茂する。両者の象徴をみると，その

地点の乾湿変化を推定できる。

も考えられる。

(3)5層から大量のキビ族(Pamiceae)が検出された。同族にはヒエやアワなど重要な物が含

まれており、これらの作物が栽培されていた可能性も否定できないことを示唆しているが、今

回の調査ではこれらの植物種を特定するには至らなかった。

7．まとめ

今回の調査地点は、郡元キャンパスの西側、ほぼ中央北寄りに位置する。表土直下において、自

然河川が検出され、以下、数期にわたる自然河川の痕が検出されている。

自然河川の埋土中からは多数の遺物が出土しているが、これらは成川式土器を中心とするもの

の、この他に少数ながら縄文時代前期以降、弥生時代までの遺物もみられる。該期の遺物は、本地
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域では未だ資料数が少なく、貴重な資料を得ることができた。包含層中からも、成川式期以降の遺

物が出土している。特に、基本土層Ⅲ層下部からⅣ層にかけては、出土量自体も多いが、かなりま

とまった形で出土する個体も多く、Ⅳ層は成川式土器の単純層であろうと考えられた。

鹿児島大学郡元団地において、小規模な流路は別として自然河川の存在を確認し、その調査を

行った地点としては､情報処理センター建設職及び理学部2号館増築埴3をあげることができ
る。前者においては、大小数条の流路を検出しているが、このうち3a号溝、3b号溝としたも

がIま､ほぼ同様な位置に重複して存在する､西から東へ水が流れたと思われる自然河川である。
3b号溝は埋土の下半部が灰白色を呈する細砂層からなっており、流路方向、及び埋土の状況等に

おいて、本調査地点検出の河2－3に類似する。また、河底が植物遺存体を含む泥炭層であること

も共通する点である。出土遺物については、河2－3を単独に調査していないので比較できない

が、両地点の河川はその特徴をほぼ同じくするものと言えよう。

一方、理学部2号館増築地において検出された河川痕は、発掘調査時の写真や、調査の際に剥ぎ

取られた土層サンプルをみると、河川内には粗砂が多量に埋土として堆積していたことがわかる。

また、この埋土中からは、成川式土器を主体として、移しい数の遺物が出土している。このような

状況は本調査地点検出の河2－1．2に共通するものである。

以上、三地点から得られた調査所見をもとに、今回の情報工学科校舎建設予定地と情報処理セン

ター、及び理学部2号館増築地とを結ぶ二河川が、時期を異にして存在したことが想定される。特

に､後者の場合については､両地点の中間に位置する電子工学科校舎南側の立合調査罰Lでも､成川
式土器を包含する同様な粗砂層の存在が確認されていることからも、このような想定の成り立つ可

能性は高い。また、理学部2号館の東方に存在する玉利池について、これをかって存在した自然河

川の名残とみなす考えもあ361。

現在、鹿児島大学の西方を南流する新川は、田_上川の下流にあたるが、これは文化3年人工河川

としてつけかえられたもので、それ以前の田上川の下流部は、より北方を流れていたことなどが

「三国名勝図絵」に記されている。これによれば、田上川の下流部は旧中村と旧荒田村との境に

なっていたという。今回、河2について想定した自然流路はその位置から考えて、これに当てても

大過ないものと考えられるのである。

以上のことから、旧田上川下流部が、現鹿児島大学郡元キャンパス内を、時期によって流路を変

えながら東流していたこど%《改めて確認されたわけである。この流路が存在した部分は､郡元団
地内の1m等高線地図でみた場合、南北二ヶ所にみられる低地部の北側のものに当たる。そして、

その南側の若干比高差のある部分に、古墳時代の集落杜が広がる。現在、古墳時代にさかのぼる自

然河川痕は確認されていないが、存在したとすれば、当地域ではやはりこの低地部を流れていたこ

とは十分に考えられることであろう。池畑耕一氏は古墳時代の本キャンパスの想像図を示している

殺その図には河に南接して集落が展開し､その北側には水田が広がる光景が描かれている｡今
後の調査にあたっては、このような景観を考慮にいれながら、遺構の検出にあたることも必要であ

ろうと考えられる。
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表4郡元団地B-8．9区出土土器観察表

表5郡元団地B－8．9区出土石器計測表

表6平成2年度立合調査時出土土器観察表

－1㈹一

図番号 器種 出土区 出土層 色調・袖鯛 胎土・磁胎 調整・施文 備考

4－1 兜 Nolトレンチ Ⅱ 外面・内面；淡褐
色．

5mm大の砂粒を含
む．角閃石，黒曜
石小片．

外面；ユビオサエのちナ
デ．内面；ユビオサエの
ちハケ？のちナデ．底面；
ユビオサエのちナデ．

4－2 喪 N'olトレンチ Ⅱ 外面・内面；淡濁
黄褐色．

砂粒(径l～8m）
を多数含む．

外面；ユピオサエのち？
内面；ユビオサエのちナ
デ．

内外面とも磨耗が
著しい．脚径11.5
C、

4－3 塾 No2トレンチ Ⅱ 外面；暗橿褐色．
内面；黒褐色．脚
部内面；明灰褐色

細砂粒を含む．角
閃石，黒曜石．

ユピオサエのちナデ．

4－4 受 No2トレンチ U 外面；明茶褐色．
脚部内面；黄白
色．

細砂粒を含む．石
英
粒
角閃石，赤色
黒色粒．

ユビオサエのちナデ．

4－5 碗 No3トレンチ Ⅱ 外面
内面
明授褐色．
黒褐色．

微細．黒色粒を微
通含む．

ナデ．

4－6 皿 Nolトレンチ Ⅱ 外面・内面；青白
色．

微細． 施袖． 口径(10．7)cm.

4－7 碗 No3トレンチ Ⅱ 緑色． 淡灰緑白色を呈す
る．

外面・内面；施紬．
外面；蓮弁文（片切彫）

4－8 碗 No3トレンチ Ⅱ 透明． 緑灰色を呈する． 外面；回転ケズリのち施
紬．内面；回転ナデのち
片切彫のち施紬．

4－9 皿 Nolトレンチ Ⅱ 若干青みがかった
淡緑白色．

淡灰白色を呈する． 高台畳付部を除き全面施
軸．

紬の厚ざは内面→
外面→高台見込み
の順に薄くなる．
口径10.7cm・底径
(6.6)an.

4－10 碗 No3トレンチ Ⅱ 淡灰白色軸． 淡灰白色を呈する． 全面；施軸．

4－11 描鉢 No3トレンチ Ⅱ 外面・内面；暗茶
褐色．

細砂粒を多く含む． 全面；ケズリのち回転ナ
デ．

4－12 鉢 Nolトレンチ Ⅱ 外面；暗茶褐色．
一部スス付藩．内
面；明横褐色．

細砂粒を含む．赤
色粒，黒色粒．

外面・内面；丁寧なナデ．
底面；粗いナデ．

口径23.6cm.底径
20.2cm．

4－13 皿 Nolトレンチ 撹乱職 外面；黄白色．内
面；緑色～黄緑
色．

堅綴． 外面；回転ヨコナデ．一
部施紬．内面；施紬

陶器．回転糸切り
底．口径10.2cm．
底径4.2cm．

4－14 翌 表採 外面・内面；灰褐
色.(不透明袖）

微細．細砂粒を少
鼠含む．

施袖． 外面；光沢がある．
口径(29.9)cm.

5－1 土製
人形

黄橿色． 微細． 作り． 高き4.1cm.幅3.2
c､，厚さ1.9cm．

5－2 土製
人形

黄燈色． 微細． 型作り．

図番号 出土トレンチ 出土層 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(8)

6－1 16．0 15.5 2.6 250

6－2 17.0 14.7 8.6 710

図番号 器種 出土区 出土層 色調・袖調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

8－1 深鉢 ⑥ 排土中採集 外面；黒褐色．
内面；茶褐色

石英，角閃石，白色
粒，赤色粒，黒色粒
を含む．

外面；条痕文+3.Sirnn幅
の沈線．内面;条痕文．

焼成；良好．

8－2 深鉢 ①～④ 排土中採集 茶褐色． 石英，角閃石，白色
粒，黒色粒を含む．

外面；貝殻腹縁刺突によ
る擬縄文．内面;条痕文．

焼成；良好．

8－3 鉢？ ①～④ 排土中採集 外面
内面
黄褐色．
灰褐色．

微細粒を含む． 外面
内面
ヘラナデ．

ナデ．
焼成；良好．底
径(7.0)cm

8－4 どろめんこ ①～④ 排土中採集 外面；黒色．
内面；暗赤褐
色．

石英，角閃石，白色
粒を含む．

外面；ナデ，貝殻腹縁刺
突．内面；ヘラケズリ状
条痕のちナデ．



表7平成2年度立合鯛査時出土石器計測表

表8平成3年度立合鯛査時出土遺物観察表
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図番号 器棚 出土区 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

8－5 深鉢 ⑦ ③ ■
■

外而；黒褐色
内面；茶褐色

角閃石，白色粒を含
む．

外面;1.5～2.Omm幅の沈
線．内而；ケズリのちナ
デ＋ユピオ･サエ．

内而にはナデた
ときに付いたと
思われる，擦過
痕が残る醤

8－6 深鉢 ①～④ ③ 外面；黒褐色．
内面；茶褐色．

石英，角閃石，白色
粒を含む．

外面；1.5～2.Omm幅の沈
線．内面；ケズリのちナ
デ＋ユビオサエ．

8－7 蕊 マンホー

ルC

排土中採集 明茶褐色． 石英
粒
，角閃石，白色
鼎色粒を含む．

外而；ヨコナデ．
内面；ユビオサエ＋ヘラ
ケズリ．

8－8 艶 ⑥ 不明 横灰白色． 石英，角閃石を多く
含む．黒色粒を含む．

外面；ヨコナデ＋ヘラケ
ズリ．内面；ヨコナデ＋
ユビオサエ．

8－9 艶 ①～④ 排土中採集 外而；明赤褐
色．内而；暗
赤褐色．

角閃石，白色粒を含
む．

ヨコナデ．

8－10 碗？ ⑥ ② 外面；桧白色．
内面；灰白色．

細砂粒を含む．赤色
粒，黒色粒を含む．

摩滅のため不明． 摩滅が激しい．

8－11 壷？ ⑳ 濁灰色砂混
じI)砂質シ
ルト(盛土）

外面；椴色．
内面；明灰色．

微細粒を含む．黒色
粒．

摩滅により不明．

10－1 蕊 C ④ 外而；明茶褐
色．内而；黄
白色．

砂粒を多く含む．石
英．角閃石．

ナデ．突帯部；ユビオサ
エのちナデ．

10－2 蕊 B ④ 外而；灰白色
～黒色．内面；
灰白色．

細砂粒を含む．石英
角閃石．

ナデ． スス？付着．

10－3 饗 B ④ 外面
内面
赤褐色．
灰褐色．

砂粒を含む．石英，
角閃石，黒色粒．

外而；ユビオサエのちナ
デ．内而；ナデ．

10－4 翌 ， ④ 外而；灰黄褐
色．内面；樋
褐色．

砂粒を多く含む．石
英，角閃石．

ユビオサエのちナデ．

]0－5 蕊 B ④ 燈白色． 石英，角閃石，白色
粒，赤色粒，黒色粒．

ハケ．

10－6
寺＆炉

imf F ④ 明灰褐色． 砂粒～細砂粒を含む．
角閃石，赤色粒
色粒．

黒
ユビオサエのちナデ．

10－7 壷 B ④ 外而；淡授白
色．内而；淡
授白色～黒色．

石英，角閃石，黒色
粒．

外而；ナデ．内面；ユビ
オサエ．

10－8 大発 B ④ 灰白色． 白色粒を含む． 外而；タタキ？内面；同
心円状あて具痕

外面が摩耗して
いる．

図番号 器種 出土頂 出土屑 長さ(cm) ffi(cm) 厚き(cm) 亜苔(g) 備考

10－9 叩き石 B ④ 9.5 6.9 5.6 580

図番号 器棚 部位 出土廟 色調・軸澗 胎土・磁胎 澗盤・施文 備考

18－1 翌 胴部 排土中 外面；樋白色．内
面；樋白色．

砂粒を含む．角閃
石，黒色粒．

外面；ナデ．内面；ユビオ
サエのちナデ．

胴部に一条の絡縄
突帯．傾き不明．

18－2 蕊 脚部 排土中 外面；樋褐色．内
面；茶褐色．外底
面；樋白色．

砂粒～細砂粒を含
む．角閃石，黒色
粒．

外面；ナデ．内面；ナデ．
外底面；ユビオサエのちナ
デ．

18－3 艶 脚部 排土中 外面；暗樋褐色．
内面；茶褐色．

砂粒～細砂粒を含
む．角閃石．

外面；ナデ．内而；ユピオ
サエのちナデ．外底面；ユ
ビオサエのちナデ．

外底而に板状工具
痕が数条残る．



表9郡元団地S・T－6．7区出土遺物観察表

－102－

図番号 器種 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 鯛整・施文 備考
18－4 翌 脚～底部 排土中 外面；糧褐色．内

面；橿褐色．
細砂粒を含む．角
閃石，黒色粒．

外面；ユピオサエのちナ
デ．内面；ユピオサエのち
ナデ．

底径（6.9）函．

18－5 高坪 脚部 排土中 榎褐色．一部，
色顔料が残存．

赤 徴細．赤色粒． 外面；ケンマ？ 器面全体が摩滅し
ており，飼整が判
然としない．

18－6 大喪？ 胴部 排土中 外面；灰色．内
面；灰色．

徹細．灰色． 外面；格子状タタキ痕．
面；同心円あて具痕．

内 須恵器．傾き不明．

18－7 播鉢 底～胴部 排土中 暗茶褐色紬． 赤褐色． 外面；施紬．
底面；ナデ．

内面；施紬． 底径(12.5)cm.

図番号 器種 出土区 出土層 色調･紬溺 胎土・磁胎 鯛整・施文 備考

28－1 翌 No2トレンチ H1 外面
内面
暗茶褐色．
明茶褐色．

粗砂粒～細砂粒を含
む．角閃石，金雲母．

ユビオサエのちナデ．

28－2 鉢 NO2トレンチ H1 外面；灰白色～濁
白色，内面；灰色．

細砂粒を含む． 外面；自然紬が風化し
ている．内面；同心円
状あて具痕．

底径(4.8)cm.

28－4 喪 No2トレンチ H2 外面；暗褐色～灰
褐色．内面；灰褐
色．

石英，角閃石を含む． ち
部
ナ
エ

の
帯
コ
サ

エ
突
ヨ
オ

サ
ー
ち
ビ

オ
デ
の
ユ

ピ
ナ
エ
．
，

ユ
ち
サ
面

；
の
オ
内

面
ケ
ピ
・

外
ハ
ュ
デ

のちケズリのちナデ．
28－5 壷 No2トレンチ H5 明澄褐色 粗砂粒～砂粒を多く

含む．石英，角閃石，
白色粒，赤色粒．

外面；横方向のハケの
ちナデ．内面；（ハ
ケ？）のちナデ．

口径（15.3）函．

28－6 壷 No2トレンチ H5 外面；樋白色～黒
色．内面；橿白色．

砂粒を含む．石英，
角閃石，白色粒．

外面；ハケ．内面；ユ
ピオサエのちハケ．

口径11.6cm．

28－7 壷 No2トレンチ P8 暗赤褐色． 石英，角閃石，白色
粒，黒色粒．

外面；ケンマ．内面；
ハケのちナデ．

若干摩滅している．

30－1 壷 No3トレンチ H6 外面；明授褐色．
内面；明灰褐色．

砂粒～細砂粒を含む．
石英，角閃石，赤色
粒，黒色粒．

外面；ヘラナデ．内面；
摩滅のため不明．

30－2 高坪 No3トレンチ SD2 (赤色顔料付藩の
ため）赤色．

粗砂粒～細砂粒を含
む．石英，角閃石，
赤色粒，黒色粒．

外面；ハケのちナデ．
内面；ヨコハケ．

ハケ目はほとんど
消えている．外
面；赤色顔料付藩．

30－3 不明 No3トレンチ SD2 明燈褐色． 粗砂粒一砂粒を含む．
石英．

外面；ナデ．内面；ナ
デ．

30－4 高坪 No3トレンチ P20 暗茶褐色． 粗砂粒～細砂粒を含
む．角閃石，
赤色粒．

白色粒
口唇部付近；ヨコナデ．
外面下部；ケンマ．他；
ナデ．

32-1 翌 No4トレンチ H7 淡明褐色． 角閃石． 外面；ハケのちナデ．
内面；ユピオサエのち
ナデ．

32－2 翌 No4トレンチ H7 淡明褐色． 砂粒を含む．角閃石
黒曜石．

外面；ユビオサエのち
ナデ．内面；ユビオサ
エのちナデ．

脚径10．8cm．

42－1 壷 Nol2トレンチ H8 外面；暗茶褐色．
内面；樋褐色．

粗砂粒～細砂粒を含
む．石英，白色粒
赤色粒．黒色粒．

外面；ハケのちナデ．
摩滅のため不明．

内面；摩滅してい
る．底径（8.3）
C、．

42－2 高坪 Nol2トレンチ H8 外面；赤色顔料付
藩．内面；黄白色
～黒色．

石英，角閃石
粒，赤色粒

，白色
黒色粒．
外面；ハケのち横方向
のケンマ．内面；ナデ．

42－3 小形九
底壷
Nol2トレンチ H8 外面；黒褐色．内

面；明灰褐色．
細砂粒を含む． ナデ． 底径（2.95）函．

42－4 蕊 Nol2トレンチ H9 外面；明褐色～明
灰褐色，（ススの
ため）黒色．内面；
明褐色．

砂粒を含む．石英
角閃石，白色粒，赤
色粒．

外面・内面；ハケのち
ナデ．口唇部付近；ナ
デ．

外面；突帯より下
位スス付藩．内
面；若干剥落．口
径28.Son.26.7an．

43－1 翌 Nol2トレンチ SD4 淡濁褐色． 微砂粒を含む．角閃
石，黒曜石．

ユピオサエのちナデ．

43－2 壷 Nol2トレンチ SD4 外面；淡濁黄白色．
内面；淡黄白色．

石英，角閃石． 外面；ユピオサエのち
ナデ．内面；ユビオサ
エのちナデ．

底径(8.2)cm.

43－3 高坪 Nol2トレンチ SD4 淡黄白色． 微細な砂粒を含む． ユビオサエのちナデ．
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図番号 器種 出土区 出土層 色調・粕調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

43－4 兜 Nol2トレンチ SD5 褐色． onun大の砂粒含む．
石英．

外面；ユビオサエのち
ハケのちナデ．内面；
ユビオサエのちハケの
ちナデ．口唇部付近の；
ヨコナデ．

43－5 塾 Nol2トレンチ SD5 外面；淡褐色．内
面；濁灰褐色．

石英，角閃石． ユビオサエのちナデ．

43－6 壷 Nol2トレンチ SD5 淡濁褐色． 微細な砂粒を含む． 内面見込；ユビオサエ．
底部外面；回転へラ切
り痕．

底径(7.2)cm.

43－7 壷 Nol2トレンチ SD5 外面；黄褐色．
面；淡濁褐色．

内 角閃石． ユビオサエのちナデ． 底径(7.8)cm.

43－8 鉢 Nol2トレンチ SD5 外面；濁褐色．内
面；淡黄白色．

微細な砂粒を含む．
角閃石．

内面；一部回転ナデ痕
残存．

43－9 高坪 Nol2トレンチ SD5 外面；淡黄褐色．
内面；濁灰褐色．

角閃石． ユピオサエのちナデ．

43-10 碗 Nol2トレンチ SD5 淡黄白色． 微細な砂粒を含む． 外面；高台部回転ナ
デ，見込部回転ケズ
リのちナデ．内面；ユ
ビオサエのちナデ．

底径(4.1)cm.

43－11 杯 No12トレンチ SD5 淡青灰白色． 1ntnt大の砂粒もごく
わずか含まれる．徴
細な砂粒を含む．

面
込
台
ち

内
見
高
のリ

デ
デ
デ
ズ

ナ
ナ
ナ
ケ

転
転
ち
転

回
回
の
回

合
勺
言
●
９
，
叩
ク
●
●
Ｐ

面
部
ズ
側
デ

外
体
ケ
内
ナ

須恵器．ろくろ回
転は時計回り．底
径（9.5)cm.

47－1 翌 Nol3トレンチ HlO 明茶褐色． 砂粒～細砂粒を含む．
石英，黒色粒．

ナデ．口縁部付近；ユ
ピオサエのちナデ．

47－2 翌 Nol3トレンチ HlO 外面；暗茶褐色．
内面；暗黄褐色．

砂粒～細砂粒を含む．
石英，角閃石．

ナデ

オサ

■

エ

突帯付近；ユビ
のちナデ．

外面；スス付藩．

47－3 鉢 Nol3トレンチ HlO 明橿褐色． 細砂粒を含む．角閃
石，黒色粒．

口縁部付近；ユビオサ
エのちナデ．他；ケズ
リのちナデ．

口径（22.3)cm.

47－4 高坪 Nol3トレンチ HlO 外面
付藩《
内面

(赤色顔料
〕ため）赤色．
明灰褐色．

砂粒～細砂粒を含む．
赤色粒，黒色粒．

外面；縦方向のケンマ．
内面；ナデ．

外面；赤色顔料．
脚径(9.4)cm.

47－7 大翌？ No13トレンチ P73 外面；（自然紬）
暗灰褐色．内面；
明灰褐色．

細砂粒を含む．赤色
粒．

外面；格子目状のタタ
キ．内面；同心円状の
あて具痕．

須恵器．傾き不
明．

49－1 晃 Nol4トレンチ Hl3 外面；明黄褐色．
内面；（欠損のた
め）不明．

細砂粒を含む．黒色
粒．

外面；ナデ． 底径6.3an．

別－1 翌？ Nol5トレンチ Hl4 外面；黒色．内面；
暗茶褐色．

砂粒を含む．石英
角閃石，白色粒，赤
色粒．

外面；横方向のナデ．
内面；ヨコナデ．

51－2 高坪 Nol5トレンチ Hl4 淡橿白色． 砂粒～細砂粒を含む．
石英，角閃石．白色
粒，赤色粒，黒色粒．

ナデ．

51－3 翌 Nol5トレンチ P88 外面；暗赤褐色．
内面；茶褐色～黒色．

砂粒を含む．石英，
角閃石，白色粒．

外面；ナデ．内面；横
方向のナデ．

51－4 翌？ Nol5トレンチ PlO4 外面；淡赤褐色．
内面；赤褐色．

砂粒～細砂粒を含む．
石英，角閃石，白色
粒．赤色粒，黒色粒．

外面；ナデ．内面；ユ
ビオサエのちナデ．

刻み；ハケ目原体
による．

51－5 聖 Nol5トレンチ P105 外面；糧白色～灰
白色．内面；黄灰
白色．

石英，角閃石，白色
粒，赤色粒，黒色粒．

外面；ユピオサエのち
ナデ．内面；ヘラケズ
ﾘのちナデ．

脚径9.7cm.

53－1 深鉢 Nol6トレンチ SD7 外面；暗黄灰黒色．
内面；茶褐色．

粗砂粒を含む．石英
白色粒．

外面；ユビオサエ．内
面；ハケ．

底径(7.6)cm.

53－2 兜 Nol6トレンチ SD7 燈白色． 石英，角閃石，白色
粒を含む．

ナデ．

53－3 翌 Nol6トレンチ SD7 外面；明橿白色．
内面；灰黒色．

石英，角閃石，白色
粒．赤色粒，黒色粒．

外面；ハケ．内面；ユ
ピオサエ．

53－4 受？ Nol6トレンチ SD7 明黄橿色． 粗砂粒を含む．石英，
角閃石．

ヨコナデ． 脚径（9.1)cm.

53－5 亮？ No16トレンチ SD7 緬
坤
雨

(赤色顔料
こめ）赤色．
黒色．

石英，角閃石，黒色
粒．

外面；ヨコナデ．内面；
ユビオサエ．

外面；赤色顔料付
荘．

53－6 翌？ Nol6トレンチ SD7 外面；（赤色顔料
のため）赤色．内
面；明橿色．

石英，角閃石，白色
粒，黒色粒．

外面；横方向のナデ．
内面；ユビオサエのち
横方向のナデ．

外面；摩滅してい
る．



図裕号

53－7

53－8

53－9

55－1

55－2

55－3

55－4

55－5

55－6

55－7

56－1

56－2

56－3

56－4

56－5

56－6

56－7

56－8

56－9

56-10

57－1

57－2

57－3

57－4

57－5

器種

高坪

碗

喪

斐

受

蕊

壷

高坪？

高坪

期

壷

壷

長頚
壷？

高坪

高坪

碗

碗

坪

碗

坪

喪

斐

坪

高坪

高坪？

出土区

Nol6トレンチ

Nol6トレンチ

Nol6トレンチ

Nol7トレンチ

Nol7トレンチ

Nol7トレンチ

Nol7トレンチ

Nol7トレンチ

Nol7トレンチ

Nol7トレンチ

No9トレンチ

No8トレンチ

No8トレンチ

No8トレンチ

不明

No8トレンチ

No8トレンチ

不明

No2トレンチ

No4トレンチ
+No9トレン
チ

Nol4トレンチ

Nol4トレンチ

Nollトレンチ

Nol4トレンチ

Nol2トレンチ

出土層

SD7

SD7

SK2

SK3

SK3

SK3

SK3

SK3

SK3

SK3

I

I

I

Ib

I

Ib

lb

I

I

I

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

色調・紬調

外面；（赤色顔料
付藩により）赤色．
内面；極白色．

明茶褐色．

明樋白色．

外面
内面
明灰褐色．
明茶褐色．

外面；明橿褐色．
内面；明燈褐色～
明灰褐色．

外面；明燈褐色．
内面；明茶褐色．

外面；暗燈褐色．
内面；茶褐色．

明灰褐色．

外面；明機褐色．
内面；明橿褐色～
暗灰褐色．

外面；（赤色顔料
付着のため）赤横
色．内面；暗橿褐色

濁褐色．

外面
面；
；暗褐色．
淡黄白色．

内

外面；淡青灰白色．
内面；濁青灰褐色．

淡濁白褐色．

褐色．

淡黄白褐色．

淡黄白色．内面；
一部赤撞色（摩滅
のため不詳）

外面；青灰色．内
面；青灰白色．

淡青白色．

淡黄白色．

暗茶褐色．

外而・内面；明樋
褐色．脚部内面；
暗灰褐色．

外面；明橿褐色．
内面；榎褐色．

明橿褐色．

外面；暗黄茶褐色．
内面；黒色．

胎土・磁胎

霧赤灘戸黒鴎

石英
粒 赤蕊酉，

白色

細砂粒を含む．

砂粒を含む．石英，
赤色粒．

砂粒～細砂粒を含む．
角閃石，黒色粒，赤
色粒．

砂粒～細砂粒を含む．
石英，白色粒，黒色
粒．

2－4画大の＊を微
魁含む．細砂粒を含
む．石英，黒色粒．

細砂粒を含む．

砂粒～細砂粒を含む．
角閃石，赤色粒，黒
色粒．

細砂粒を含む．石英
角閃石，白色粒，黒
色粒．

石英，角閃石を含む．

石英・角閃石．

微細な砂粒を含む．
角閃石．

ごく微細な砂粒を含
む．雲母？

砂粒を多く含む．

微細な砂粒を含む．

微細な砂粒を含む．

微細な砂粒を含む．

砂粒を若干含む．胎
土の色調は淡黄白色．

微細な砂粒を含む．

細砂粒を含む，黒色粒．

粗砂粒～細砂粒を含
む．石英，角閃石，
白色粒．黒色粒．

細砂粒を含む．赤色
粒．黒色粒．

細砂粒を含む．
粒．黒色粒．

白色

角閃石，白色粒，黒
色粒を含む．
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調整・施文

外而；縦方向のミガキ．

ナデ．

ヨコナデ．

内面；ヨコナデ．外面；
剥落のため不明．

(摩滅のため）不明．

ユビオサエのちナデ．

外面；ハケのち丁寧な
ナデ．内面；ハケのち
ナデ（ハケ具の押え痕
が数条残存)．

ヨコナデ．

摩滅のため不明．

ナデ．内面；ユビオサ
エ.

外面；ユビオサエ．内
面；ユピオサエのちナデ．

外面；ナデ．内面；ハ
ケのちナデ．

外面；回転ナデ．内面；
ユビオサエのちナデ．

外面；ユピオサエのち
ナデのちケンマ．内面；
ユビオサエのちナデ．

外面；（鞭方向の）ケ
ンマ．内面；ユビオサ
エのちケズリのちナデ．

外面；回転ナデ．内面；
回転ナデ，見込部分に
はユピオサエ痕もみら
れる．

外面；ユビオサエのち
ナデ．高台付近；回転
ナデ．内面；ハケのち
丁寧なナデ．

外面；回転ナデ．高台；
回転ナデ．高台見込；
ユビオサエのちナデ．
内面；ナデ．

外面；ケズリのち回転
ナデのち施紬．内面；
回転ナデのち施紬．商
台；削りだし．

外面・内面；回転ナデ．
底面；へラ切りケズリ
のちナデ．

ヨコナデ．

ユビオサエのちナデ．

内面；ユビオサエのち
ナデ．外面；ナデ．

ユビオサエのちナデ．

外面；ユビオサエのち
ナデ．

備考

外而；赤色顔料付
着．

脚径(6.9)cm.

一部に赤色顔料が
付藩している．

傾き不明．

傾き不明．

胴部最大径
(10.7)cm.

傾き不明．

外面；赤色顔料付
新．

口径(12.0)cm.

脚径(10.2)cm.

内・外面；赤色
(外面；摩滅のた

9翻浮
内面；赤色．脚径
8．3cm．

須恵器．脚径
(8.1)cm.

脚径(5.4)cm.

外面；赤，墨番あ
り．口径（12.7）
cm・底径6.22cm.
器高5.3cm．

底径(6.3)cm.



図番号 器槻 出土区 出土廟

57－6 高坪 不明 Ⅱ

57－7 坪 NolOトレンチ Ⅱ

57－8 壷？ Nol6トレンチ Ⅱ

57－9 碗 Nol2トレンチ Ⅱ

57-10 坪 NolOトレンチ Ⅱ

57-11 洩鉢 Nol3トレンチ H

57-12 兜 NolOトレンチ Ⅱ

57-13 不明 NolOトレンチ Ⅱ

57-14 不明 NolOトレンチ Ⅱ

57-15 高坪？ NolOトレンチ n

57-16 坪 Nollトレンチ Ⅱ

57-17 坪 Nollトレンチ Ⅱ

57-18 坪 NolOトレンチ Ⅱ

57－19 大翌？ Nollトレンチ Ⅱ

58－1 不明 不明 Ⅲa

58－2 坪 不明 nia

58－3 長頚蕊 Nol3トレンチ Ⅲa

58－5 蕊 Nol3トレンチ Ⅲb

58－6 艶 Nolトレンチ nib

58－7 翌 Nolトレンチ mb

58－8 壷 不明 nib

58－9 琳 Nol3トレンチ Ⅲb

58-10 高坪 Nollトレンチ Ⅲb

58－11 高坪 Nol3トレンチ Ⅲb

58-12 高坪 Nollトレンチ mb

58－13 商坪 Nollトレンチ nib

58-14 商坪 Nollトレンチ Ⅲb

58-15 坪 Nol3トレンチ lUb

58-16 碗 Nollトレンチ mb

58-17 坪 Nollトレンチ Ⅲb

色調・軸調

外面；淡黄白色．
内面；淡濁褐色．

灰褐色．

灰色．

外而；淡黄白色．
内而；黒褐色．

灰褐色．外面；自
然紬．

外而
内面
暗茶褐色．
黒褐色．

外而；暗橿褐色．
内面；明茶褐色．

外而
内而
暗灰褐色．
灰褐色．

外面；黒褐色．内
面；灰白色．

暗灰褐色．

淡濁灰色．

灰白色．

明灰褐色．

外而
灰色

外面
面；

(軸付）明緑
内而；灰色．

;茶褐色．内
俺茶褐色．

灰白色．

外而
内面
明灰褐色．
灰褐色．

外面；暗褐色．内
面；黄褐色．

明機白色～暗授白
色．

外而；赤褐色．内
而；赤褐色～黒色．

外而；淡褐色．内
面；淡灰褐色．

外而；（丹塗りの
ため）赤色．内面；
淡褐色．

外面;(丹塗りのため）
赤色．内面;灰褐色

黒灰色．

淡褐色．

(丹塗')のため）
赤栂色．

明機褐色．

外而；背灰色．内
而；う灰白色．

燈白色．

外面；黄白色．内
面；黄褐色．

胎土・磁胎

微細な砂粒を含む．

細砂粒を含む．黒色
粒．

徹細な砂粒を含む．
白色粒．

微細な砂粒を含む．
石英，角閃石．

微細な砂粒を含む．
白色粒．黒色粒．

細砂粒を含む．赤色
粒．

粗砂粒～細砂粒を含
む．石英，角閃石，
赤色粒，黒色粒．

砂粒を含む．白色粒．
黒色粒．

微細な砂粒を含む．

微細な砂粒を含む．

微細な砂粒を含む．
黒色粒．

微細な砂粒を含む．

微細な砂粒を含む．
明灰褐色．

砂粒を少量含む．白
色粒．

石英，角閃石，白色
粒，赤色粒．黒色粒．

微細な砂粒を含む．

砂粒を含む．角閃石，
白色粒，赤色粒．

石英，角閃石．

粗砂粒を含む．石英
角閃石．

粗砂粒を含む．石英
角閃石，白色粒，赤
色粒．黒色粒．

石英，角閃石を含む．

微細な砂粒を含む．

微細な砂粒を含む．
角閃石，黒色粒．

細砂粒を含む．白色粒．

石英，角閃石を含む．

細砂粒を含む，赤色
粒，黒色粒．

砂粒～細砂粒を含む．
赤色粒，黒色粒．

砂粒を少し含む．白
色粒．

細砂粒を含む

石英を含む3mm大
の砂粒を含む．

－105－

調整・施文

ナデ．

回転ナデ．

外面体部；ケズリのち
ナデ．底面；ナデ．
面；回転ナデ．

内

外面；不明．内面；ユ
ビオサエのちケンマ？

ヨコナデ．

ケンマ．

外面；一条の横位の沈
線と下位に縦方向のハ
ケ目あり．

ヨコナデ．

ヨコナデ．

ヨコナデ．

外面；ケズリのち回転ナ
デ．底面；高台周縁回転
ナデ，見込部ナデ.内面；
休部回転ナデ．見込ナデ．

外面；ナデ，回転ナデ
(高台部）内面；回転ナ
デ．ナデ

ナデ．脚部；ヨコナデ．

外面；タタキ．内面；
I司心円状のタタキ．

ナデ，ハケ．

回転ナデ．

外面；ミガキ．内面；
ナデ．

外面；ユビオサエのち
ナデ．内面；ユビオサ
エのちハケのちナデ．

外面；ハケ．内面；ユ
ビオサエ．

ヨコナデ．

ユビオサエのちナデ．

外而；研磨（横方向）
底面はナデ．内面；丁
寧なナデ．

外面；ケンマ．内面；
ハケのちナデ．

外面;ミガキ.内面；ナデ，

ユビオ･サエのちナデ．

外面；ナデのちケンマ．
内而；ユビオサエのち
ナデ．

(畷滅のため）不明．

外面；体部ナデ，底部；
回転ナデ．

ナデ．

外面；回転ナデ．底面；
ユビオサエのちナデ．
内面；回転ナデ．

愉考

口径(13.3)cm.底径
4.2cm.底径(9.3)cm.

底径(7.8)cm.

内黒土師器．内外
而とも摩滅．底径
(9.1)cm.

底径(9.2)cm.

傾き不明．

須恵器

須忠器．

底径(8.6)cm.

一部自然紬付着．

外而；自然紬付着．

底径(7.0)cm.

底径（3.5）“,．

外面；赤色．

外面；赤色顔料付蒜

外面；赤色顔料付
蒲．内面；爪跡
(？）あり．

畷減している．

須忠器

底径(8.2)cm.

底径(8.2)cm.
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図番号 器種 出土区 出土層 色餌・紬調 胎土・磁胎 鯛整・施文 備考

58－18 坪 不明 mb 外面；黄白色．内
面；黒灰色．

微細な砂粒を含む．
白色粒．

外面；回転ナデ．内面；
ナデ．

58-19 坪蓋 Nol2トレンチ Ⅲb 淡濁灰色． 微細な砂粒を含む．
雲母．

回転ナデ．

58-20 坪 Nol2トレンチ Ⅲb 外面；灰褐色．内
面；明茶褐色．

微細な砂粒を含む．
白色粒．

外面；回転ケズリのち
ナデ．内面；ユビオサ
エのちナデ．

須恵器．

58-21 坪 不明 Ⅲb 淡青灰色． 微細な砂粒を含む．
白色粒．

回転ナデ．

58-22 壷 不明 mb 内外面とも緑色紬
かかる

微細な砂粒を含む． ユビオサエのちナデ． 紬は風化している．

58-23 大皿 Nollトレンチ nib 色餌；褐色．紬調；
暗茶褐色．

“
ひ
な砂粒を少量含 回転ケズリ．

59－1 鉢 Nol3トレンチ mb 糧褐色． 砂粒～細砂粒を含む．
石英，角閃石，黒色
粒．

ユピオサエのちナデ． 底面；木の葉圧痕
あり．口径；長径
19.4画，短径14.3
c､、器高6.4画．
底径；長径13.9画，
短径9.5m．

59－2 Nollトレンチ Ⅲb (丹塗りのため）
赤色．

細砂粒を含む．石英
白色粒．

ユビオサエのちナデ． 摩滅している．

59－3 鉢？ 不明 Ⅲb 外面；黒色．内面；
灰黒色．

粗砂粒を含む．白色
粒。黒色粒．

ヨコナデ．

59－4 喪 Nol4トレンチ mb 外面；暗褐色，一
部（ススのため）
黒色．内面；褐色．

粗砂粒～砂粒を含む．
石英，角閃石．

外面；ケズリのちユビ
オサエのちナデ．

外面上部にスス付
着．口径（21.5）
C、．

59－8 喪 不明 Ⅳ 茶褐色． 砂粒を含む．金盤母
白色粒．

ヨコナデ．

59－9 壷 Nol6トレンチ Ⅳ 内面；明橿褐色．
外面；明茶褐色．

砂粒～細砂粒を含む．
石英，角閃石，白色
粒。赤色粒．

外面；ケズリのちナデ．
内面；ハケ．

外面；ナデが粗雑
でケズリ痕残る．

図番号 器種 出土トレ 'チ 出土層 長さ（皿） 幅(cm) 厚き（函） 重き(g)

57-20 石庖丁？ Nol2トレ 'チ 2 5.1 3.5 0.4 16.0

57－21 石斧 Nollトレ /チ 2 6 5 ．6．2 19 140

58－4 砥石？ NolOトレ 'チ 3b 110 7.5 15 200

59－5 不明 Nol3トレ ノチ 3b 67 5.4＋a 55 50

59－6 砥石 Nollトレ 'チ 3b 93 4．3 18 150

59－7 石庖丁 Nol4トレ /チ 3b 36 3.9 0 6 10

44 石斧 Nol2トレ 'チ SD5 9.8＋a 9.2 14 154

28－3 No2トレ 'チ H1 3.3＋a 3.9＋a 0.7＋a 8

42－5 石庖丁 Nol2トレ 'チ H14 3.7 9.3 0.6 50

47－5 蔽打器 Nol3トレ 'チ H10 15.3 5.9 4.8 690

47－6 砥石 Nol3トレンチ H11 2.9 14.6 3.2 302

図番号 器種 出士灰 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 鯛整・施文 備考

“－1 浅鉢 f・g－10 河1 外面；暗茶褐色．内
面；黒褐色．

細砂粒を含む． 内面；貝殻状痕，ユ
ビオサエ．

外面は摩滅してい
る．

64－2 喪 f・g－lO 河1 外面；黄褐色．内面；
灰褐色．突帯部；明
茶褐色．

微細．角閃石を含む． ユビオサエ． 摩滅が激しい．

64－3 深鉢 f・g－10 河1 暗茶褐色． 砂粒～細砂粒を含む．
角閃石を含む．

ユピオサエのちナデ． 突帯に刻みが入る．
摩滅が激しい．

64－4 翌 i－8 河1 外面；明橿赤色．
面；黒灰色．脚内
面；明橿赤色．

内 石英，角閃石，金震
母，白色粒，
小磯を含む．

黒色粒
ユピオサエ，ナデ；
脚内面；ナデ．

64－5 蕊 h－9 河1 明橿褐色． 微細，黒色粒を含む． 摩滅のため不明．

64－6 壷 g－1 河1 外面；明授褐色．内
面；灰褐色．

砂粒を多く含む．石
英，角閃石を含む．
藤を少避含む．

外面；ユビオサエ 底径6.6画．内面；
は摩滅のため鯛整
不明．

64－7 高坪 f－2 河】 赤色顔料付葱のため
褐色．

微細砂粒を含む． 外面；ハケのちナデ．
内面；ナデ．

外面に砂粒が多数
付着している．
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図番号 器種 出土区 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

64－8 壷 f－9．10 河1 口唇部；黒色．口唇
部以下；暗茶紫色．
内面；緑黒色．

微細． 自然紬がかかる． 須恵器．口径
(20）函．

64－9 碗 h－10 河1 内面；灰黒色．脚外
･内面；樋白色．

石英，角閃石，黒色
粒を含む．

外面；ユピオサエの
ちナデ．内面；ナデ．
脚内面；ナデ．

内黒土師器．底径
8.2cm．

64-10 碗 f－l 河1 透明紬．緑色． 白色． 施紬． 青磁．

64－11 碗 f－1 河1 透明紬．緑色． 灰褐色． 施紬．内面；退化し
た連弁文．

青磁．

64-12 坪 h－9 河1 不透明袖．青白色． 灰褐色． 施軸． 青磁．紬が風化し
ている．

64-13 坪 h－9 河1 透明粕．青色． 灰褐色． 施紬． 青磁．

64-14 坪 f－2 河1 透明紬．腎色． 灰褐色． 施紬． 青磁．

64-15 皿 h－9 河1 不透明軸．緑白色． 明灰色． 施紬． 青磁．

64－16 碗 h－9 河1 不透明粕．緑色． 明灰色． 施粕． 青磁．内面には図
柄あり．

64-17 皿 g－10 河1 透明紬．緑灰色．貫
入あり．

明灰色． 施紬． 青磁．外面に一条
の横線．

64-18 碗 f－2 河1 透明紬．青色． 灰白色． 施軸．外面，内面の
見込み部分は無紬．

底径(7.1)cm.

“－19 羽釜？ h－9 河1 外面；暗灰褐色．内
面；明灰褐色．

微細． 外面；ユピオサエ．
内面；ナデ．

64-20 碗 f－2 河1 透明紬．白色． 白色． 施紬． 重ね焼の跡が残る．
底径4.2cm．

64－21 碗 9－1 河1 透明粕．薄緑色． 灰褐色． 施紬． 底径（4.3)cm.
64-22 碗 f－l 河1 透明粕．灰色がかつ

た青緑色．貫入あり．
微細．黄白色～白っ
ぽい赤褐色．

高台丑付け部のみ無
粕（かきとり）．

染め付け.口径(10.
3)函．底径（6.3）
c､、器高2.35cm.

65－1 播鉢 f－2 河1 外面；赤褐色～暗茶
黒褐色．内面；茶褐
色～黒色．

白色，黒色の粗砂粒
を含む．

ヨコナデ． 口径(24.6)cm.

65－2 鉢 f－1 河1 外面；暗褐色．内
面；黒灰色．

白色粒を含む． ヨコナデ． 口径(26.6)cm.

65－3 播鉢 不明 河1 外面；不透明紬．暗
茶褐色．内面；不透
明紬，暗褐色．

微細．茶褐色． 外面；ハケ目状工具
による調整．内面；
ナデ．口縁部上面；
工具による調整．

口縁部注口部分に
は施紬．口径30.9
画．底径12cm.器
高14.2cm.

68－1 不明 h－6 河3 明茶褐色． 石英，角閃石，白色
粒，赤色粒，黒色粒
を含む．

外面；沈線．内面；
ナデ．

縄文土器？

68－2 深鉢 i－5 河3 外面；茶褐色．内面；
暗灰褐色．

粗砂粒を多く含む．
石英，角閃石，白色
粒，黒色粒を含む．

摩滅のため不明． 摩滅が激しい

68－3 深鉢 不明 河3 底面外面；明茶褐
色．他；黒色．

砂粒を非常に多く含
む．石英，角閃石
白色粒，小磯を含む．

ナデ？（摩滅のため
不明）

摩滅が激しい．底
径(8.96)cm.

68－4 髭 h－6 河3 茶褐色． 砂粒を多く含む．石
英，角閃石，白色粒
を含む．

口唇部付近・突帯付近；
ヨコナ気他外面；ハ
ケ（？）のちナデ．内
面；丁寧なナデ．

接合線と
の跡が残

ノ、

る
ケ原体

68－5 尭 h－6 河3 外面；黄褐色．内
面；暗茶褐色．

石英，角閃石，白色
粒，赤色粒，黒色粒
を含む．

ユピオサエ，ナデ．

68－6 尭 不明 河3 茶褐色～灰褐色． 砂粒を多く含む．金
黙母，裳母，白色
粒，黒色粒を含む．

ヨコナデ？ 摩滅している．口
径(24.6)cm.

68－7 晃 i－4 河3 外面；暗褐色．内

。
●

面
色
口唇部下部；黒
内面他；褐色．

粗砂粒～砂粒を多く
含む．石英，角閃
石，金雲母，白色粒
を含む．

口唇部，突帯付近；
ヨコナデ．他；ハケ
(？）のちナデ．

外面にススが付藩
している．

68－8 受 i－4 河3古 外面；黄褐色～橿褐
色．

砂粒を多く含む．石
英，角閃石，白色粒
を含む．

外面；ハケのちナ
デ？内面；摩滅のた
め不明．

摩滅が激しい．

68－9 尭 h－5 河3古 外面；明茶褐色．内
面；黒褐色．

細砂粒を含む．赤色
粒，黒色粒を含む．

ユピオサエのちナデ．
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図番号 器秘 出士区 出土層 色調・袖調 胎土・磁胎 調整・施文 備考

68-10 蕊 i－5 河3古 外面；燈褐色～黄灰
色，一部黒灰色．内
面；暗褐色．

粗砂～砂粒を多く含
む．石英，角閃石
白色粒，赤色粒を含
む．

外面；ナデ．内面上
部；ハケ（？）のち
ナデ．内面下部；ナ
デ．脚台内；ナデ．

外面；二次焼成を
受ける．

68-11 尭 i－4 河3古 外面；明授褐色～黄
褐色．内面；暗褐色
～黒灰色．脚台内而；
黒灰色～灰褐色．

粗砂～砂粒を多く含
む

雲母
石英，角閃石，
，白色粒を含む．

脚端部付近；ヨコナ
デ．外面；ハケのち
ナデ。内面；ナデ．
脚台内面；ナデ．

脚径（10.65)cm.

68-12 壷 9－6 河3p
it

明茶褐色． 石英
粒
，角閃石，白色
黒色粒を含む．

外
デ
面
明

面；ハケ目，ナ

Ｄ
》
甲

ユビオサエ．内
；摩滅のため不

底径(8.0)cm

68-13 壷 i－4 河3古 外面；輪状に黒色，
他赤褐色．内面上部；
黒灰色，内面下部；
褐色．

常に

赤‘
隙，粗砂粒を非
多く含む．石英
閃石，白色粒，
粒を含む．

外面上部；ハケ(？）
のちナデ．他；ナデ．

外面；2次焼成を
受ける．

68-14 鉢 i－5 河3 外面；樟褐色，下部
黒灰色．内面；黄褐
色，横半分黒色．

粗砂粒
白色粒
む．

，

砂粒を含む．
赤色粒を含

外面；ナデ？内面；
ハケ？のちナデ.(摩
減のため不明)．

摩滅が激しい．

68-15 鉢 不明 河3 明褐色． 砂粒を多く含む．石
英，角閃石，白色粒，
赤色粒を含む．

体部外面；ハケ（5
本/cm)
脚部内

のちナデ．
･外面；ナ

デ．体部内面；はけ
(5本/cm)のちナ
デ．

68-16 鉢 h－5 河3 外面；赤褐色．内面；
赤褐色～黒灰色．

石英，角閃石，白色
粒，黒色粒を含む．

外面；ユビオサエ，
ナデ．内面；ヘラミ
ガキ．

底径6.7cm

68-17 高坪 h－6 河3 外面；丹塗I)のため
赤色．内面；明茶褐
色．

微細な砂粒を含む．
白色粒，黒色粒を含
む．

外面；ミガキ．内
面；丁寧なナデ．

赤色顔料付着．

68-18 高坪 i－4 河3 外面；丹塗りのため
赤色．内面；灰白色．

砂粒・細砂粒を含む．
石英，金雲母，白色
粒，赤色粒を含む．

外面；ハケのちミガ
キ（主に横方向)．
内面；（ハケ？）の
ちナデ．

赤色顔料付着．脚
径(11．8)cm.

68－19 ill h－5 河3 樋白色～乳白色． 溌含幹粒，
黒色 ナデ． 底径3.2cm．

69－1 深鉢 h－6 I 暗褐色．口縁部付近；
黒褐色．

砂粒～細砂粒を含む．
角閃石．

(摩滅のため）不明．

69－2 深鉢 不明 I 暗紫灰色． 砂粒を多く含む。石
英．角閃石．

(摩滅のため）不明． 摩滅が著しい．

69－3 翌 h－6 I 明橿褐色． 砂粒～細砂粒を含む．
石英，角閃石，黒色
粒．

外面；ハケ？他；不
明．

摩滅が著しい．脚
径(7.7)cm.

69－4 変 f・9－6 I 外面；茶褐色．内面；
暗褐色．

砂粒～細砂粒を含む．
角閃石，赤色粒．

(摩滅のため不明）ナ
デ？

摩滅が著しい．脚
径(6.8)cm.

69－5 塾 不明 I 外面・脚台内面；灰
色．内面；赤褐色．

砂粒を多く含む．石
英，角閃石，白色粒．

外面；横方向のハケ
のちナデ．内面・脚
台内面；ナデ．

脚径（11.1）邸．

69－6 鉢？ f・9－6 I 外面；明灰褐色．内
面；黒色．

粗砂粒～細砂粒を含
む．角閃石，白色
粒．

外面；ハケ．内面；
ハケのちユビオサエ

摩滅している．

69－7 鉢？ f・g－6 I 赤褐色． 細砂粒を含む．白色
粒，黒色粒．

(曜滅のため）不明． 摩滅が著しい．

69－8 壷 h－6 I 外面；明橿色．内面；
淡褐色～黒灰色．

粗砂粒～細砂粒を多
く含む．石英，角閃
石，金雲母，白色粒，
赤色粒，黒色粒．

ヨコナデ． 口径(15.2)cm.

69－9 碗 不明 I 白色の透明紬． 白色． 施紬． 白磁．

69-10 皿 不明 I 背白色の透明紬． 灰白色，微細な白色
粒を少し含む．

施紬． 青磁．

69-11 石鍋 不明 I 明灰褐色． ケズリ． 滑石製．

69-12 深鉢 不明 I 緑褐色の不透明紬．
（外面；風化してい
る.）

細砂粒を含む，赤禍
色．

外面；横位のカキ目
のち施紬．内面；施
柚．

口径
底径 I
32.2)cm.
14.9）“，

器高11.85cm



図番号 器種 出土区 出土層

70－1 深鉢 h－4 Ⅲ

70－2 翌 i－10 、

70－3 喪 i－10 Ⅲ

70－4 翌 i－9 Ⅲ

70－5 鉢 i－2 Ⅲ

70－6 鉢？ i－10 Ⅲ

70－7 変 i－2 Ⅲ

70－8 鉢 g－lo 、

70－9 壷 i－9．10 Ⅲ

70－10 胆 h－5 Ⅲ

70－11 壷 h－2 Ⅲ

72－1 鍵 h－3 Ⅳ

72－2 兜 i－10 Ⅳ

72－3 蕊 i－lO Ⅳ

72－4 艶 i－9 Ⅳ

72－5 認 i－10 Ⅳ

72－6 艶 i－lO Ⅳ

72－7 翌 i－lO Ⅳ

72－8 艶 h－1 Ⅳ

72－9 兜 i－2 Ⅳ

73－1 斐 i－9 Ⅳ

73－2 艶 i－4 Ⅳ

73－3 艶 i－lO Ⅳ

1

色調・紬調

外面；淡赤褐色．内
面；淡赤褐色～灰褐
色．

外面；黄白色．脚台
内面；桧白色．内面；
黒灰色．

外面；黄白色．内面；
黒灰色．

外面；明燈赤色．内
面；黒褐色．

外面・脚台内面；燈
白色．内面；燈白色
～黒灰色．

外面；黄白色～黒灰
色．内而；黒灰色．

燈白色．

外面；黄白色．内面；
褐白色．

外面；黄褐色．内面；
茶褐色．

外面；暗灰白色～灰
白色．内面；灰白色．

明燈褐色．

黄白色．一部；明橿
褐色．

黄白色～機白色．一
部；黒色（黒斑)．

燈白色．

外面；明褐色．内面；
暗褐色．

外面；暗黄褐色．内
面；黒色．

外面；明茶褐色．内
面；暗褐色．

外面；樋褐色．内面；
黒褐色．脚台内面；
灰褐色．

燈白色．

外面；樋白色．一部；
黒灰色（黒斑のた
め)．

外面・脚台内面；黄
褐色．内面；黒色．

外面；脚台内面；燈
褐色．内而；明灰褐
色．

外面；脚台内面；桧
褐色．内面；灰褐色．

胎土・磁胎

砂粒を多く含む．石
英，角閃石，白色粒，
赤色粒，黒色粒．

粗砂粒～砂粒を多く
含む．石英，角閃石，
白色粒，黒色粒．

粗砂粒～砂粒を多く
含む．石英。角閃石
白色粒．

粗砂粒を多く含む．
石英，角閃石．

砂粒を多く含む．石
英，角閃石，
黒色粒．

赤色粒

粗砂粒～砂粒を多く
含む．石英。角閃石
白色粒．

砂粒を多く含む．石
英，角閃石，白色粒，
赤色粒，黒色粒．

細砂粒を含む．赤色
粒，黒色粒．

磯・粗砂粒を多く含
む．石英，角閃石
白色粒．

粗砂粒～細砂粒を少
し含む．黒色粒．

細砂粒を含む，角閃
石，白色粒．

粗砂粒～細砂粒を含
む．石英，角閃石，
黒色粒．

砂粒を多く含む．石
英，角閃石，白色粒．

砂粒を含む．石英
角閃石，白色粒 黒
色粒．

粗砂粒～細砂粒を多
<含む．石英．角閃
石，赤色粒，黒色粒．

粗砂粒を含む石英，
角閃石．

粗砂粒～細砂粒を含
む．石英，角閃石．

砂粒～細砂粒を含む．
石英，角閃石，黒色
粒．

砂粒～細砂粒を多く
含む．石英，角閃石，
白色粒，赤色粒，黒
色粒．

砂粒を多く含む．石
英，角閃石，白色粒
黒色粒．

粗砂粒～細砂粒を含
む．石英，角閃石，
黒色粒．

粗砂粒～細砂粒を含
む．石英，角閃石
黒色粒．

粗砂粒～細砂粒を含
む．磯を少し含む．
石英，角閃石，赤色
粒．

-109-

調整・施文

(摩滅のため）不明．

外面；ハケのちナデ．
内面．脚台内面；ナ
デ．

外面；ハケのちう語
内面；ナデ．

外面・脚台内面；ハ
ケのちナデ．内而；
ナデ．

ナデ．

ナデ．

ナデ．

外面
内面
ハケのちナデ．
ナデ．

外面；ナデ．内面；
(庶滅のため）不明．

回転ナデ．外面；自
然紬力部分的に付蒲．

外而
ハケ《

内面

ナデ．内而；
>ちナデ．底部
ユビオサエ．

外而；ハケのちナデ．
口縁部・突帯部；ユ
ビオサエのちナデ．
内面；ナデ．

ヨコ方向のハケのち
ナデ．

外面；ナデ，ユビオ
サエ．内面；ハケの
ちナデ，ユビオサエ．

外面；（ハケ？）の
ちナデ．内面；ナデ．

ナデ．

外面；ハケのちぅー ヂ．
内而；ナデ．

(ハケ？）のちナデ．

ナデ．

外面；ハケのちナデ．
内面；ユピオサエの
ちナデ．

ユビオサエのちナデ．

ナデ．

ナデ．

備考

摩滅している．

摩滅が著しい．脚
径（9.2)cm.

脚径（7.4)cm.

脚径(10.2)cm.

底径8.9cm．

脚径＠

須恵器．胴部最大
径(8.7)cm.

底径3.9cm．

摩滅している．

黒斑あり．

外面；スス付着．

脚径10.35cm．

脚径10.0cm．

脚径5.6cm．

摩滅している．脚
径11.9cm．

脚径10.9cm．



図番号 器種 出土区 出土層

73－4 喪 i－9 Ⅳ

73－5 蕊 h・i－10 Ⅳ

73－6 鉢 i－10 Ⅳ

73－7 壷 i－9 Ⅳ

73－8 高坪 i－4 Ⅳ

73－9 高坪 i－9 Ⅳ

73-10 増 i－9 Ⅳ

73－11 財 不明 Ⅳ

73－12 財 h－4 Ⅳ

73-13 財 i－10 Ⅳ

73-14 端 i－9 Ⅳ

図番号 器種

66－1 不明

66－2 スクレイパー

66－3 石すい

66－4 凹み石

71－1 砥石

71－2 石斧

色調・紬鯛

外面；明褐色～橿白
色．内面・脚台内
面；黒色．

外面；明橿褐色．内
面；明灰褐色．

黄褐色．一部；黒灰
色．

榎褐色．

外面・脚台内面；糧
褐色．内面；明橿白
色．

明灰白色．

黄白色．

明授白色～明黄白色．

灰白色．

橿白色．

外面；黒灰色．内面；
明黄白色．

胎土・磁胎 調整・施文

粗砂粒～細砂粒を含 外面；（ハケ？）の
む．石英，角閃石， ちナデ．脚台内面；
白色粒，軽石粒． ナデ．

細砂粒を含む．石英 ユビオサエのちナデ．
黒色粒．

砂粒～細砂粒を含む． (？）のちナデ
石英，角閃石．

粗砂粒を含む．角閃 (ハケ？）のちナデ．
石．赤色粒，黒色粒．

細砂粒～微砂粒を含 ユピオサエのちナデ．
む．角閃石，赤色粒，
黒色粒．

細砂粒を含む．石英， ナデ．
角閃石，白色粒．

砂粒～細砂粒を含む． (？）のちナデ．
石英，赤色粒，黒色
粒．

細砂粒～微砂粒を含 ナデ．
む．赤色粒，黒色粒．

細砂粒～微砂粒を含 ナデ．
む．黒色粒，赤色粒．

細砂粒を含む．角閃 ナデ．
石，白色粒，赤色粒．

細砂粒を含む．角閃 外面；ナデ．内面；
石．斌母．赤色粒． ハケのちナデ．

表12郡元団地H-11．12区出土石器計測表

出士区 出土層 長さ（函） 幅（画） 厚さ（唖）

h－10 河1 6.3 6.6 1．7

g－1 河1 5.1 5.0 1．8

f－2 河1 5.8 5.3 1.6

不明 河1 8.3 4.3＋a 2.8

h－4 Ⅲ 12.1 6.9 5.8

g－2 Ⅲ 14.0 6.1 3.2

備考

脚径(8.2)cm.

脚径9.4画．

底径7.7cm．

底径6.75画．

摩滅している．

胴部段大径7.55函．
底径3.2an．

胴部最大径5.2画．

胴部最大径6.0函．

璽さ(8)

930

48

79

88

930

379

凡例：⑭-外面,⑧一内面
胎土…砂粒の大きさをく微砂粒・細砂粒・砂粒・粗砂粒・藻〉の

5段階で，砂粒の混入の多さをく少し含む・含む．多く含む〉の

3段階で示した。

備考：（）付法避は、復原したものである。
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